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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　真夏の生温かい風が頰ほおを撫なでる。

　小さな生物のかすかな気配一つしない、静寂に恐怖を覚えながら二人の少女が廃屋を前に佇たたずむ。互いに中学を卒業して以来会う事はなく、今日が久々の再会である。といっても周囲はどう思っていたかは知らないが、自他ともに認める優等生と派手な印象を与えるもう一人の少女は正反対の人種であり、仲が良かったとは言えなかった。互いに違うグループに属していたため、共通点といえば、ここへ訪れる理由くらいだ。

「やっぱり、マリミちゃんにも届いたんだ」

「じゃなきゃここに来てねえよ。そういう希のぞ美みも同じだろ」

　恐怖からか、マリミは苛いら立だった口調で希美との会話を終わらせる。

　数年前まで在籍した中学校、鈴すず風かぜ東中学校。近所でも有名な学力を重視した公立の中学校の新校舎の裏には、使われていない部活棟が存在する。

　棟という程の規模ではない、一階建ての小さな建物。

　今では廃屋と化し、再利用される事も取り壊される事もなく、ただ存在だけしている。

　在学中も、怪談じみた噂うわさはよく耳にし、滅多に人は近付かない。

　──それだけじゃないか。だって、この場所は……

　と、希美は至る所に折れた跡の残る古ぼけた手紙に視線を落とす。そこには、「松まつ永なが希美様」という文字がある。封筒にきちんと入れられている筈はずなのに、その手紙は年代を感じさせる程に紙自体が傷だらけであった。まるで過去から送られてきたように。

　同じものを、マリミも握り締めていた。それを一いち瞥べつした後、マリミは差し出し人の名前を見る。少し癖のある字で、「えんどう せいじ」と書かれている。その字を見ていると、字自体が変化してとぐろを巻いているような錯覚に陥り、マリミは目を逸そらす。

　そして、大事に持っていた手紙を突然破き始めた。

「ちょっと！」

「うるせえな！　こんな紙切れ一枚に振り回されて、バカみたい！」

　と細切れになるまでマリミは手紙を破いた。

「公表出来るものなら公表してみろってんだ。どうせ過去の事だし、あの時マリミ達中学生だったし。ばれたところで何ともなんねえよ。大体、何でマリミ達ばかりがこんな目に遭うわけ？　あれは全員やっていた事だし。それに、最初に始めたのは野球部の連中で、マリミは……」

　と、そこまでマリミが言った時だった。突然廃屋の扉が開いた。

　ぎぎぎ、と金属音と共に開いた扉は再び閉じた。そしてまた不気味な音を響かせては開き、閉じる。それが何度も繰り返された。

「ど、どうせ風が……」

　そこまで言いかけてマリミは気付く。周囲に一切風が吹いていない事に。それだけではない。虫の鳴き声一つなく、周囲は完全に静寂に包まれていた。

「あ、あ、あ……いやあああああ！」

　希美が走り出した。

「あ、待てよ！　置いていかないで！」

　それに倣いマリミも続く。幸いこの雑木林は校舎に近い。いくら遅い時間でも、誰か一人くらいはいるだろう。そう思ったマリミは希美の後を追う形で走った。

　が、刹那──後ろから何かが落下した大きな音がした。

「……っ」

　それはすぐ真後ろから響いた。おそるおそる振り返ると、自分の足跡をなぞるように小石が並んでいた。まるで誰かが自分めがけて石を投げつけたように。

「何だよ、これ。これじゃあ、まるであの時の再現じゃない」

　そう呟つぶやく間も石は次々に落下し迫ってくる。ついには追いつかれ、小石が腕を掠かすった。ただの小石なのに、随分な重みを持っており、掠った箇所から熱がこみ上げる。

　先に走り出していたマリミはそのまま元々運動が苦手だった希美に容易に追いつき、先に走っていた筈の彼女をマリミは追い抜く。その間も石は追いかけてくる。その内の一つが当たったのだろう。希美が「痛い」と叫んだ。が、他人に構っている暇もなく、マリミは後ろを振り返らずに前だけを見た。

「待って、マリミちゃ……」

　後ろから希美の指が微かすかにマリミの腕を掠った。追われる恐怖から頭が真っ白になったマリミは悲鳴を上げて腕を振るった。その反動で、希美が転倒した。

「待って！　私達、同罪でしょ!?　逃げないでよ！　一人だけ助かるなんて、ずるいよ！　ねえ、待ってったら！」

　悲痛な希美の声に答えず、マリミは雑木林の奥へと姿を消した。その間も石は確実に二人を追いかけ──最後に、雑木林の奥で少女の悲鳴と何かが潰れる音が響いた。
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　鈴すず風かぜ町三丁目に、最近新しく建った高層マンションがある。住宅街の中心部に位置しており、セキュリティを重視し、正面玄関から玄関扉、ポストまで全てがオートロックであり、解除には暗証番号の他に入居時に設定した指紋認証まで必要である。急いでいる時は面倒だが、ここまで徹底されると空き巣も入る気がなくなるというものだ。また二十四時間監視カメラが作動しており、不正な侵入を感知すると自動的に管理会社へ通報するシステムである。さらにシアター・カラオケルーム、ゴルフレンジにトレーニングルームなど、共有施設も充実しており、見る人によっては貧富の差を感じる。

　フロアは五十階まであり、上へ行くほどグレードが高くなる。そして、その最上階の四号室。花柄の乙女チックなデザインの表札に、「瑠る璃り崎ざき」と書かれた部屋。バストイレ別の上に、和室一室と洋室が二部屋もあり、オール電化の床暖房完備。リビングは一人暮らしのアパートの一室よりも広い。こんな高級マンションに住む人物など、大企業の社長や富豪に限られるのだろうが、そのどちらにも当てはまらない人物が、一人──俺を含めると、二人存在した。

　開口一番。

「噓うそだろ」

　今の状況を確認してから出た言葉は、あまりにも単純だった。

　俺──一いつ色しき弘こう青せいがコンビニから戻ると、〝開かずの部屋〟の扉が開いていた。

〝開かずの部屋〟とは、玄関近くの個室の事であり、ずっと頑丈な鍵によって閉じられていたのだが──、今日は何故なぜか開いていた。

　先に言っておくが、俺はこんな高級マンションの住民ではない。本来の部屋の主に何度聞いても開かずの部屋の謎は教えてくれず、正直かなーり気になっていた。

　好奇心に負けた俺は、部屋の中へおそるおそる入った。テレビはおろか折りたたみ式の簡易ベッド以外の家具が一切ない殺風景な部屋。その部屋の奥に、少年が一人足を抱えて座り込んでいた。長く閉ざされていた部屋に侵入者が訪れたというのに、少年は下を向いたままであり、こちらを見ようともしない。

　それもその筈。何故なら、少年はこの部屋に監禁されているからだ。

　少年の脚にはめられた金属製の枷かせに繫つながる鎖はご丁寧に壁から伸びており、部屋の扉までの距離を考えるとぎりぎり出られるか出られないかくらいの長さだ。これがもし簡易ベッドと繫がっていればベッドを担いで出るという方法もあっただろう。あとは両足を切断する以外の脱出方法はなさそうだ。そんな無謀とも呼べる勇気があったとしても、ここにはそういった器具すらないので不可能だが。

　さらに最悪な事に、足あし枷かせの邪魔にならないように、少年は大きめのワイシャツを一枚羽織るというかなり危ない格好になっている。もし彼が女だったらエロ同人になるところだった。そして、相手が美少女だったら、俺は今頃陰から見守っていた。

　日光を完全に遮断するタイプのカーテンで締め切られ、僅かな日の陰り具合でしか昼か夜かは判断出来ず、時間の経過も不明である。退屈は、人を殺す。時間が経たてば経つ程、脳みそが死んでいく感覚に陥る。それが余計に時間経過の錯覚を生み、いつもの一秒がやけに長く感じる。この中での一日は、彼の中でも三日に相当するだろう。

　俺も、経験があるからよく知っている。日に日に細胞が死んでいく感覚を思い出し、それを忘れるように俺は軽く頭を振った。

「えっと、君……大丈夫？」

　おそるおそる声をかけるが、やはり反応はない。

　大体小学校二年生くらいだろうか。まだ身体からだが出来上がっていない未成熟な少年は同じ年齢の子供に比べるとやせ細って見える。元々体力がないのか、それとも今の状況によるものか。出来れば、前者であってほしい。

　──さて、どうしたものか。ひょっとしなくても、この少年はアレだよな。




「弘青」




　少し暗めの、少女の声が静寂な部屋の中に響いた。

　振り返った時。時既に遅く、彼女は目撃してしまった俺を見ると、俺の背を押して無理やり部屋の奥へ押し込んだ。そして、部屋の扉を後ろ手で閉じる。再び部屋が薄暗くなった。

　青の強い暗めの髪を今時珍しく簪かんざしで一つにまとめ、極端に長い前髪のせいで左目は隠れている。日焼けを知らない白い肌と黒い瞳は相反し、それゆえ妖艶な美しさがある。彼女は少しだけ背丈の低い俺を見下ろすと、雑貨屋で売っている伸縮式の指示棒で軽く俺の額を小突いた。

「いけない子ね。蒼音あおと様の秘密の場所に土足で踏み入るなんて」

「蒼音。いつからそこに……」

　つい昔の癖で彼女を呼んでしまったが、呼んだ後に俺は自分の失態に気付いた。
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　まずい、と思った刹那──ぺちん、と鈍い音を立てて柔らかい手が俺の両頰に触れる。

「あ、お、と、さ、ま！　蒼音様の事は、蒼音様とお呼びなさいっていつも言っているでしょ。本当に礼儀のなっていない家畜ね」

「悪かったって、蒼音様」

　家畜になった覚えはないが、ここは素直に頷うなずいておこう。

「よろしい。素直が一番よ。だけど……もし適当な事を言って蒼音様の説教をやり過ごそうとか思っていたら……分かるわよね？」

　ぞくり、と背筋に冷たいものが走った。

　年頃の娘のものとは思えない妖艶な笑みが、俺の素肌を撫なでる。

「主人の役に立たない家畜に、生きている価値なんてないもの。スーパーの特売セールの残り物の豚肉のお前でも、そのくらいの理解はあるでしょ？」

「生きてすらいねえのかよ！　しかも特売品!?　俺、一応主人公なんですけど」

「今はお前の妄言に付き合っている暇はないわ」

　と、俺に取り合わず彼女は部屋の奥に進んだ。

「さてさて、そろそろいい具合に出来上がってきたかしら」

　と、彼女は手元で遊ぶようにレトロな鍵を振り回す。そのまま何処どこかへ飛んでいったらどうしてくれるのだろうか。彼女の性格から考えて、そういった不安を考慮した上での行動だろう。本当に、この女は──

「今、性格悪いとか思ったでしょ？」

「えっ……」

「蒼音様の百七つある秘密特技の一つ！　読心術！」

　そうだった。こいつ、相手の考えている事が大体分かるのだった。遠くで話している相手の唇の動きで内容を読み取る読唇術という技術もあるが、彼女の場合目の動きや微かな呼吸の乱れなどからその人の考えている事が分かってしまう。驚異的な洞察力と心理学を応用して独自に身につけた技らしく、当然の事ながら読唇術も使えるため、彼女の周囲では悪口一つ言えない。そもそも言った後でどうなるか、考えるだけで身震いがする。

「そもそも、主である蒼音様の許可なく無断でこの部屋に立ち入るなんて……相変わらず、弘青は常識というものがないわね」

「幼気いたいけな少年を監禁している奴に言われたくねえよ」

　もしこれがヤンデレな幼おさな馴な染じみだったり、ちょっぴり愛情表現が過激な恋人ならばまだ可愛かわいいものかも知れない。

　しかし、彼女は監禁少年に対して、そういった色めいた感情は一切抱いていない。

　最近巷ちまたではヤンデレヒロインが流行はやっているらしいが、あれは好いた相手がいるからこそ成り立つものであり、監禁・ストーカー・盗聴・妄想癖といった病み要素があるにもかかわらず、好きな対象がいなければ、ただの危ない奴だ。

　そして、恋愛感情を抱かれる事はあっても、自ら抱く事のない彼女は正真正銘の鬼ち……失礼、〈自主規制〉系少女であり、出る所に出たらしかるべき処分を受けても誰も不思議に思わないだろう。

　そんな事を考えている間に、蒼音は少年に近付く。

　そして鎖に繫がれて俯うつむいている少年の顎を摑つかみ、無理やり顔を上げる。

「さてさて、そろそろ頃合かしらね？　ボウヤ」

　なんて危ない絵面だろう。武器という程ではないが伸縮式の棒を片手に持ったお姉さんと、鎖で繫がれた少年。場合によっては年齢制限が入る。

　──あれ？　大丈夫だよね？　これ児童ポルノ的な意味で大丈夫だよね!?

　しかし、彼女のその行動に見当のついた俺はあえて何も言わず、彼女が全てを終わらせるのを待った。そして、俺が瞬まばたきにより目を軽く閉じた、その刹那に事態は起きた。

　突然空気が変わった。薄暗い部屋の中に暗雲が出現したように、余計に暗さが増した。

　そして直後、鼻をつく刺激臭により激しくむせた。

「あ、言い忘れていたけど……蒼音様が参上したあたりから除霊始まっているから、気をつけてねー」

「それを先に言え！」




『ぐあああああああああああああっ』




　一言も喋しやべらなかった少年の口から、獣のような雄お叫たけびが響く。もし鎖がなければ、彼はすぐにでも俺に飛びかかっていただろう。真っ赤に充血した目が、それを語っていた。

　間近にあった簡易なベッドを思いっきり蹴り飛ばして真っ二つに割ると、少年はその上に飛び乗った。鎖が限界まで引っ張られ、金属が擦こすれる音が響く。獣のように四よつん這ばいで跨またがり、威嚇するように腰を上げる。しかし、見た目はボロボロのワイシャツを着た男子小学生であり、ヒステリックに充血した目や涎よだれと共に口から覗のぞく牙、そして全身に広がる文様を除けば、タガが外れた少年に見えなくもない。その時点で既に常識を逸脱しているのだが、それを前に平然としている彼女の存在感がより異常性を際立たせる。

「悪あく魔ま憑つき、だな。結構侵食が進んでいるけど、アイツって契約者の方？　それとも被害者の方？」

「いちいち聞かないと解決出来ないなんて、本当に弘青は救いようのない家畜根性ね。まあ寛大で慈悲深い蒼音様は、特別に答えてあげなくもないけど」

「憑いているのは悪魔の飼っている低級使い魔か。という事は、被害者か」

「あら、折せつ角かく蒼音様が教えてあげようと思ったのに」

「けど、おま……蒼音様は、素直に聞いたら教えてくれねえじゃん」

「あら、学校に通うのにも支払うべきものを支払うでしょ。それと同じ。膨大なる蒼音様の知識の一片を得たいのなら、それ相応の見返りを求めるのは当然の事よ」

　と、彼女は得意げに言った後、少年に向かった。同時に少年も彼女へ飛びかかり──、ついに鎖が千切れた。獣が縄張りに入られて威嚇するように頰ほおを切る衝撃が放たれる。俺は立っていられない程の脅威を感じてその場に立ち尽くす。

　対する蒼音は、悪魔憑きの少年を見て楽しそうに笑った。

「あらあら怖い顔。蒼音様と遊びたいのかしら」

「蒼音様。その少年がただ悪魔に取とり憑つかれただけの悪魔憑きなら……」

「あまり乱暴なことをしないで、って？」

　一度だけこちらを見下したような目で見た後、彼女は鼻で笑った。

「本当に揃そろいも揃ってバカばかりね。誰にでも言えるような事しか言えないの？　これだからモブは。だからお前は弘青なの。弘青以上にはなれないのよ」

「俺の存在全否定か」

　結構この名前気に入っているのに。一色弘青ってかっこよくね？

「お前も蒼音様の下僕なら〝悪魔憑き〟がどういうものかくらい分かっているでしょ？」

「それは……って誰が下僕だ！」

　思わず言葉を濁した俺に、蒼音はやはり嘲笑を浮かべたまま言う。

「悪魔憑きを簡単に説明すると……ようするにバカでしょ？　バカをぶつのに、理由なんて必要ないわ」

「いや、違うから！」

　悪魔憑き＝バカ、って……。

　一体彼女の中の辞書はどんだけ醜悪なのだろうか。

「悪魔憑きは、悪魔に憑かれた被害者だろ」

「あら、悪魔に憑かれたって言っても、大きく分けて二種類いるじゃない」

「ああ、分かっている。第三者による被害者と……」

「自ら悪魔を召喚した際に失敗して悪魔に取り憑かれてしまった場合の自業自得のアホタイプと、何者かによって呪じゆ詛そをかけられた、或あるいは曰いわくつきの場所に面白半分に行って簡単に取り憑かれたマヌケタイプ……まあ、どっちも似たようなものね。ゆえに、これを総括してバカというのよ」

　言い方は極端だが、内容は──大体合っている。




　悪魔憑き。読んで字の如ごとく、悪魔に憑かれたもの。




　つまり、一見我を忘れたように見えるこの少年は、悪魔に取り憑かれた状態というわけだ。そして、今回の彼は後者の被害者にあたる。

　一体どんな理由で呪われたかは不明だが、少年の意思は既に悪魔に屈しているようであり、意識のない瞳がぎろり、と蒼音と──その後ろの俺に向かう。

「さてさて。ようやく出てきたのね。二週間監禁した甲か斐いがあったというものね」

　楽しそうに笑う蒼音を見て、俺は悪魔憑きの少年に同情した。

　蒼音のいう監禁は決して自分自身の娯楽のためのものではなく、悪魔を退治するために必要な手段の一つであり──

「火事が起きればみーんな外へ避難するのと、一緒。恐怖で煽あおって煽って、煽りまくれば、悪魔だってこうやって出てくるってわけ。実に簡単な手段。誰にでも出来る悪魔撃退方法よ。どうして誰も試さないのかしら」

　そう──取り憑かれた相手を監禁する事で、中にいる悪魔もろとも恐怖を煽って外に出そうという、悪魔すら恐れる鬼畜手段。つまり──

「中にいる悪魔ごとシメる」

　それが、蒼音が生み出した悪あく魔ま祓ばらいならぬ、悪魔追い払い技術である。

「ごめんね、ボウヤ。少し……うん、すこーし痛いかも知れないけど、我慢してね。恨むなら、簡単に悪魔に取り憑かれた不運で無力な己自身を恨みなさい」

「確かに中に潜んだ悪魔は出てくるかも知れないが、これって取り憑かれた相手の精神にも相当な負担が……」

「悪魔のせいにすればいいのよ」

　うん、全く悪びれた様子はないね。

「あの、場合によっては消えないトラウマが……」

「ま、悪魔に憑かれればそうなるでしょ」

　とてもいい笑顔で答えが返ってきた。最初は気付かなかったが、部屋の隅には飼ってもいないのに猫用のトイレ一式や大量のミネラルウォーターのペットボトルが散乱している。何に使ったかは知らない方が幸せだろう。そして映像化出来ない監禁生活の末、痺しびれを切らした悪魔が飛び出してきた──というのが今の状況である。

『が、が、が……』

　獣のような、或いは機械音声のような音が少年の口から響く。その音を聞いた人は底知れぬ不安に襲われる。悪魔は、人の負の感情──憎悪や嫉妬、不安などを増幅させる。悪魔の雄叫びは人に恐怖を与え、悪魔の囁ささやきは人の欲望を引き出す。

　しかし、目の前の蒼音は相手を嘲るような目で見下ろし、小さく笑みを零こぼした。

「おいで、子豚ちゃん。蒼音様が、たーっぷり可愛かわいがってあげるか……ら！」

　叫ぶと共に、蒼音は足を高く上げ──少年の脳天に向かって叩たたき落おとした。

　悪魔に取り憑かれた人間は、悪魔と同化する事に等しく、肉体も尋常ではない能力を持つ。早い話、獣並みの頑丈さと怪力が備わり、物理的に祓エク魔ソシ師ストを殺そうとするのだ。取り憑かれた相手ごと倒そうにも、その化け物じみた力の前では、人間の使う力技では歯が立たないのだが。

『ぐがああああああああ！』

　少年は、一度は倒れたもののすぐに起き上がり、蒼音へ向かった。

　少年の爪は獅し子しの爪のように鋭利なものへと変化しており、顔つきも獣に近い。プロの祓魔師ですら怯ひるむ姿に、蒼音は一切顔色を変えず──

「腐れ雑魚の分際で！」

　まず腹に一撃。

「蒼音様の！　前に！」

　二撃。惨劇……間違った、三撃。

「許可なく立つな！　この小物が！」

　一番きつーいのが、顔面に一発。計、四ヒット。

　蒼音は千切れた鎖を引っ張り、「悪魔だから何だって言うんだよ、おら」と少年を自分の方へ引き寄せては彼の腹部を連続して蹴る。うん、ただの虐待だ。

　少年の口からは血が混ざった唾液が零れ落ちた。

「堕おちろ、クズが！」

　他の祓魔師の名誉のために言っておくが、悪魔は力技では倒せない。普通の祓魔師が取る正式な方法によって悪魔は退治され──

「近くで見てもぶっさいくな顔ね。頭の悪さが顔ににじみ出て可哀かわい想そうだな、お前」

　他の祓魔師の名誉のために再度言っておくが、悪魔祓いでは聖書や聖水などを使用する、一般的に知られている方法の方が正しく、蒼音が取る方法の方が邪道なのだ。というか外道なのだ。

「馬ば糞ふんって、畑の肥料になるらしいけど……お前は、何の価値もなさそうね」

　本気で馬糞を見るような目で少年を見下ろすと、蒼音は少年の頭を摑んだ。少年の足が、地面から浮いた。一体その細腕のどこにそんな剛力が眠っているのか、片手で軽々と少年の頭を摑んで持ち上げた蒼音は、それこそ魔王のようなあくどい笑い声を上げた。

「ああ、やっぱり自分より弱い子を嬲なぶるのは、最高に気持ちがいいわね。まあ、世界最強にして至高の女神たる蒼音様に敵かなう奴なんていないだろうけど。流石さすが食物連鎖の頂点に君臨するだけはあるわ。素敵蒼音様、かっこいい、美しい、ヴィーナス」

『ぐがが！』

「だから、雑魚が許可なく吠ほえるんじゃねえよ！」

　頭を摑んだまま、蒼音は少年の腹部を殴った。鬼畜だ。

「さっきからキャインキャインうるさいわね。主人に吠えた犬に歯は不要よね？　全部抜いてみましょうか」

「やめてあげて！」

　あまりの暴言の数々に、耐え切れず俺は待ったをかける。

「あの、蒼音様。いくら初登場でテンションハイだからって、やりすぎだ。もうそのへんにしよう？」

「あらあら、嫌だわ。冗談に決まっているじゃない。誰がこんな雑魚キャラの歯なんて抜きますか。薄汚い。そのまま腐って抜け落ちるのを観察した方がよっぽど有意義だわ。それに……鳴こうが鳴くまいが、豚は豚だもの」

　ぼとり、と雑巾を床に捨てるように少年の身体を落とす。

『ぐっが……』

　蒼音の渾こん身しんの一撃を喰くらったあと、床に叩たたきつけられた少年は、意識のない目で蒼音を見上げる。その彼の顎に手を置いて軽く引っ張り、蒼音は耳元で何かを囁いた。

『あ、あ、あ……っ』

　徐々に少年の顔が青ざめていく。

「さあ、返答は？　蒼音様はせっかちなの。早くなさい」

『ぐあああああああああああああ！』

　頭を抱え、少年は狼ろう狽ばいするように身体を上下に揺らした。

　そして、糸が切れるように膝を折った。蒸発するように、少年の顔から熱気を帯びた黒い煙が溢あふれ──次第にそれは神に導かれるように天井に向かった。その煙は意識があるかのように蒼音から離れ、天井へと移動する。逃亡するように天井を何度も回る黒い煙に向かって蒼音は飛躍して追いつく。そして煙を手に持っていた指示棒で貫いた。壁に貼り付けられた黒い煙はじたばたともがく。それに向かって、蒼音はゆっくりと近付き──

『く、来るなっ』

　初めて黒い煙が喋しやべった。黒い煙だと思っていた物体は徐々に姿を変え、こびとのような姿になった。三角帽子を被かぶり、額には小さな角のある全身黒いこびと。黒いこびとは取り付いていた時の威勢はなく、涙目で蒼音を見上げる。

『じ、慈悲を！　ほんのイタズラじゃねえですか！　許して下さいよ、姉さん！』

　壁に貼り付けられたまま、使い魔は土下座する。

『ホント、靴の裏まで舐なめますんで！　勘弁して下さい！』

「あらあら、随分と従順ね。賢い子は、好きよ。だけど……蒼音様の人生における貴重な日々を奪った罪は重いんだよ！　クズが！」

　蒼音の長い足が、使い魔に命中した。

「おらおらおらおらおらおら！　泣けごらぁ！　惨めったらしく命乞いしなさい、雑魚が！　地面に額を擦りつけろ、虫けらが！」

『ひいっ！　やめっ……ちょっ！　蹴らないで！　あ、そこは……あ、いいかも……じゃなくて！　ちょっ！　マジ勘弁してくだせえ！』

　おい。今、余計な言葉混じってなかったか？

　使い魔が纏まとっていた魔力が蒼音に吸い込まれるように拡散し、やがて泡が弾はじけて飛ぶように消滅した。綺き麗れいに消滅した使い魔を見て、蒼音は笑い声を上げた。

「雑魚魔ちゃん。蒼音様、お前の事気に入っちゃった。また遊びたくなったらいつでもおいで。その時は、蒼音様がたっぷり最高の快楽ってやつを教えてあげるから」

『ひ、人って怖いっ』




「〝ごオ馳ツ走テイ様モ〟！　小物にしては、なかなかの味だったわ」




　と、追い打ちをかけるように蒼音は高笑いをした。

　──気の毒に。

　使い魔の残した言葉に、俺は合掌した。上機嫌な彼女とは裏腹に、少年の体は力なく地面に落ちた。それを直前で受け止めると、俺は少年の身体を抱き起こす。

「一応完了だけど……今回は何したんだ？」

「えー、聞きたい？」

「遠慮しておきます」

　蒼音の悪魔祓いの方法は、はっきり言って暴力的である。

「悪魔にも娯楽があるなら、人と同じように恐怖心もあるわ。そして、恐怖は生物が屈する唯一の感情。恐怖に抗あらがう事の出来る生き物なんていないわ。たとえ人であろうと悪魔であろうと、恐怖の前には無力。つまり……恐怖による純粋なる脅し！　これが、一番手っ取り早いのよ」

　──だそうだ。

　つまり、彼女が編み出した、彼女だけしか出来ない退魔方法とは──ぶっちゃけただの脅迫である。恐怖で煽って、純粋なる暴力をもって強制的に追い出すというのが彼女のやり方であり、霊感とか、儀式とか、そういった手法はまるっきり無視である。力技のみで退治する時もあるが、彼女の最大の武器はその言葉であり、彼女の言葉という刃に貫かれて心を折った悪魔は多い。調教された悪魔もまた多い。




　瑠璃崎蒼音は、祓魔師である。




　一見ただの性格の悪い女子高生に見えなくもないが、これでも実家は教会であり、幼い頃から悪魔に対抗する術を間近で見てきた。

　一般にはあまり馴な染じみがないかも知れないが、祓魔師は公的な職の一種である。本部のあるバチカンを中心に、イタリアでは悪魔祓いが一般的な医療技術の一つとして認定されており、病院に行けば、「内科」、「外科」、「退魔科」などが存在し、祓魔師養成学校もあるため祓魔師を志してイタリアへ渡る者も少なくはない。バチカンを中心に今や世界中に規模を広げつつある、公的悪魔祓い組織『退魔組合』が定期的に行っている祓魔師認定試験に合格すると、本部からも認められた「認定祓魔師」となり、医療でいうところの医師免許のようなものが貰もらえる。悪魔が絡んだ事件に関して、公的に介入する事が認められ、本部が公開している祓魔師情報誌にも載るため、それを見て依頼してくる人もいる。

　そして、瑠璃崎蒼音は十七歳という若さにして認定祓魔師の資格を持った、正真正銘の祓魔師なのだ。しかし、その方法を見た者は二度と彼女に依頼しない。悪魔よりも非道な彼女に同業者がつけた通り名は「鬼畜祓魔師」である。そんな不名誉な通り名すら自分の魅力の一つとでもいうように、彼女は笑みを絶やさず、本来最も過酷な職業を営む。

　そして俺──一色弘青はそんな彼女の従順なアシスタントである。とある理由によって彼女に協力する事になった俺は、今更だがその時の自分の選択を大いに悔やんでいる。

　見ると、蒼音は水色のスマートフォンを取り出していた。

「あ、おたくの息子さんの除霊完璧に終了しました！　もう心配ナッシングですよ。これからはいわくつきの場所に行かないように釘くぎを刺しておいて下さいね。というわけで、指定の口座に百万振り込んでおいて下さいね。え？　額が最初聞いていた時よりでかい？　いやいや、奥さん。こっちは命懸けですよ？　命投げ打って息子さんを救出したのに、それはないんじゃないですか？　息子さんの一生を考れば、安いものでしょ。可愛かわいい我が子の命にそんな格安な値段をつけるんですか？　……はいはい、分かりました。それなら、一週間だけ待ちましょう。もし間に合わない時はご相談下さい。商売柄、いい店知っているんでね……はい、はい。そうならない事を祈ってますよ、奥さん」

　極上の笑みで通話を続ける彼女の横顔を見て、誰もが一度は思うだろう事を俺は口にした。

　やっぱり一番の悪魔は、こいつだ──、と。







「よし、これがラスト……っと」

　例の如く、監禁部屋……失礼、除霊部屋で破壊の限りを尽くした蒼音から、部屋の片付けを命じられた俺は、ようやくゴミというゴミをまとめる事が出来た。

　──それにしても……。

　二ダース近くあった空のペットボトル。何に使ったかはあらかた想像出来るが、もしピンとこない人がいたら、安心して下さい。脳内が健康で善良な証拠です。

　何が悲しくてペットボトル回収ボックスに毎日通わなくてはいけないのか。もし俺がいなければ、きっとこの高級マンションの一室は一瞬でゴミ屋敷と化していただろう。

「おい。言われた通り部屋の片付け終えたぞ、蒼音……」

「ああん!?」

「あ、蒼音様。部屋の片付けが終わりました」

　危ない。蛇に睨にらまれた蛙かえる、いや獅し子しに睨まれた生肉の気持ちが分かった。

　即座に謝罪したおかげで命拾いはしたが、後数秒遅かったらアウトだっただろう。

「ならとっとと捨ててきなさい。お前ごと」

「何でだよ!?」

「あら、これ以上蒼音様の視界に薄汚いゴミを入れるつもり？　蒼音様ほど崇高で気高い実力派美少女の瞳に映っていいのは、やはり美しいものだけだと思うのよねー。分かったら今すぐゴミ箱に埋もれてきなさい、生ゴミ」

「生ゴミって何だ？　俺か？　俺の事か!?」

「え!?」

「え、ってこっちの台詞せりふだからね!?」

「あ、待って屑くず入いれ。ついでにカラシ買ってきて」

　有機物ですらないんかい！

　というか、罵倒した挙句にパシリ要求するって……なんなのこの子？　鬼畜なの？

　──あれ？　でも生ゴミよりは上？　これは蒼音なりの鬼畜な譲歩!?

　いや、そもそも鬼畜と譲歩って何一つ嚙かみ合あわねえよ。譲歩の意味が分からなくなるわ！

「だから、カラシ。ちゃんと業務用買ってきなさいよ。毎度毎度市販の、誰でも使うようなものばかり買ってきて。こんなモブな量じゃ、蒼音様は満足出来ないの」

　と、先程俺を突っついた指示棒を手の上で遊ばせながら言うが──かなり危ない絵面だ。

「まったく、まったく。お陰でひと仕事終えた後の一杯が出来ないじゃないの。何度言えば分かるの？　この屑入れは。まあ屑入れだから脳はきっと塵ちりしか詰まってないか」

「誰が屑入れだ。俺は……」

　と、反論しかけた俺の頰ほおを鋭い衝撃が掠かすった。おそるおそる後ろを見ると、先程まで蒼音が持っていた指示棒が壁に突き刺さっていた。ついに物理法則無視か。

「下僕風情が、主人に楯たて突ついているんじゃねえよ。発言を許可した覚えはないわ」

「……っ」

　本気でそう思っているのかゴミでも見るような蔑んだ視線と、反論を許さない圧倒的な威圧感。この子、本当に女子高生なのか。

　実は一万年近く生きている魔王か何かじゃないのだろうか。

「言われる前にやりなさい。何故、蒼音様がお前如ごときのために、言葉を発さないといけないの？　この時間が無駄だって分からない？」

　と、蒼音は残り少なくなって細くなったカラシのチューブを振り回しながら言う。

　時間の経過を訴えるように、蒼音の手の中でぱこん、と乾いた音が響いた。

　当然カラシは近所のスーパーで購入したものであり、業務用ではなく一般用だ。

「わ、分かった。買ってくればいいんだろ、買ってくれば……」

「まったく、素直に業務用を買ってくれば良いものを。本当に躾しつけがなってないわ。ああ、それとも……」

　ふいに、蒼音がにんまり、とあくどい笑みを浮かべた。

「蒼音様に、一から躾し直してほしいの？　それならそうと言いなさいな。お望み通り、蒼音様好みの道具にお前を作り直してあげ……」

「いいです、結構です！　今すぐ買ってきますんで、それだけは勘弁して下さい！」

　あの少年の母をはじめとした今までの依頼人という名の被害者の末路を思い出し、俺は自分よりはるかに年下な筈はずの女子高生相手に心が折れた。




　蒼音は、性格が悪い。




　見た目は女子高生とは思えない色気を持った美少女と言えなくもないが、特殊なのは何も祓エク魔ソシ師ストという職業だけではなく、その性格に大きな問題がある。趣味は他人の嫌がる事で、好きなものは他人の嫌がる顔。あまつさえ、自分の事が嫌いな相手に対して好意的な感情を抱きやすい──といった具合に、性格が根本からぶっ飛んでいる。そんな彼女の起こす騒動に毎度巻き込まれるのが、彼女のアシスタントの俺なのだが。

　何故こんな性悪娘のアシスタントをやっているかというと、それにはかなーり深い理由があり──

「ちょっと弘青。床が汚れてしまったわ。タイル一枚一枚に頰ほお擦ずりして綺麗にしなさい」

　残り少なかったカラシが振り回したはずみで床に飛んだようで、蒼音は床を指さした。量は少ないが、確かに高級マンションの床タイルの上に黄色い飛沫が飛び散っていた。

「すみません、雑巾使わせてもらってもいいですか？」

「あらあら。雑巾って、同族で床を掃除するなんて……お前も、非情ね」

　お前に言われたくねえよ！

　と、怒鳴らなかっただけ、俺は偉い。

　ふと蒼音を見ると、彼女の両手には溢れんばかりのタイヤキの数々がしっかり握られている。つい先程俺がパシらされて買ってきたものだ。ちなみに味は小倉、カスタード、チョコレート、さつまいも、抹茶、とバリエーション豊富である。近所のスーパーの前にあるタイヤキの屋台で売っているものであり、このあたりでは学生を中心に人気がある。

　さあ、想像してみてくれ。女子高生達がキャッキャ騒ぎながら並んでいる中、数に限りのある屋台で大人買いする男の気持ちを。あまつさえ小うるさい女子高生のグループの前で、全て買い占めて、「はあ!?　何アイツ」、「空気読めよ、クズ」と言われながら購入しなくてはいけない、可哀想な男の気持ちを。

　結論。凄すごい、惨め。視線、刺さる。もうかえりたい。

「ちょっと弘青。糖分が足りないわ。タイヤキ、店ごと追加ね」

　と、数分前の精神的拷問を思い出している俺の前に、突然タイヤキのタイの目玉が現れた。味は折り紙付きだが見た目は〝ガチなタイ〟であり可愛さの欠片かけらもないせいで、間近で見るとかなり怖い。そして、そのタイが俺に訴える。『見ろよ。俺、カラシまみれだぜ？　タイヤキなのに』、『綺麗だろ？　これ食えないんだぜ』──と。

「あの、蒼音様。俺、さっき買い占めて店の人に舌打ちされたばかりなんだけど」

「ふぅん。で？」

　死ぬ程どうでもよさそうですね！

　言い返してやりたいが、口で敵う気がしない。

　──たしか、タイヤキ屋なら近所のスーパーの前だけじゃなかったよな？

　記憶が正しければ、少し距離はあるが銀行の前にも別の屋台があった気がする。

「分かった。十五分くらいで戻……」

「今すぐ食べたいから、一分で」

「いや、ここ最上階！　エレベーター使っても無理だからね!?」

「え？　窓があるじゃない」

「さも名案風に言ってますけど、ここ最上階！」

「でも、蒼音様の身体じゃないからいいかな、って」

「よくねえよ！　俺が一番よくねえよ!?」

「そんな事をしている間に既に三十秒が経過してしまったわ。懐もおっぱいも大きい蒼音様が、慈悲で往復含めて……三分間だけ待ってやる」

「どこの王族!?」

「蒼音様が逝けって言っているのだから、そこは〝はい喜んで〟と逝くべきだわ」

「漢字！　これ誤変換だよね!?　本気で言ってないよね!?」

「つべこべ言わずとっとと行きなさい！　行が勿もつ体たい無ないでしょ！」

「蒼音様。行とか言わないで。悲しくなるから」

「まったく。蒼音様の願いを叶かなえられないのなら、お前に存在価値はないわ。今すぐ死んで。インクの塊風情が、生意気よ」

　そう告げる彼女の手にはタイヤキではなく、今度はカップラーメンカレー味と、何故かそれと何の脈絡もない筈のホイップクリーム（業務用）が握られている。

　この後起こるだろう飯的なテロ行為を想像しただけで吐き気が……。

　当の蒼音は、既にカップラーメンの包装を破り、蓋を開け始めている。現役女子高生のくせにカロリーとか一切気にしないのか。一度俺が出かける前にもキムチチャーハンに生いちご練乳乗せ（見た瞬間吐いた）やプリンアラモード・ワサビ添え（香りで今週分の食欲がログアウトした）を食していた筈なのだが。

　常人からすればただのゲテモノだが、当の蒼音は好物のお菓子を前にした少女のように楽しそうににっこりと笑い──

　──……っくそ、可愛かわいいじゃねえか。

　花が咲くような笑顔は昔と変わらず輝いており、つい目が奪われた。あれだけぞんざいな扱いを受けてもつい従ってしまうのは、きっとこのせいだろう。男ってのは不便な生き物だ。

　──くっ！　これが最近流行のギャップ萌もえというやつか。

　正直ここまで威力があるとは思わなかった。ギャップ、恐るべし。

　もし持っているものがゲテモノではなくクレープとかだったらもっと可愛いのだが。

「〝悪食〟だな……」

　つい口に出た呟つぶやきが聞こえてしまったようで、蒼音はにんまりと嫌な笑みを浮かべた。

「当然。蒼音様は、〝悪食〟ですから。分かったら、とっとと行ってきなさい。どうせパシられるくらいの価値しかないんだから」

　と、こちらを見ずに蒼音はカレーラーメンに、付属の粉末スープと一緒にホイップクリームを入れてかき混ぜ、お湯を注いだ。部屋の中には地獄かと思う程の異臭が漂い、あまりの刺激臭に耐え切れず俺は外へ飛び出し──

　吐いた。





＊






　鈴風北高等学校は、近所でも自由な校風で知られる公立の高校である。

　制服は男女共に白のブレザーであり、若手のデザイナーが手がけたものらしく、制服で入学を決めた生徒も多い。そんな学校指定の藍色のネクタイを解き、大胆に第三ボタンまで開いた胸元からは高校生のものとは思えない谷間がくっきり覗のぞく。

　双葉と太陽をモチーフにした校章が襟に刻まれたブラウスの上に、ブレザーを着用している。学校指定の靴下や革靴を使わず、黒いニーハイに茶色のブーツを履き、両腕には指先から肘を覆うように独特なデザインの手袋をしている。校則を完全に無視した格好だが、それがとてもよく似合っている。ちなみにブーツの靴先と靴底は鉄製なので踏まれるととても痛い。

　瑠璃崎蒼音は毎度お決まりの格好で、コンビニの前に佇たたずむ。時折腕時計で時間を気にしつつ缶入りのホットココアを飲む姿は彼氏を待っている彼女のようで絵になる。元より凹凸のはっきりした長身の体形のため、ただ立っているだけでかなり目立つ。それを知りながら、彼女は通勤、通学途中の通行人の視線が集まる場所をあえて待ち合わせの場所に選ぶのだ。

　これから起こる事を考えると、とても出にくい。

　俺──一色弘青は、制服の彼女とは違い、黒いパーカーに、穿はき古したジーンズといった私服姿だ。一見彼女と同じくらいの年齢に見られがちな俺は、平日の今は彼女のように制服を着て学校へ行くべきなのだが、生あい憎にく最終学歴は四大中退（二年の時に中退）であり、とっくに学生は卒業した身の上である。

　コンビニで缶のホットココア一本とアンマンと肉マンを一つずつ購入した俺は自動ドアの前で、立ち止まる。

　ふいに、彼女に近付く影があった。紺色のブレザーを着た少年が三人。見たところ通りすがりの男子高校生のようだが。

　彼らはこれから起こる悲劇を知らず、蒼音を囲むように立つ。

「ねえ、お姉さん。何してんの？」

「彼氏待ち？　君を待たせるような奴なんて放っておいて、俺達と一緒にふけない？」

　彼らの視線は蒼音の胸元や足に釘くぎ付づけであり、話しかけながら相手の目を全く見ていない。彼女でなくても、不快な思いをするだろう。

　対する蒼音は、彼らのお決まりの誘い文句を聞くや否や、笑顔を彼らに向けた。俺は獅し子しが鼠ねずみに牙を向けたように見えたのだが、彼らは違う期待をしたようであり、頰ほおを緩ませた。

　顔よしスタイルよし、名門校、とくれば確かに声をかけたくなる気持ちは分かる。

　白い肌に、スカートからすらりと伸びた長い脚。凹凸のはっきりしたボディライン。そして、ブラウスから覗く胸の谷間──
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「……っ」

　──違う！　見ていない！　俺は、見ていない！

　日々成長していくＪＫの身体なんて、ぜ、全然、興味……って、いかん、いかん！

　俺がそんな事を考えている間に事態は進行しており、周囲に野次馬が集まり始めた。興味本位で集まってきたのだが──次の瞬間、

「あのさー、ボウヤ達。そういう事は見た目も中身もバカっぽそうなビッチちゃんに言ったら？　その方が希望あると思うよ。デートのお誘いなら、誘うべき種族を間違えているわ。ほら、そういうのって人間同士がするものじゃない？　蒼音様、家畜と付き合うような趣味は持ち合わせていないの。分かったら飼育小屋へ帰って、人間っていいなー、とでも歌ってな」

　その口から出た辛辣な言葉に、周囲の人すら青ざめてその場を立ち去った。

　ここで大人しく引けば惨劇は起きずに済むのだが。どうやらそれは避けられそうにない。

　少年の一人。蒼音の身体を満遍なくチェックしていた男だ。彼はバカにされて怒ったようで、彼女を上から睨にらみつけている。まあ、当然の反応だよな。

「あんだと、クソアマ！　人が下手に出ていりゃ調子こきやがって！　犯すぞ！」

「あらあら、吠ほえる声だけは一丁前ね。とんだ駄犬だな。保健所でも呼びましょうか」

　大おお袈げ裟さに彼女は叫ぶ。彼らというよりは、周囲の人に向かって叫んでいるようだ。「ほらほら、イッテミターで拡散するなら今よー」と周囲を煽あおり始め、横目で見ながら通り過ぎようとしていた通行人達が立ち止まる。そのせいで、美人が絡まれていると錯覚した通行人達が再び集まった。学生服を着ているため、まずいと感じた男子高校生達は少しずつ彼女と距離を置こうとするが──蒼音を侮辱した罪は重い。

　舌打ちをして逃げようとする一人の襟を摑つかむと、彼の身体を力任せに引き寄せた。

　まず蒼音が正面から彼の胸ぐらを摑んだ。その時、彼の喉元に親指を入れた。鬼畜だ。続いてそのままの体勢で自分の肘を彼の左脇下に入れ、逆の腕を引っ張る。この時、足を蹴り上げる。鬼畜だ。そして、彼の身体が浮いた直後──、少年の身体は地面に叩たたきつけられた。鬼畜だ。痛みで顔を歪ゆがめる少年の頭を鉄製の靴底のブーツで踏む。鬼畜だ。

「モブ風情が！　蒼音様に声かけるなんて！　一万年と二千年早いのよ！」

「ひっ」

「肥こえ溜だめに！」

　腹に、一撃。

「埋もれて死んで！」

　二撃。

「人類に転生してから出直してこい！　クソ童貞どもが！」

　とどめに、股間に三撃目。女の子の使う言葉ではない。再び集まってきた通行人達は一斉に顔を背けて逃げるように去っていった。

「いっ……！」

　蒼音は倒れた少年の顔を踏みつけると、ぐいっと顔を近づけた。そして、品定めするように少年の顔を見ると──

「レベルの低さが顔に滲にじみ出でているわ。実に哀れね。吸う酸素が勿体無いと思わないの？」

「や、やめ……っ」

「だから、喋るな、って。地球に迷惑だろ、クズ」

　追い打ちをかけるように、制止の声を上げた少年の顔を二度、三度と連続して踏みつける。鬼畜だ。

「お前如ごときのために動いている心臓に、申し訳ないとは思わないの？　いっその事、臓器バラして、肥料にでもした方が地球のためになるんじゃない？」

　鬼畜通り越して、外道だよ！

　とどめをさすように、蒼音は少年を蔑んだ視線で見下ろし、不敵に笑んだ。

「そういえば……躾しつけの悪い犬はぁ、去勢すれば途端に大人しくなるらしいけど。それって人間でも当てはまるのかしら」

「あ、あの……」

「試してみる気ない？」

　即座に、少年の連れが二人がかりで蒼音の足下から彼の身体を救い出すと、凄い勢いで逃げ去った。

「うわああああああああんっ」「女って怖いっ！」「犬じゃないのにっ！」

「あらあら臆病ね。十分五万でよければ、お茶くらいは付き合ってあげなくもないわよ」

　ぼったくりか！

　楽しそうに笑い声を上げて、蒼音は俺の存在に気付く。

「まったく、雑魚の分際で蒼音様の許可なく話しかけるからいけないのよ。ねえ、弘青！」

　極上の笑顔で、彼女は振り返った。コンビニの前で何て騒動を起こしてくれるのだろう。俺は周囲からの痛い視線を感じながら、彼女に通帳を渡す。蒼音名義の通帳を開くと、彼女は心底安あん堵どした様子で笑った。

「ほらよ。この間の依頼料、しっかり振り込まれているぜ」

「あら、良かった！　お陰で闇医者を紹介しなくて済んだわ」

「善良な市民に何させようとしてんだよ」

「払えないっていうなら、手っ取り早くお金を作る方法を教えてあげるべきでしょ。ほら、腎臓ってぇ健康な人ほど価値があるじゃなーい？」

　本当にこの女は──

「今、外道だって思ったでしょ？」

「勝手に心を読むなよ」

　俺は真意を探るような彼女の視線から目を逸らし、彼女に頼まれていたホットココアとアンマンと肉マンを渡す。途端に彼女は笑顔になる。眩まぶしいくらいの笑顔に一瞬だが可愛かわいいと思ってしまった自分を殴りたい。

「ちょっと弘青。カラシは？　アンマンにはカラシつけろっていつも言っているでしょ」

「何で甘いものに辛いもの付けるんだよ」

「その方が美味おいしいからよ。スイカに塩をかけると甘さが際立つのと一緒よ。ツンがあるからこそデレが引き立つの。分かったら、カラシとバニラエッセンスと生しよう姜が汁を買ってきなさい。あ、あと焼きそばパンもね。定番だけど」

「俺はパシリかよ」

「似たようなものじゃない。蒼音様の下僕なんだから」

「アシスタントだ！」

「だから、神父様から蒼音様の下僕ぶかになるよう命令されたのでしょう？」

「それはそうだが……って下僕て書いて部下って読むなよ！　頷うなずいちまったじゃねえか」




　神父様とは、蒼音がこの世界で唯一信頼し尊敬している人物である。彼女に意見出来るのも彼だけだ。そして、彼女の保護者だった男である。

　幼少時に彼女がいた教会。そこの神父だった男──瑠璃崎一かず弘ひろ。

　蒼音の祓エク魔ソシ師ストの師匠にして父親にあたる。といっても無論血の繫つながりはない。とある事件をきっかけに家族と家、全てを失った彼女を養女として迎えたのだ。全てを失った彼女も、最初は心を閉ざし、神父もまたずっと独り身で生きていたため、年頃の娘への接し方が分からず、二人の間には大きな溝があった。しかし、それを神父が慣れないながらも懸命に彼女に接し、時間はかかったが彼女にも彼の愛情が伝わり、二人は本当の親子の絆きずなを手に入れた。本当の親子以上の絆で結ばれた二人は互いを大切に想おもい、彼は彼女を深く愛し、彼女は彼を尊敬していた。

　──筈はずだった。

　十年前に起きた事件をきっかけに、彼はいなくなった。自分が戻ってくるまでの間、自分の代わりに、俺という保護者を残して。

　あれから十年近く過ごしているが、ぶっちゃけ可愛さの欠片もない。幼少時は素直で愛らしい女の子だったが、こいつ絶対に一弘の前で猫かぶっていたな。

　初めて会った時も、「一弘の部下の一色弘青だ。彼が戻るまでの間、君の事を頼まれた」と話しかけた直後、「気安く話しかけるな、変質者が」「ゴミは、屑くず入いれにでも埋まっていろ」「ねえ、死んでくれない？」と顔面を蹴り上げられた。どうにか彼の自筆の文章と彼と彼女しか知らない事を俺が知っている事で信じてもらえたが、あの頃から扱いが酷ひどかった。最近はまだマシな方だ。




「さあ、行くわよ」




　突然蒼音様が俺を振り返った。過去を思い出していた俺はハッと我に返る。俺が話を聞いていなかった事に呆あきれた蒼音は大袈裟に溜ため息いきを吐つく。

「だから、次の依頼人よ。昨日言ったでしょ、まったく。これだから底辺を生きるしか脳のないモブは」

「悪かったって。ていうか、今からか？」

　時刻は朝の九時。学生ならば学校へ着いている時刻だ。そう、制服を着ている我が上司様も学生であり、本来なら学校へ行かなければならないのだが。

　彼女は職業が職業のため、何か依頼があれば特別扱いで欠席も許可されている。

　祓魔師は国に認められた公的な職業の一種だ。そのため然しかるべき手段を取れば特別欠席として、単位にも響かない。

　──少し前までは悪魔だ幽霊だなんて言っても誰も信じなかっただろうが……。

　時代が変われば、人々の認識もまた変わるものだ。




　現在、超常現象は認知されている。




　およそ十数年前。アメリカの学会（詳細な名前は忘れたが、たしかＮＡＳＡ関連だった気がする）が超常現象を立証して以来、幽霊や悪魔、妖怪といった少し前では空想の産物とされていた生物の存在が認知されるようになった。西洋では法的に認められ、呪術による犯罪を裁く法律もあるらしい。といっても、そういった現象や存在に遭遇する例は希少であり、法的な影響力を得た今でも信じない人は信じない。

　また、国によってもオカルト的存在に対する認知度は異なっている。日本では幽霊による呪いは認知されており、巫女みこや陰おん陽みよう師じの持つ政治的な影響力は大きい。実際、少し前までは呪術による殺人は罪に問われなかったが、現在は専門家が呪術による犯行と認めれば、それを行使した際に明確な殺意を抱いていた人物──つまり相手を恨んで自ら呪いをかけた人物か、或あるいは呪術者に呪いの代行を依頼した人物が、罪に問われる。逆に殺意はなく依頼を実行しただけの呪術代行者は裁かれない。何故依頼とはいえ呪いをかけた張本人が裁かれないかというと──殺傷事件において、ナイフで刺した人物は裁かれるが、ナイフを製造した業者は裁かれないのと同じである。つまり、「呪い」はあくまで道具としてみなされる。そのため、呪いを見抜く陰陽師や巫女が大きな影響力を持つ、というわけだ。

　──呪い関連なら、悪魔が関与している場合を除いて、対抗出来るのは陰陽師や巫女くらいだからな。

　──あ、でも、陰陽師や巫女は平安時代でもそれなりの影響力はあったな。

　それ程ありふれた事でもなかったが。

　そんなわけで、現在超常現象は認知され、蒼音のような特殊な職業に就く人も多い。といっても、日本では悪魔や祓魔師に対する認知度は、幽霊や巫女に比べると低い。

　──陰陽師達と違って、こっちは西洋から流れてきたからな。

　大抵の人がそういったオカルト的事件に遭遇すれば幽霊のせいだと思っているのが現状である。そのせいかは分からないが、日本の祓魔師は大抵が副業である。祓魔師で警察官、教師で祓魔師、公務員で祓魔師なんて珍しくない。ちなみに、残念ながら霊能力者で教師だからといって鬼の手を持っているという報告はない。俺が知る限りは、だが。

　特に、日本の祓魔師は警官が多い。悪魔が絡む事件に関与しやすく、公的には発表されていないが祓魔師を中心とした部隊もあるらしい。しかし──

「お前。今月で何回目だよ？　授業はちゃんと出ろよ」

「嫌よ。どうして蒼音様が豚どもと肩を並べなくちゃいけないの？」

「クラスメイトだよね!?」

「だって食べたい時に食べて寝たい時に寝て、〈自主規制〉の時に〈自主規制〉するなんて、飼育された家畜以下ね。学校は勉学に励む場所よ。豚が来る所じゃないわ」

　クラスメイトの授業態度を言っているのか。もしそうなら、言い方は悪いがそれなりに普通の学生をやっている事になるのだが──

「ご飯を待っているのは家畜と一緒。人間を名乗るなら、少しは働きなさい。蒼音様は学校はちゃんと通うけど、家畜の世話は遠慮するわ。あ、でも……あの子達、イイ声で鳴くのよねぇ。そう考えると、遊び場としては素敵な場所よね。蒼音様、またビッチちゃん達と遊んでみたくなっちゃった」

「今度は何した!?　これ以上学校からクレームあると、また呼び出されるんだけど！」

「まあ、蒼音様は飼育小屋育ちのビッチちゃんや温室育ちのボウヤ達と違って忙しいから学校へ通えないのは仕方ない事よね。それに、テストの点数さえ良ければ文句はないでしょう。欠席しても単位は取れるんだから。ていうか、もし蒼音様の完璧な成績に傷をつけたら、その時は……ぐふふっ」

「笑い方！　笑い方、怖いから！」

　酷い言われようだ。まあ──本心は別にあるだろうが。

　きっと本当は──、祓魔師として活躍していれば、いつか消息を絶った一弘が噂うわさを聞きつけて来てくれる、と。そう思っているのだろう。現に、彼が学校へ行けと言ったから、彼女は休みがちではあるが学校に通い続けている。健気な娘だ。

「ちょっと弘青。タイヤキが食べたい。店ごと買ってきなさい」

　健気な──筈だ。







　場所は、駅前の喫茶店。レトロな印象が強く、西洋のアンティーク品が並ぶ。店内はカウンター席が四つと、四人がけのテーブル席が三つあるだけであり、客席数は十六と近隣のファーストフード店に比べると小規模である。

　ちりん、と扉のベルが鳴ると、カウンターの中に立つマスターがこちらを振り返った。




「いらっしゃい」




　今の今まで本を読んでいたのか、彼女はルーペをカウンターへ置くと、こちらを見て微笑ほほえんだ。

「蒼音ちゃん、コー君……こんにちは」

　大正時代を連想させる和風ウェイトレス風の衣装に、森色のエプロン。鈴の飾りのついた髪かみ紐ひもで黒髪を一つに結い、前髪が顔にかからないようにヘアピンで留めている。

　彼女は、常磐ときわ翠咲みさき。『カフェ・オリーブ』の若きマスターである。見た目通りお淑しとやかなお姉さんで、常連の俺達によくコーヒーをサービスしてくれる優しいマスターである。ちなみに見た目は二十代後半に見えるが、実際の年齢には触れてはいけない。俺の記憶が確かだと、二十年前から容姿は変わっていない気がする。そして、俺達の知り合いという事もあり、当然裏の顔がある。実家が神社であり、由緒正しき巫女の血族らしく、本来ならこんな場所で喫茶店のマスターなどしている身分ではない。

　──常磐の巫女といえば、かなり有名だしな。

　が、当の本人は蒼音と違い、そちらを副業と考えており、依頼を受ける事は少ない。この喫茶店も半分趣味で始めたようなものであり、祓魔師としての確かな知識と技術がありながらそれを積極的に使う事は滅多にない。ちなみに、かなりの金持ちだ。基本面倒事は金で解決する。

「依頼人さんなら、奥の席に来ていますよ」

「ありがとう、翠咲」

「翠咲さんでしょ、蒼音お嬢ちゃん」

　言葉では叱りつつ顔は穏やかである。女子高生に呼び捨てされても気にしない大人の器量。流石です、翠咲さん。でかいのは、胸だけではない。胸ばかりに栄養のいった蒼音とはえらい違いだ。俺がそんな事を思っていると、ふいに彼女がカウンター越しに俺の頭に手を伸ばした。そして、ぽんぽんと母が子にするように頭を撫でられる。

「コー君も、ご苦労様。あの子のアシスタント、大変でしょ」

「え、ええ、まあ」

「だけど、コー君がいてくれて良かった。一弘君がいなくなって、壊れちゃわないか心配だったけど。これからも、あの子の事、よろしくね」

「こちらこそ、いつも場所を貸してもらって助かります」

「気にしないで。ちゃんと注文頼んでさえくれれば」

「勿もち論ろんです」

　翠咲さんとそんな会話を交わしていると、奥の席からクレーマーが吠ほえた。

「弘青！　早くなさい！　蒼音様の人生における貴重な時間を無駄にする気!?　残りの人生全てで償いなさい」

「一分も経ってませんけど!?」







　場所は奥の席。翠咲さんの計らいで、入口からは死角となる場所である。緩やかに流れるクラシック音楽と、カウンターで翠咲さんが雑誌のページを捲めくる音がリズミカルに響く。

　誰でも心が癒される空間なのだが、約一名そうでない者がいる。

　我が上司、蒼音は椅子の上であぐらを搔かきながら目の前の人物を見る。その刺すような視線はただ相手を威嚇するだけなのだが。

　対する蒼音に威嚇されてビクビクと肩を震わせる依頼人。

　俺達が来る前に既に席に座っていた女の子は、白いブラウスと赤いリボンの制服姿であり、俺の記憶が正しければ、私立鈴風東高等学校──通称東校の制服である。髪は染めた事が分かる生え際の黒い赤茶色であり、制服も着崩しており、ある意味今時の女子高生である。外見からして少々派手な印象が強いのだが、対する彼女は萎縮するように俯うつむき、時折蒼音の顔を窺うかがっている。

「あ、えっと……君がメールをくれた依頼人の……」

「み、水みず野のマイ、です。えっと、東校の一年です」

　端的に彼女は答える。

　祓エク魔ソシ師ストへの依頼は、基本的にメールで受け付けている。詳しい事は分からないが退魔組合が管理しているホームページには、祓魔師の紹介ページがあり、そこから祓魔師のランクや住所、担当地区などが検索出来る。そして紹介ページを見て自分の依頼に適した祓魔師へメールを送る事で依頼が可能である。簡単なシステムであり、一見求人サイトのようだが、遊び半分での依頼を防ぐため、ホームページ自体に簡単な魔術が施されている。

　魔術は専門外のためそんなに詳しくはないが、ようは自分の常識では理解出来ない怪事件や絶対に解決出来ない「何か」に脅かされた者しかアクセス出来なくなっているそうだ。

　そして、彼女はその特定の人物だったという事だ。

「じゃあ、ざっくりだけど紹介させてもらうよ。俺は一色弘青。アシスタントだ。そんでもって、こっちが瑠璃崎蒼音様。正真正銘の祓魔師だ」

「よろしくお願いします」

　派手な外見の割に大人しい態度で彼女は会釈した。

　対する蒼音は興味がないのか、頰ほお杖づえをついており、「会話する気がない」と顔に書いてある。

「おい、蒼音様。依頼人の前でその態度は……」

「だってぇ、相手が子供とか聞いてないわよ。蒼音様は高いのよ。蒼音様の力を借りたい人は山程いるの。ＪＫが払える額なんて、たかが知れているじゃない。やる気出なーい」

　この女は……！

「お嬢ちゃんいくら持っているわけ？　蒼音様はお高いわよ」

「そ、そんなにかかるんですか……？」

　おそるおそる尋ねる水野さんに、蒼音は八割嫌がらせで答えた。

「ああ、でも安心して。蒼音様、いいバイト先知っているの。大丈夫。一ヶ月もあればそれなりに稼げるわ。なんせただ股を……」

「アウト！　発言が、完全アウト！」

　と、俺は素早く蒼音の口にタイヤキをぶち込む。こんな事もあろうかとここへ来る前に購入しておいたタイヤキ（さつまいもあん）＋明めん太たい子こ入り＋カラシを存分に塗りたくった、蒼音以外は罰ゲームでしかないゲテモノでもある。蒼音の鉄拳を覚悟したが、意外にもご満足頂けたようで、「もちゃもちゃ」と食べ始めた。タイヤキは残り八つ。彼女の食べる速度を考えば、十五分は持つ筈はず。その間に、どうにか話を進めよう。

　──俺ってばなんて出来たアシスタントなんだ。

「あ、えっと……蒼音様はこう言ってますが、やる時はやる人ですので。とりあえず、依頼内容を確認してもいいですか？」

「は、はい……」

「えっと……、悪霊に狙われているから助けてほしい、でしたっけか？」

「はい、そうなんです。最近同じ中学出身の子が酷い事故に遭っていて」

「偶然じゃね？」

「蒼音様、黙って。後でココア買ってあげるから」

　仕方ないわね、と蒼音は窓の外を眺め始めた。気を取り直し、俺は彼女に問う。

「具体的にどういう事でしょうか？」

「はい。私、東中出身なんですけど。最近同じクラスだった子達が酷い怪我で入院しているんです」

「東中っていうと、東系列のあのエリート中学？」

「え、ええ、まあ」

　曖昧に彼女は答えるが、鈴風東中学校といえば、学校をとうに卒業した俺の耳にも入る程の評判の中学校である。中学にしては珍しく入学してから成績順でクラスが分かれ、入学してすぐに受験に備える、所謂いわゆるエリート様ご用達の中学校である。進む高校もどこも名門ばかりであり、卒業生は医者や弁護士などエリート様ばかりだと聞く。彼女の通う鈴風東高等学校はその系列であり、蒼音の通う鈴北に勝るとも劣らない。

「入院っていうと、交通事故か何かですか？」

「いえ、投石です」

「投石!?　こんな都会で!?」

　思わず声を上げると、ようやく異常に気がついた蒼音が顔を上げた。

「遠くから何度も石や鈍器を投げつけられたみたいで。頭を強く打たれて意識不明な子や、全身の骨にヒビが入った子、中には足を粉砕骨折して歩けなくなった子もいます」

　思ったよりも重傷だ。もし一人や二人が立て続けに転倒したとかだったら、まだ「偶然」で説明がつくのだが。

　それに、気のせいか──彼女自身病を患っているように覇気がなく、それこそ何か悪いものにとり憑つかれているように感じる。知り合いが立て続けに被害に遭えば不安にも思うだろうが、彼女のそれは恐怖や不安とは違うように見える。まるで──

「成程。最近ニュースになっている連続投石事件。その被害者はどれも東中の生徒。どう考えても無差別とは思えないわね。まあ、東中の生徒はこの近所じゃ多いから、本当に偶然って場合もあるけど」

　一応話は聞いていたのか、蒼音が呟つぶやく。その手元には水色のスマートフォンがあり、ニュースアプリを利用して記事を確認していたようだ。

「この事件。確かに、一種の悪意のようなものを感じるわ。もしかしたら……」

　と、彼女は顎に手をやり、意味深な笑みを浮かべた。さながらカモを見つけた詐欺師のようなあくどい笑みであり、水野さんだけでなく、俺も正直怖いと思った。

「いいでしょう。受けましょう」

「あ、ありがとうございます！」

　まさか受けてもらえるとは思っていなかったのか、彼女は安あん堵どしたように笑った。

「その代わり、報酬はきっちり払って頂きます」

「えっと、それって……」

　先程の会話を思い出し、水野さんの顔が引きつった。

「あ、まだ秘密よ。場合によっては額が跳ね上がる場合もあるから。だけど、心配しないで。蒼音様が要求するのはお前が持っているもので、持っていないものを無理に奪おうとは思わないわ」

「は、はあ」

「大丈夫。蒼音様が欲しいものを、お前は持っている」

　ふいに、蒼音は目をすっと細くし、零すような笑みを浮かべた。

「だから、約束して。報酬を必ず支払う、と」

「わ、分かりました。依頼が終わった暁には、必ず報酬を支払います」

「よろしい」







「手紙？」

「はい。被害者はみんな、同じ手紙を受け取っているんです」

　水野さんの説明を受けながら、俺と蒼音は彼女が通っていた鈴風東中学校へ向かう。

　何故被害者のいる病院ではなく、中学校かというと──そこが事件現場であるからだ。

　最近起きている投石事件の被害者は全員が東中出身の、同じ二年七組の生徒。そして、その誰もが東中の校舎裏にある雑木林へ立ち寄り、そこで事故に遭っているそうだ。警察でも何らかの関連性を調査しているらしいが、何故被害者が雑木林へ訪れたかが分からず、原因不明なのが現状である。

「私も聞いた話なので詳しくは知らないんですけど。被害者は手紙を使ってここに呼び出されて、みんな被害に遭っているそうです」

「なら、行かなきゃいいじゃない。バカなの？　バカでしょ。死ねば？」

「そうなんですけど……」

　周囲を見渡すと、雑木林が広がっており、住宅街にしては珍しい風景だ。死角になる場所が多々あり、木の陰や上から狙えば或あるいは──

「人為的って場合もあるのかな。その手紙で呼び寄せた相手を石で……」

「無理に決まっているじゃない。バカなの？」

　蒼音は一蹴した。何でこの子こんなにムカつくのだろうか。

「仮に待ち伏せて襲ったのだとしたら、人の力じゃない事は確かでしょ」

「複数とか……」

「だから無理よ。鈍器で殴りつけたのならともかく、投石による被害よ？　人間の力で、相手の骨を粉砕する程の投石が出来ると思う？　至近距離で何度も投げつけたのならともかく、被害者は犯人の顔を見ていない。という事は、犯人は遠くから隠れながら奇襲を仕掛けた。専門家が投石によって負った傷と判断するなら、それで間違いないでしょうね。もし見落としているとしたら……」

　蒼音がそこまで言った時。小さな建物が見えた。一階建ての建物であり、周囲の木の蔓つるが壁にまで達し、見るからに怪しい。今更だが昼間だというのに周囲には動物の気配がなく、空を飛んでいる鳥も建物の上だけは避けて通る。ますます怪しくて不気味だ。

「水野さん。あれは？」

「あれは昔の部活棟です。私の在学時には既に使われていなかったんですが、昔はここら辺にも別棟があって。他は取り壊したんですけど、あの部活棟だけは物置として数年前まで使用していたそうです」

「していたって事は……」

「はい。今は使われていないそうです。たしか、事故で生徒が一人亡くなったとか……」

「え!?」

　ストライク。完全に曰いわくつき物件の条件だ。

　話しているうちに部活棟の前まで辿たどり着ついた。性格の悪い美少女と大人しめの生女子高生に挟まれながら見上げると──確かに、何か出そうだ。

　部活棟と言いながら、案外小さなものであり、外観はコンクリートの古びた建物であり、失礼かも知れないが少し大きめな公衆トイレに近い。部屋は大体十部屋程あり、一つの部屋に一つずつ窓がある。その窓も周囲の木の蔓に侵食されて開く気配はないが。

「それにしても……雑木林の中にあるウサギ小屋が部活棟なんて、東中って生徒嫌いなの？」

　言い方を選んで！

　案の定、水野さんは複雑そうな顔で俯うつむいてしまった。

「何にせよ、入ってみれば分かるか」

　と、無遠慮に蒼音は部活棟の扉に手を伸ばす。何が出るか分からないため、珍しく蒼音も慎重だ。俺と水野さんが見守る中、彼女はおそるおそる扉に触れ──

「おらっ！」

　──ると見せかけて、一切の躊ちゆう躇ちよもなくドアを蹴破った。数あま多たの悪魔を蹴り飛ばしてきた蒼音の蹴りに耐え切れず、扉は床に落ちた。周囲に扉を支えていたネジが散らばる。

「よし！」

「よし、じゃねえよ！　ドアを開けるんじゃねえの!?　何で蹴破るの!?」

「バカなの？　鍵がかかっているに決まっているじゃない。障害物は踏み潰すまで」

「ただの器物破損じゃねえか！　最初にやったおそるおそる手を伸ばす動作いらねえじゃん！　ページの無駄使いじゃん！」

「蒼音様がいいって言っているんだから、いいの。それに、一行も使っていないんだから、問題なしよ」

「新人賞における一行がどんだけ貴重か分かって言っているのか!?」

「蒼音様には関係ないわ。蒼音様がいいって言えばいいのよ」

　この女には恐怖心というものがないのか、何かいるかも知れないと自分で言っていた場所にずかずかと足を踏み入れる。呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた水野さんを視線で促しながら、俺もまた彼女の後に続いた。







　中に入った瞬間、埃ほこりの匂いにむせた。木に侵食された窓から新鮮な空気は入らず、澱よどんだ空気が周囲を覆う。昼間なのに薄暗いここでは、何もなくても「何か」いると錯覚してしまう。蹴破られた扉を飛び越えた先は狭い廊下が待っており、左右に散るように部屋が転々と並んでいた。木造の扉にはそれぞれ「野球部」、「テニス部」、「陸上部」など外で活動する部活動の名称が刻まれていた。簡易な鍵であり、それこそ本当にトイレの個室と変わらない。木造のせいか、床の一部は腐って穴が空いている箇所もある。

「しっかし、なんでまたこんな場所に部活棟なんて……」

「昔はここら一帯も学校の所有地で、第二グラウンドとかもあったらしいです」

　といっても、かなり昔の話ですけど、と水野さんは付け足した。

　彼女の話だと、ここら一帯に別棟もあり、当時部活動が盛んだったため一部の校舎を改築して部活棟にしたらしい。ここもその一部だったそうだが、立地条件や地盤の緩みなどが理由で新校舎を作り、その時古い校舎は全て壊したそうだ。ただ一つ──この部活棟だけは、人数の多い運動部の物置として取っておいたそうだが。

　──それにしてもここ……随分と脆もろいな。

　ただ古いだけではなく、よほどぞんざいな扱いをしたのか、進む度に腐り落ちた床や割れた壁が目につき、そして湿った箇所にはカビやキノコが生えている。

　そして、ある程度進んだ蒼音が、唐突に止まった。

「第二野球部」と刻まれた扉。不自然に、その扉だけが開いており、招き入れるように揺れている。

「あれだな」

「あれね。なんて分かりやすい。仮に妖怪だか幽霊だかいるとしたら、随分とベタね。バカなのかしら」

　がたん、と周囲で大きな物音が起きた。

「こ、弘青さん！」

「だ、大丈夫。大丈夫だから」

　服を摑む水野さんを宥なだめながらおそるおそる蒼音様を見ると──

「ていうか、幽霊ってさー、どんだけ未練たらしいの？　生きて散々迷惑かけている分際で、死んでも迷惑かけるとか……救いようのないクズね」

　今度は近くの窓ガラスに亀裂が入った。

「弘青さん！　これ大丈夫ですよね!?　ホント大丈夫ですよね!?」

「だ、大丈夫。あれでもプロだから」

　多分。

「大体姿を見せないあたり、いやらしさが目立ってしょうがないわ。死ねば？　あと三回程」

　がしゃん、がしゃん、がしゃん──切れた電灯が弾けとんだ。その破片から水野さんを庇かばうと、彼女はさらに心配そうな顔になった。気持ちは分からなくもないが。

　それにしても──

「これって、一体〝何〟の仕業なんだろうな」

「え？　悪霊とかじゃないんですか？　現に投石の被害も出ているわけですし」

　首を傾かしげながら水野さんが言うと、意外にも先頭に立っていた蒼音が答えた。

「それはないわね。幽霊はいわば死人。一度現世からログアウトした人間が、絶賛ログイン中の今をときめく相手に、何か出来るわけないでしょ。死んだ人間に出来る事なんて、何もないんだから」

「それじゃあ、怪奇現象とかは……」

「大体が気のせいか、幽霊のせいにしたい場合かのどちらかね。その方が都合の良い事だってあるし。まさに死人に口なし。ま、信じる方もバカだけど」

「え？　でも、その言い方だと瑠璃崎さんも……」

「信じているわけないじゃない。超常現象が立証されたって言われても……、よくあるパターンだけど、蒼音様、自分の目で見たものしか信じないタイプだし」

　しれっとした顔で、彼女は言う。何も依頼人の前で言わなくても良い事なのだが。

「見たものって……瑠璃崎さんって祓エク魔ソシ師ストですよね？」

　案の定、水野さんは俺と蒼音を交互に見る。その姿を無知だと嘲笑するように笑い、

「祓魔師の専門は悪魔よ。幽霊とか妖怪関係はそれを専門にしている連中に頼みなさい。大体蒼音様は……幽霊視みえないもん」

「……え!?」

　水野さんが叫んだ直後、蒼音は扉を豪快に開けた。

　刹那──冷たい風が拒絶するように吹いた。その風に押し戻されそうなのをぐっと堪こらえながら、部屋を見ると──白い影が見えた。もし幽霊がいるとしたら、こういう存在を呼ぶのだろう。半透明で、全身が真っ白な少年。腰より下が透けて見えない。薄汚れた制服を着ている所から察するに、ここの生徒か。俯いているせいで顔は見えないが、その少年は何かを呟いている。




『助けて……もう……たい、助けて、たすたすたすたすたすたすたすたたす……ああああああああああああああああああああああああああああああああああああ』




　脳内に直接声が響いた。耳を塞ぎたくなる。その声は恐怖を搔かき立てる。

　対する蒼音は何も感じておらず、どんどんと先に進む。その時、少年の近くを通ったが、少年は何をする事もなく、ただ呟き続けるだけだ。

　──どういう事だ？　これが悪霊なのか。

　それにしては大人しすぎる。悪霊にとって蒼音のような祓魔師は自分を脅かす存在だ。蒼音が素通りするのを見過ごす悪霊なんているのか？

　いくら彼女が視えないからといって──

　俺が考察していると、水野さんが後ろから俺の服を引っ張った。

「こ、弘青さん！　あれ、ゆゆゆゆ……」

「君も視えるのか！」

「どういう事ですか!?　なんで、あれ、瑠璃崎さん……」

　慌てる彼女を落ち着かせようと両肩に手を置く。

「落ち着いて。何があっても君に触れさせはしないから」

　ポッと彼女の頰ほおが紅あかく染まった。が、すぐに顔を振って縋すがるような目で俺を見上げる。

「幽霊、亡霊、悪霊。呼び方は色々あるけど、〝ああいうの〟って、どれも死んだ直後の強い想いによって突き動かされた存在。簡単に言えば、未練ってやつだな。肉体を離れた魂の存在ってやつだ」

「そ、それは何となく分かりますけど……なんで瑠璃崎さんには視えていないんですか？　祓魔師なのに」

「幽霊ってのは、基本的に視えないんだよ。死んだ後の人間の思念体なんて、視えるわけがない」

「え？　でも……」

「幽霊は視るものじゃない。幽霊が自分の存在を知ってもらいたいと思う事と、相手が幽霊を視ようとする事。つまり、互いに存在を認知しないと視えないんだ。だから、幽霊を視るんじゃない。幽霊に視せてもらっているんだ。所謂いわゆる信じていない人には視えないってやつさ」

　早い話、覗のぞき見みは出来ないという事だ。本人の許可なしに視る事は不可能である。

　逆に、一方的に幽霊を視たいと思ったとしても、幽霊が許可しないと視る事も聴く事も出来ない。そして、幽霊が未練を果たそうとしても、相手がそれを望まず、或あるいは存在を信じなければ認知出来ず、世間一般で知られる呪いは成立しない。

「じゃあ、怪気現象とか祟たたりは？」

「祟りは、そうなる結果を生んだのが自分だと心の底で分かっているから、成立する。つまり、罪悪感による幻ってやつだな」

「幻……？」

「まあ簡単に言えば、被害者と加害者の関係さ。いじめを苦に自殺した幽霊が恨みを晴らそうとこの世に残った場合、それを起こした相手に少しでも罪の意識があれば、呪いは完成する。霊媒師や霊能力者と呼ばれる人達は、そういった輩やからと未み来らい永えい劫ごう付き合っていく覚悟がある。だから、誰でもいいから気付いてほしい幽霊の想いと繫つながり、幽霊とコミュニケーションが取れるわけさ」

　まあ、大半がやらせやインチキだが。

「だけどな、大体の連中は罪悪感なんて抱いちゃいなければ、自分が死に追い込んだ奴の事なんて覚えちゃいない」

　俺が説明している間、蒼音は部室内を見て回る。残った器具やロッカー、壁の落書きまで念入りに調べており、部屋の隅で呪いの言葉を吐く少年の存在は認知していないようだ。

　そう、彼女は幽霊の存在を否定している。悪魔はいても幽霊の存在だけは認めていない。だから、彼女は幽霊を視る事は出来ないのだ。そのために、俺がいる。彼女の欠けを補う事が俺の役目であり、俺が彼女の傍そばにいる理由でもある。幽霊を視ようとしない彼女の代わりに幽霊を視たいと望んだ俺と、誰でもいいから助けてほしいと願う幽霊の気持ちが一致すれば、俺は幽霊から許可を得る事が出来、このように視る事が可能だ。

　となると、この少年は〝救い〟を求めている事になるが──

　──だけど、何をそんなに怯おびえているんだ？

「だから、瑠璃崎さんには……」

「まあ、アイツの場合他にも理由があるけど……そもそも一日に一体何人死んでいると思う？　それに、未練を残さずに死ぬ奴の方が少数だろう」

「それは、そうかも知れませんが……」

「だから、〝悪魔〟がいるんだ」

「悪魔？」

　彼女がそう問うた時──またしても天井の一部が破裂した。段々と音は近付き、まるで少年の不安に呼応するように周囲の物や建物自体に亀裂が入り始めた。

「見ぃーつけた」

　と、蒼音は床に手を置いて、ふふん、と笑った。怯えて身体から離れなくなった水野さんをなんとか歩かせながら蒼音が膝をつく所まで行くと、床に何かが描かれていた。

　チョークで描いた簡単なものであり、小さな円の周囲に文字や動物のような絵柄が描かれている。チョークで描いたにしては掠かすれておらず、最近描いたもののようだ。

「魔法陣？　悪魔召喚のものとは違うわね。これは、もしかして……」

　蒼音が呟つぶやくのが聞こえて覗のぞき込こむと、ラテン語と思われる文字の羅列が円の周囲に散るように描かれている。円の中心にはプラスチック製のネームプレートと砂のような細かいものが詰められた瓶がある。俺と水野さんがそれを覗き込む前に、彼女はそれを回収する。

「成程。この魔法陣に、ネームプレートと瓶。野球部の部室。そして、手紙と投石。この事件、案外簡単ね」

　ふふん、と笑った後、蒼音は部屋を後にしようと踵きびすを返す。

　が、彼女が俺達を押しのけた時、扉の前に黒い物体が立った。半透明な少年とは逆に、真っ黒で物体的な存在。影のように姿ははっきりしないが、少年と比べるとこちらの存在感の方が際立つ。まるで少年の存在そのものを喰くらっているように。

「こ、弘青さん！　あれも……ゆ、幽霊なんです、か!?」

「いや、あれは悪魔だ」

「悪魔って……」

「つまり、俺達の仕事の始まりって事だ。蒼音様！」

「分かっているわ」

　蒼音は後ろを振り返らずに答えると、徐おもむろに髪をまとめている剣の形をした簪かんざしに手を伸ばす。そして、彼女がそれを抜き取ると──花の香りを周囲に散らせながら髪が舞う。

　その姿は夜桜のようで、人を酔わせる妖艶な美しさがある。

　長い髪をかき上げながら、彼女は簪の先を悪魔に向ける。

　刹那──彼女の簪はそのままの形を保ちながら徐々に膨れ上がり、やがて本物の剣と同じ大きさへ変化した。鞘さやや装飾の花や月の飾りまで再現しており、剣は簪が大きさを変えただけに見える。しかし、それは既に簪としての役目は果たさず、武器としての役目のみを果たそうとしている。

　対する悪魔は人の形を模しているがどこか中途半端であり、人影のような姿を保ちながら蒼音に歩み寄る。目もなければ口もなく、ただ影のように形だけがある。そのせいでどちらが前か後ろかは分からない。

　ぽたり、と影が歩む度に影の身体から黒い液体のようなものが溢あふれた。

　──自分の形すらまともに保てないとなると、使い魔か。

　同じ事を思ったのか、騎士の如く剣を構えた体勢のまま蒼音が呟いた。

「あらあら。魔力が垂れ流しよ。自分の存在すらまともに保てないとなると、随分と最弱な使い魔ね。可哀想だから、蒼音様が一瞬で消してあげるわ。光栄に思いなさい！」

　蒼音が一歩を踏み出す。

　彼女の邪魔にならないように俺は水野さんを背に庇いながら後ろに下がる。

『＠●▼？※』

　言葉にならない声を振り絞り、影の頭がよろめきながらこちらを振り返った。そして、ぽたぽた、と自分の身体の一部である黒い物体を周囲に撒まき散ちらしながら俺達に向かって手を伸ばした。後ろから水野さんの怯えた声が聞こえ、俺は「見るな」と彼女に告げ、彼女の視界を遮るように抱きしめた。先に言っておくが他意はない。生女子高生とか、全く興味ないから！

「蒼音様の御前よ！　頭が高いわ！　即刻ひれ伏しなさい！」

　鞘から剣を抜き取ると共に、剣を一文字に振るった。刹那の出来事であり、瞬まばたきを終えた時には影は上下に分断されていた。

　身体が半分になっても消滅する事はなく、ゆらゆらと影は揺れる。蒼音は空中に浮く上半身には目もくれず、地面に足が張り付いている下半身に剣を持った右手をかざす。

　影が真っ二つになったところで抱きしめていた水野さんの身体を放すと、水野さんは安あん堵どの息を吐いた。名残惜しいとか──思っては、いない。

「邪魔」

　と、蒼音は後ろを見ずに剣を操り、自分の脇下から上半身の影を貫く。それは銃で打ち抜かれたように地面へ落ちると、蒼音の足に踏み潰された。ぐちゃり、と音を立てて泡が弾けて消えるように消滅した。それを確認してから、蒼音は剣を鞘に戻す。そして、俺の近くに来ると、影を踏み潰したブーツの裏をまるで汚物でも踏んだかのように俺のズボンに擦りつける。
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「あの、蒼音様……」

「蒼音様の靴が薄汚い魔力で汚れてしまったわ」

「うん。それは分かるけど、どこで拭いているんだよ？」

「勿もち論ろん蒼音様専用家畜の皮でよ」

「蒼音様。辞書で人権って言葉引いて。でもってそのページをブクマして」

「嫌だわ、弘青」

　彼女の顔がぐっと近付いた。ふわり、と花の香りが鼻先を撫なでる。

　そして、水野さんが顔を赤らめて見守る中、蒼音が妖艶な笑みを浮かべる。

「舐なめて拭ってくれるとでもいうの？」

「……っ」

　唇から覗のぞく舌がやけに妖艶に見えた。ごくり、と俺が固唾を飲み込むと、蒼音の顔が間近に迫った。誘惑するような瞳に誘われて彼女の肩に触れた時、ふいに後ろから水野さんの視線を感じ、俺は慌てて彼女の両肩を押し返した。

「いいです！　俺の服は貴女あなた様さまの雑巾です！　思う存分お使い下さいませ！」

　一瞬で屈辱的な場面を想像してしまい、俺は一気に彼女から距離を取った。

　もしあのまま誘われるまま一歩踏み出していたら──

　──い、いや、ありえねえだろ。だって蒼音は俺の……。

　どぎまぎする俺の反応に満足した蒼音は「あら残念」と呟いた後、ご機嫌な様子でもう一つの残骸──黒い物体の下半身に歩み寄った。

「み、水野さん。まだ説明の途中だったね」

　話題を変えるため、俺はわざとらしい咳せき払ばらいをした後に言う。

「え？　はい」

　突然話を振られて驚いた様子で彼女は俺を見上げる。蒼音という絶対的な脅威を目の前にしたせいか、震えは止まっている。

「未練を抱かない人なんていない。そして、死んだ相手を想う心がなければ、呪いの影響を受けない。なのに、どうして怪奇現象や曰いわくつきの場所……そういった無差別に襲われる人がいると思う？」

　俺に言われて初めて気付いたのか、彼女は目を見開いた。

「答えは簡単さ。そういった人を手助けする存在がいるからだよ。そう、悪魔が……」

「悪魔？」

「悪魔。その存在は正しくは理解されていない。どこから来たのか、何のためにこの世界に現れるのかは謎に包まれている。ただ、悪魔は人を誑たぶらかす。生きた人間も、死んだ人間もね。死者が悪霊、生者が猟奇系に変貌するようにね」

　悪魔は人為的に召喚される事が主である。生きた人間に取とり憑ついた悪魔や契約者の願いのために人を呪うのと同じである。ただし、死んだ人間──幽霊との契約は違う。悪魔は自らここ現世に訪れ、死んだ人間を誘惑する。

「死んで未練を残さない人間なんていない……からな」

　俺にも覚えがあるから、よく分かる。そして、悪魔はそこにつけ込む。死んだばかりの魂だけの存在に、願いを叶かなえてやろうと契約を迫る。当然未練もあれば、死んで失うものは何もないと思っている連中は悪魔と契約を結ぶ。

「悪魔と契約した幽霊。そういった輩を、俺達は〝悪霊〟と呼んでいる。悪霊は、悪魔に魔力を与えられた結果生まれた、いわば霊的生命体だ。本来干渉出来る筈はずのない、生きた人間に影響を与える事が出来る。だから、よく覚えておくんだ」

　そんな事をしている間に、蒼音は悪魔の腰より下──今はほとんど消滅しかけており、ただの黒い塊であるが、それを片手で鷲わし摑づかみにする。そして、もう片方の手をゆっくりと近付ける。

「悪魔というより、ただのペットのようね」

　悪魔には階級が存在する。強い力を持った悪魔は高い位を所持しており、多くの奴隷を持っている。そして、この下半身だけで蠢うごめく〈生物〉は悪魔ではなく、悪魔の使役する使い魔にあたる。言語もまともに操れない所から察するに最弱だ。

「弘青さん。使い魔って……」

「簡単にいえば、悪魔が使役する奴隷みたいなものだよ。動物の姿をしていたり、童話に出てくるような歪いびつな化け物の姿をしていたり、様々だけど。まあ、魔物ってところかな。悪魔ほどの魔力は持っていないけど、人間が素手で敵かなう相手でもないから、気をつけて」

　今回はその中でも最弱のようだ。自分の形すらまともに保てず、自身の魔力が外に漏れ出ていた。あれは自分で自分をコントロール出来ていない証拠である。

「さあ、蒼音様の質問に答えられる事を光栄に思いながら、迅速に回答なさい」

『‥‥○★▼』

　使い魔の声か、脳内に直接声が響いた。しかし、聞いた事のない言語であり──、またそれは声と呼ぶよりも鳴き声に近い。

「ちっ！　雑魚が！」

　と、蒼音は分かりやすい悪態をついた。

「言語もまともに操れないなんて、本当にカスね。しょうがないから、お前の〈感情〉に直接聞く事にするわ」

　蒼音は不敵に笑んだ後、右の白いレースの手袋に左手を伸ばす。

　──依頼人がいるのに、こんな所で使う気かよ！

「見るな、水野さん！」

「何ですか!?　鬼の手!?」

　蒼音が手袋に触れたあたりから妙な期待を持っていた彼女は、俺の言葉とは逆に身を乗り出した。

　刹那──蒼音の右の掌てのひらから無数の影が這はい出だし、彼女の周囲を包んでいく。影に見えたそれは、赤子の手のような形に変化すると、下半身だけで蠢く使い魔を触診するように吞のみ込こみ始めた。手の一つ一つに意識があるように、蠢きながら無数の手は使い魔を覆った。地面に落ちた手袋の中からも這い出るように、手の形をした影は蠢く。

「ひっ……」

　案の定、水野さんは俺の背に隠れた。彼女が目を背けたのを待っていたように、部屋の中に何かを食い破る音が響いた。




　ぐちゃり、




　蒼音の前で、何かが潰れる音が鳴った。その後に続くように、様々な食事の音が響く。事実、あれは食事である。無数の手は口のように下半身に吸い付き、喰らい、あっという間に黒い塊となった。その度ぐちゃり、と嚙かみ砕くだかれる音が響く。ふいに、蒼音の足元に使い魔の破片が飛び散った。食べかす一つ見逃さず、影の塊から伸びた手がへどろのような欠片を飲み込む。まさに、毒を喰らわば皿まで──。骨の欠片すら残さず、黒い手は全てを吞み尽くした。影の塊の奥で使い魔は何度かもがくように動いていたが、それも徐々に動かなくなり──やがて静かになった。そして、十を数える暇もなく、無数の手はすっと蒼音の掌へ戻っていった。影の気配が消えた後、蒼音は手袋をはめる。そして、何度か手を開いては閉じ、自分の手の中の存在を感じ取っているように見えた。

「この感情は……。へぇ、そういう事」

　食事を終えた後のように、彼女は口元を拭いながら呟つぶやく。

　そして、蒼音が振り返ろうとした直後。がたん、と大きな音を立てて水野さんが後ろで倒れた。彼女を背に庇っていた俺は咄とつ嗟さに助けられず、慌てて水野さんを抱き起こす。

「水野さん！　おい、大丈夫か!?」

「嫌だわ。女子高生を失神させるなんて。蒼音様が懸命に働いている時にナニしていたの」

「何もしてねえ！　カタカナ表記やめて！」

「まあ、家畜のする事なんていつの時代も変わらないわね。北ペ京キン原人が」

「北京原人は家畜じゃねえよ!?」

　そんな俺の言葉を無視して、蒼音は手袋越しに自分の右手をなぞる。

「今回は薄味だったわ。まあ、使い魔如ごときが秘めている想いなんて、そんなものでしょうけど」

　蒼音は簪かんざしを元の大きさに戻して髪を纏まとめると、俺と水野さんの元へ戻ってきた。

「それより弘青。後ろで幽霊が何とか言っていたけど……」

「ああ、東中の制服を着た少年幽霊が魔法陣の中にいる。ていっても残り少ないから、放っておいても消滅するだろうな」

　そう、あの少年は消える。きっと一週間後には兆しすら残っていない。それは未練を果たす事もなく、生きていた時と死んだ後と、二つの未練を持って二回死ぬ事を意味する。

　──可哀想に……。

　俺がそんな事を考えていると、後ろから蒼音に軽く蹴られた。

「何をしみったれた顔しているの。消えるも何も、元々消えゆく運命だったのだから当然でしょう。お前だって分かっているでしょ。悪魔も慈善事業じゃないの。何の見返りもなしに人間なんかを助けるわけないでしょ」

「ああ、よく分かっているよ。悪魔は人の願いを叶える代わりに〝何か〟を奪っていく」

　それが魂だったり、それ以外の何かだったり、と要求されるものは様々だが。

「肉体を器、魂を本質。二つをもって生物の存在は証明される。魂だけで彷徨さまよった所でその時間には限りがあるわ」

　ホラー映画などで出てくる死んだ人間の怨念、最近の漫画やゲームに登場する幽霊少女。あれは俺達専門家の見解からすると、絶対にありえない現象だ。肉体を失った時点で、この世に留とどまる資格は失われている。




　そう──人生にダブルチャンスなんてない。




　ただ一つ、悪魔を除いて──

「生者とも死者とも言えない悪魔は、唯一この世の理ことわりに縛られていない」

　そして、その悪魔との契約によって魂──死霊は肉体の代用品を得る事が出来る。

　それが、悪魔の魔力である。悪魔の魔力と同化した魂は悪霊という全く別の存在となる。契約内容によっては元の形を失い、魔物と呼ばれる悪しき存在になる者もいる。或あるいは一線を超えて、魑ち魅み魍もう魎りようの類になる者も──

「この世で起きる数多の悲劇の裏にはいつも悪魔がいるんだよな」

　ふと、俺は自分の両手に視線を落とす。血の通った、生きた人間の手だ。しかし、それは見た目だけであり、本当は──

「弘青」

　深い意識の底から掬すくい上あげるように、蒼音が俺の名を呼んだ。ふいに顔を上げると、すぐ間近に彼女の顔があり、俺は思わず後ろに下がってしまう。

　その俺に対し、蒼音は両手を伸ばし──、俺の両りよう頰ほおを包んだ。両手から伝わる温ぬくもりは、彼女が内に秘めた深すぎるがゆえに狂った愛のように冷たい熱を秘めていた。

「蒼音様は悪魔が憎いわ」

「うん……」

　知っている。それが、彼女が祓エク魔ソシ師ストになったそもそもの理由だ。

「悪魔のせいで、蒼音様は神父様と離れ離れになってしまったのだから」

　相変わらず口調は生意気だが、その瞳は迷い子のような寂しさを秘めていた。

「大丈夫だ」

　ぽん、と下を向いていた蒼音の頭に手を置いた。

「一弘さんは……蒼音様の事しか考えちゃいない。だから、悪魔に困っている人達を助けるために世界各地を回ってはいるけど……いつだって心はお前のものだ。だから……」

　と頭を抱えるように抱き締め、幼子をあやすように背中を叩たたいていると、突然鳩尾みぞおちに鈍い音が響いた。

「そ、そんな事、お前に言われなくたって……！」

　腹を抱えて蹲うずくまったまま上を見上げると、顔に真っ赤にした蒼音が俺を見下ろしていた。

　顔が紅あかいのは怒りか、それとも──

「だ、大体ね！　神父様の事は蒼音様が一番分かっているの！　あの人の使い魔だからって、蒼音様と神父様の間には入れないんだからね!?」

「わ、分かってる、って……」

　本当に、何処どこまでも神父様絶対主義な娘だ。

　──本当に、可愛かわいい程に……大好きなんだな。

「こ、弘青……」

　殴られた痛みがおさまった頃、蒼音が零すように俺を呼んだ。

「い、一応言っておきますけど……お前は悪魔だけど、蒼音様のもの。だ、だから、お前は悪魔だけど……嫌いじゃない、から」

「あ、蒼音様……っ」

　あの性悪娘からそんな言葉が聞けるなんて！　お父さんは感動だよ！

　俺が笑顔で蒼音を見ていると、俺の視線の意味に気が付いた蒼音は、髪をかき上げて極悪な笑みを浮かべる。

「だから、蒼音様の許可なく、沈むのは絶対禁止よ？　弘青は蒼音様のものなんだから、蒼音様が許可しない限り、哀かなしむのも沈むのも怒るのも死亡フラグ踏むのも、〈自主規制〉するのも禁止なんだから。ちゃーんと蒼音様の許しを得てからにして頂戴」

「ちょっと待て！　今文字に書けない事言わなかった!?」

　女子高生の口からそんな言葉が聞けるとは、ありがとうございます──違った、年頃の乙女がそんな事を言ったらあかんだろ。

　当の本人はしれっとした顔で、魔法陣に視線を移動させる。

「蒼音様には視えないけど、魔法陣の中心で渦巻いている魔力が弱くなっている事だけは分かるわ。まあ、当然ね。悪魔と契約していない死者が滞在出来る時間なんてたかが知れている。悪魔が注ぎ込んだ魔力が尽きれば、その存在は消滅する」

　幽霊にとっての消滅は、そのままの意味だ、二度目の死であり、二回目の痛みを伴う。そして、幽霊は未練を果たさずに消える。成仏はおろか、生まれ変わる事も二度とない。魂が砕け散り──、消える。

「なあ、蒼音様。悪魔と契約した幽霊は、どうなるのかな」

「さあ？　悪霊のなれの果てなんて知らないわ。歪な姿に変えられて一生悪魔の奴隷として過ごすか、悪魔に存在を食われるか、それとも魂をかき消されるか。どちらにしても良い方向には転ばないでしょうね。何故なら、人にとって悪魔とは、〝悪いもの〟の象徴であって、悪魔と契約して願いを叶えたとしても、幸せにはなれないのだから」

「そうだけど……」

　それは、分かっている。だけど、それじゃあ〝救い〟がない。

　悪魔と契約をして、何かを失ってまで一いち縷るの願いを叶えようとしたのに──その結末には哀しみがつきものだ。そんなのは、あんまりだ。

「もしかして、悪霊なんかに同情しているの？」

　蒼音は鼻で笑った。

「無駄な事ね。死んだ相手に同情して、何か得るものがあるとでも？　死人が何をしても、現実は変わらないわ」

「得るとかそういうのじゃねえよ。こういうのは……」

「ふぅん、そういうものなの。まあ、蒼音様には分からないわね」

　興味をなくしたように、蒼音は踵きびすを返した。

「それに、あの子は悪霊じゃない」

　断言する俺に、蒼音は「知っているわよ」と鬱陶しそうに答えた。

「悪霊は悪魔の魔力で形成されている。にもかかわらず、魔法陣の中心にいる幽霊を形成している魔力は悪魔のものに比べると、とても小さくて……すぐに消滅する弱いもの。悪魔じゃなくても、そのくらい分かるわよ」

「ああ。アイツは悪霊じゃない。何故悪魔の契約なしでこの世に居続けられるのか、その理屈は分からないけど……悪霊よりは希望はあるかも知れない」

「どうかしら。悪魔が関わった時点で、この結末は悲劇がつきもの。きっと最高の悲劇が待っているわ。蒼音様好みの、最高の……哀しみが」

「哀しみって……」

　──どういう意味だ？　この事件が悲劇になる確証があるのか？

　──まさか、こいつ……既にこの事件の真相に辿たどり着ついたのか？

　彼女の言葉の真意が分からず首を捻ひねる俺や気を失った水野さんに目もくれず、好物を目の前にした子供のように蒼音様は声を上げて笑いながら、早々に部屋の扉を蹴破って外に出た。







[image: 二「簡単に生き死に語ってんじゃねえよ」]







「さて、それじゃ話してもらいましょうか。幽霊少年と牝めす豚ぶたちゃん、牝豚ちゃんとこの事件の関係性を」

　喫茶店に戻った蒼音あおとの第一声はそれだった。失神した水みず野のさんを喫茶店に連れ帰り、蒼音が「起きろ、この卑しい牝豚が！」と叩たたき起おこした。鬼畜だ。

　そして、目覚めた水野さんを待っていたのは、尋問である。

　俺も気付いていないわけではない。水野さんが蒼音に依頼したのは、この事件に悪魔が関係していると勘づいていたからだ。そして、彼女には消えかけていた少年の姿が見えた。幽霊をただ見する事は出来ない。視るには幽霊の許可がいる。という事は、水野さんとあの少年には何かしらの縁があるという事だ。

　今回は水野さんの話をまともに聞くようであり、蒼音の視線は真まっ直すぐ彼女に注がれる。しかし、目つきが鋭いせいか睨にらんでいる風にしか見えないのでやめてあげてほしい。

「彼は……円えん堂どう誠せい二じ。中学時代の同級生です」

　円堂誠二。それがあの幽霊の名前か。名前までは聞き出す事が出来なかった。それ以前に、円堂少年の存在は消滅する寸前であり──

「東中の噂うわさって知ってますか？」

「あー、俺学校は詳しくなくて……」

「ふふん。蒼音様は知っていてよ」

　俺の言葉を遮り、得意げに彼女はスマートフォンをいじりながら言う。知っているというか調べたよな、この現代っ子。

「東中っていえば、巷ちまたの中学校でも噂になるほど有名なのね……いじめが」

「……」

「無言は肯定と取るわ。隠す以前に、あのエリート学校は他校でも問題視される程に酷いいじめが行われている。蓋を開けば、エリートの名札をつけたクズばかりね。どうやらいじめの現場をイッテミターやらサインやらで拡散して、挙句ネットの掲示板に動画つきで投稿しているそうじゃない。ま、すぐに違反通告喰らってはいるけど」

　彼女の手元のスマートフォンの画面を見ると、幾つか画像が貼り付けられている。何かの投稿サイトのようであり、アダルト系のものの投稿まであり、合法的なサイトではないようだ。普通女子高生なら嫌悪しそうな動画や画像が幾つか並ぶ中、蒼音は慣れた手つきで目当ての動画を指す。目の前に現役女子高生がいるのに、本当に容赦がない。というか、何で成人サイトにアクセス出来るんだ、この子。
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「ほら、ここ。同じ投稿者が連続で何度も投稿している動画なんだけど。ご丁寧に、〝数日後に自殺したった〟なんてテロップまである」

　動画には「円堂誠二」と名前まで記載されている。東中の名前や住所を載せなかったのは己の保身のためだろう。動画を再生すると、廊下を歩いている男子中学生──黒い短髪の、細身な少年。彼が、円堂誠二か。後ろ姿だから顔は見えないが、大人しそうな印象が強い。撮影者はその少年を、カメラを持ったまま追いかけ──、何かが円堂少年の頭に当たった。その場で彼は蹲うずくまり、彼の足元には乾電池が落ちていた。その他にも続く形で野球ボールやゴルフボール、石──どれも当たり所が悪ければ洒しや落れにならない。この行為自体洒落にはなっていないが。

　逃げる彼の足元に、何度も物が投げられる。その内の幾つかが彼の頭や腕を掠かすった。たまにカメラの端に映るボールや石には赤い血痕が付着しており、正直見ていられない。音声が途切れ途切れで聞こえにくいが、嘲笑する声だけは嫌に響く。

「動画は一つだけじゃないわ。毎日連続で投稿していて、プールに突き落としたもの、焼却炉に制服や鞄かばんが捨てられたもの、全裸で土下座、スク水着せられて縛り上げられたもの……どれも同じ少年が映っている」

　ここまで言われれば、俺にも分かる。動画にあった暴行と、今回の事件。そして、東中での集団いじめと東中卒業生に届く手紙。答えは、簡単だ。

「つまり、このいじめの被害者……円堂少年が悪魔と契約して、過去に自分をいじめていた奴らに復ふく讐しゆうしているって事か」

「んー、それはどうかしら……」

　蒼音にしては珍しい曖昧な答えだ。その性格ゆえ、イエスならイエス、ノーなら嘲笑、と答えははっきりと出す。推測を嫌い、証拠がないうちは答えを言わない性格だ。

　──でも、渋る程のものか？

　むしろ俺にはそうとしか思えないのだが。

　しかし、蒼音に視えない幽霊が俺には視えるように、それぞれ得意分野が存在する。

　そして、悪魔に関しては祓エク魔ソシ師ストの彼女が専門と言える。俺も悪魔には詳しい方だが、どちらかというと俺の専門は幽霊の方だ。その彼女が「多分」と判断したのなら、油断は禁物である。

　──それに、円堂少年を形作っている魔力は悪魔のものにしては弱かった。

　その点は俺も疑問であり、単純に悪魔と契約して悪霊化しただけではなさそうだ。それにしては弱すぎる。ただ未練の理由としては、それが一番しっくりとくるだけだ。

　──まあ中には俺みたいな中途半端な悪魔もいるわけだし。

　契約した悪魔がかなりの雑魚だったら、注ぎ込まれる魔力もまた弱くなるが──あれは、何かが違う。何故か、そんな気がした。

「一番考えられるのは、被害者の少年……自殺したとなっているから、恨みを持ったまま死んだところを悪魔に唆そそのかされて契約して、今回の事件を引き起こしている場合。だけど、それにしてはやり方が悪魔らしくないのよね」

「悪魔らしくないってどういう意味ですか？」

　今まで無言だった水野さんがようやく顔を上げた。

「手紙で呼び出して投石だなんて、人間らしさがあるっていうか。悪魔ならもっとドストレートに事故やら事件で精神不安定にして自殺に追い込むくらいはやってのけるし、首謀者の一人に取り憑いてモブどもを惨殺して最後に自分も自殺っていうのがセオリーね」

　流石、悪魔様。悪魔の気持ちがわかってらっしゃる。とても俺達が考えつかないような事を平気で言ってのけましたよ。

「弘こう青せい。後でシメる」

　だから、何で心読めるの!?

「それに、悪霊ってのは死んだ直後に悪魔と契約しないと成り立たないわ。悪霊になって復讐するにしては時間が経過しすぎている。聞けば、この子がいじめられていたのはお嬢ちゃん達が中二の時でしょ。卒業後の、まして全員高校入学した後に復讐って、いくら何でも時間かかりすぎでしょ」

「他の幽霊とか悪霊を吸収して力を蓄えようとしたんじゃないのか？」

　悪霊が祓魔師から危険視される理由。それは、他の生物に悪影響を与えるからである。心霊番組などで出てくる曰いわくつきの場所や、無差別な祟たたりは悪霊が生きた人間から生気を吸い取って力を蓄える、或あるいは生まれたばかりの悪霊を襲って悪霊の魂や魔力を食い尽くすからだ。そうする事で悪霊はさらなる魔力を手にし、より凶悪な存在となる。悪魔に進化する場合だってある。そうなる前に悪霊を滅するのも祓魔師の仕事の一つだ。その可能性を考慮に入れているのか、蒼音は何かを考える素振りを見せた後、顔を上げた。

「とりあえず、事件の核が分からない限り動きようがないわ。明日あたり、被害者が入院している病院にでも行ってみましょう」





＊






「翠咲みさきさーん。先に今日の分の支払いを……」




　蒼音は、よく食べる。これでもかってくらいよく食べる。特に人の金だと倍は食べる。

　ただの大食いキャラなら別に文句はないが、彼女はとんでもない悪あく食じきだ。性格と共に味覚もぶっ壊れているのか、見ただけで第三者の食欲は強制ログアウトさせられる。

　──お陰で、俺の財産と食欲がどんどん消えていく……。

　相手が翠咲さんだから、まだ追い出されないのでマシではあるが。普通の店に行ったら、飲食物の持ち込みの時点で即出禁だ。ファミリーレストランの特大パフェに持参したカラシとワサビでデコレーションし始めた時なんて……

　──やめよう。あれは、思い出してはいけない。

　きっとパンドラの何か的な記憶だ。封印しよう。

　──今日はいくら使ったんだ、あの悪食娘は……。

　少しの間席を外す、と告げた俺は、喫茶店のカウンターへ移動した。

　蒼音が依頼人との交渉場として『カフェ・オリーブ』を使用する際、翠咲さんはあえて他の人の死角となる場所をすすめてくれる。有能だ。そのため、一人で切り盛りするにはやや広い店内で翠咲さんと話すためには、店の奥から入口付近まで移動しなくてはいけない。その点は不便ではあるが、人に聞かれたくない話をするから、まあ仕方がない。

　──本当なら、もっと間近で翠咲さんのワンピースから覗のぞく脚線美を……！

　おっと、いかんいかん。あやうく保護者キャラ失格発言をするところだった。うん、違うから。別に翠咲さんの長めのスカートから覗く細いふくらはぎとか、足首とか──全く見ていないから。短ければいいってものじゃない、という事を証明してくれる気品とか、全く思っていないから。いや、本当違いますから！

　と、誰に対してか分からない言い訳を思い浮かべていると、ふいに足元の高そうなタイルに自分の顔が映った。

「相変わらず、金かけているな……」

　もし蒼音の持つ力が純粋なる暴力なら、翠咲さんが持つのは純粋なる金の力だ。店内の設備も金に物を言わせ、かなりお高い雰囲気だ。正直必要ない気がするが、隣のテーブル席を隔てる薄い壁は何故か防音設備ありの上、銃撃戦を受けても安心して下さい、防弾・防火仕様です──といった具合に、安全への考慮が安全意識と程遠い。お陰で裏の仕事の話が好きに出来、襲撃の心配もない（されるシチュエーションがまずないが）。そんな具合に少し（？）変わっているが、悪い店ではない。

　そう、悪くはない。悪くはないのだが、一つだけ問題がある。それは──

「あら、いらっしゃい」

　チリン、と店の扉のベルが上品な音を立てた。俺がちょうど翠咲さんに声をかけるのと同じタイミングであり、彼女の接客の邪魔にならないように俺は数歩下がったが──




　──何だ？　この感じ……。




　ベルの音は鳴ったが、姿がない。しかし、足音だけはひたひたひた、と子供が駆け回るような音が何度も響いた。気のせいか、突然冷房でも入れたように部屋の空気が急激に下がった。天井から吊つり下さがっている古風な電灯も風もないのに右に、左に、と揺れ始めた。

「翠咲さん！」

　何かがおかしい、と感じた俺はすぐにカウンターにいた翠咲さんの元へ駆ける。いくらおっとりしている翠咲さんも異常を感じたのか、ルーペと読みかけの本をカウンターの上に置いた。

「翠咲さん、これって……」

　と、そこまで言いかけた時。細い指が、俺の唇に触れた。
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　翠咲さんは右の人差し指で俺の口を閉じ、左の人差し指で自分の唇に触れ──

「ダメよ、コー君。しぃー、だよ」

　優雅か！　仕草が、優雅か！　もう結婚して下さい！

　続いて、突然店の電話のベルがサイレンの如く鳴り響いた。静寂を破る音に驚いた俺とは裏腹に、翠咲さんは優雅な動きで今時珍しい黒電話の受話器を取った。

「はいはい。『カフェ・オリーブ』の……」

『てめえ、よくもはめやがったな！』

　傍にいる俺にも聞こえる野太い罵声が、耳に痛い程響いた。




「えっと、どちら様？」

『どちら、だと!?　てめえ、二週間前の事忘れたとは言わせねえぞ！』

「ああ、横領の人ですね。どうですか？　その様子じゃあまり景気良くなさそうですね」

『当たり前だ！　計画は失敗！　お陰で俺は組の連中に……』

「へぇ。それでは、もっともーっと頑張らないと、ですね」

『誰のせいだと！』




　──何となく事情は分かったけど、何となく関わり合いたくない。

　時折電話で聞こえる男の声には、「サツに追われている」、「裏切りへの制裁」、「見せしめ」、「絶縁状」、「このままじゃ海に沈められる」など、あまり我々の業界では馴な染じみのない言葉ばかりが飛び出してくる。

「嫌ですわ。貴方あなた、何か勘違いしていませんか？」

　ふいに、受話器を握る翠咲さんの声に、冷たさが宿った。

「条件を提示して飲むか飲まないか、それは本人の自由。貴方は、自分で決めたんじゃありませんか。それを私のせいにするのは、お門違いですよ。だって私は……ちゃーんと確認しましたよ？」

　ぞくり──、と冷たい気配が周囲を包んだ。

『ち、違う！　俺はあんたに唆されて……』

「せやから、言ゆうとるやろ。ウチは、噓うそはついてはりません。あの情報を買こうたんも、計画練ったんも、それを実行に移したんも……ぜーんぶおたくの選択や」

　──あ、京都弁はまずい。

　京都出身のせいか、普段は標準語を使ってはいるが感情が高まるとたまに京都の訛なまりが出る時があり、その時の彼女は大体やばい。どうやばいかと言うと──

「それより急いだ方がええでおまへんの？　色んな所で恨み買うとったみたいやし。我こそはと、自分の首を狙っておっかない連中がほら……」

　翠咲さんは笑みを零し──

「後ろの正面だーれだ？」

『……っ！』

　受話器の向こう側で、男が息を吞のむ声が聞こえた。

　そう、こんな感じでかなり怖い。同情するぜ、おっさん。

「冗談ですよ。本気にしないで下さい。だけど、早くそこを……いや、国から離れた方がいいと思いますよ。表だろうと裏だろうと、社会にルールはつきもの。それで、貴方はそれを破った。約束を破った貴方と、社会はもう約束はしない。ほら、聞こえませんか？　貴方を社会から追い出そうとする輩の足音が……」

『はっ！　なら、あんたも同じだな！　呪術者に依頼したんだ！　どうせなら道連れだ！　ざまあみやが……っ』

　男がそこまで言った時、受話器の向こう側で何かが爆発する音が響いた。

　男の悲鳴らしき声が一瞬聞こえたと思ったら、既に電話は回線ごと破壊されたようにぷつり、と途切れた。

「み、翠咲さん、今のって……」

「うーん、切れちゃった。間違い電話かな？」

「違いますよね!?　確実にブラックな社会の抗争的なものに関与してましたよね!?」

「やだなー、コー君。私は、しがないカフェのマスター。そんなツテないよ。その日の日替わりティーセットが、偶然〝ブラックな情報〟だっただけ」

「いらねえよ、そんな日替わり！」

　なんて物騒なメニューだ。裏メニューか？　二重の意味での。

「立派な野心が見えたから、少し突っついただけなのに……やっぱり人間は面白いな。まさか、あんな小さな火種をあそこまで燃え上がらせるとは……うふふふっ」

　──この人は、この人で……ドＳだよな。

　決して自分の手を汚さず、相手を唆し、動揺させて──堕落させる。

　ある意味では、彼女の方が質たちが悪いかも知れない。

「にしても、よく分からない人だったな。自分はこないな所で終わらない、あんな無能の下で終わっていい人間じゃないって言っていたけど……人間なんて、所詮みーんな平等。みーんな平等に、ただの元素の塊に過ぎないのに、どうして特別だなんて思うんだろ。まあ楽しませてもらったから、私はいいけど。うふふふのふー」

　うん、この人の方が質が悪い。

　と、その時──冷気が肌を撫でた。後ろを振り返ると、天井に達するほどの背丈を持った黒い人影がゆらり、ゆらり、と風に揺れるように佇たたずんでいた。

「そういえば、さっき呪術がどうだとか……」

「私への腹いせに、呪術代行依頼したみたいだね。……難儀やな」

　相変わらずゆるい態度で、翠咲さんは呟つぶやいた。

　──余裕だな。まあ、それもそうか。だって、この人……

「へぇ。生いき霊りよう……あの人の恨みの感情と、式神を合体させた、合成呪術か。換算すると五万円コースって所かな。随分と格安な呪いだね」

「言っている場合ですか！　何か来ますよ!?」

　黒い影は徐々に距離を詰め、ついにはカウンターの前に立つ翠咲さんの目の前に佇む。そして、頭を垂れるように高い位置から翠咲さんを見下ろす。

　そのまま翠咲さんを飲み込もうと、影は頭から彼女めがけて落下するが──

「いけまへんよ」

　翠咲さんは、優雅な仕草で人差し指を影に突き出す。犬が待て、と合図されたように、たったそれだけの仕草で、影も、俺も、身動きが取れなくなってしまった。それ程の威圧感が、彼女にはある。そして、即座に空気中に何かの文字を描いた。まるで彼女の指先が光の筆となったように、彼女がなぞった跡が空気中に淡く輝く。

「〝天あめ切る、地つち切る、八方切る。天に八や違たがひ、地つちに十とおの文ふみ……〟」

　詠うたうような〝音〟が、空気を震しん撼かんさせるように響いた。天に、大地に、そして世界に直接語りかけるように──この場には、彼女の放つ〝音〟だけがある。そんな錯覚さえ生む程、その音は慈しみに満ちていて──それでいて絶対だった。




「〝秘ひめ音ね……一も十じゆう々じゆう、二も十々、三も十々、四しも十々、五も十々、六も十々。ふっ切って放つ、さんびらり！　さあ……消えい！〟」




　彼女が叫んだ途端、音波にかき消されるように、影は四散した。泡が弾けて消えるように──その痕跡すら残さずに消滅した。残ったのは、澱よどんだ空気と──

「あー、ほんまみーんなボランティア精神旺盛なんやから……かわええなぁ」

　──い、一撃だった。

　腰をくねくねと動かしながら喜びに悶もだえるお姉さん。

　その正体は、かの織田信長の亡霊すら一撃で葬ったと噂うわさされる、凄すご腕うでの巫女みこ。

「あの、翠咲さん、さっきのは……」

「ああ、簡単な呪法返しだよ。ぜーんぶ綺き麗れいに返却したから、心配いらないよ。きっと今頃呪術代行者もろともテイクアウトしている頃だろうね」

　──あの男も翠咲さんの娯楽のために唆されて失敗したからって、何も呪術代行を依頼する事もないのにな……。

　相手が、悪すぎだ。

「さ、流石巫女様……」

　驚く俺の言葉を賞賛と受け取った翠咲さんは頰ほおを紅あかく染めながら、両手で顔を包んだ。

「もう、大人をからかっちゃいけないなー。私は現役の巫女と違って、本職というわけじゃないんだから」

　謙遜も込めて翠咲さんは言うが、実際現役巫女の中でも彼女の能力はトップクラスだ。

　呪法返しは、巫女や陰おん陽みよう師じのみに使える返し技にして防御能力である。超常現象が認知されて以来、仕事で呪法を請け負う呪い代行者が増加し──、また本来取り締まるべき政治家や警察などがその常連のため、質が悪い。そのため、陰陽師や巫女は、有力な抑止力であり、我ら祓エク魔ソシ師ストと異なり、世間一般の評価は高いのだが──。

「でも、翠咲さんに依頼したい人はたくさんいるんじゃないですか？」

「んー、全くいないわけじゃないけど。でも、私はやっぱりこうやって喫茶店やっていた方がいいかな。だって、あんな堅苦しい世界にいたら……こうやってコー君と触れ合う事、出来ないでしょ」

　ふいに、彼女の手が俺の頰を包んだ。もう片方の手は逃すまい、とばかりに強く俺の手を握っており──脳内が痺しびれるような甘い香りが間近で漂った。

「み、翠咲さん……」

　すぐ目の前に、エメラルドを連想させる聡そう明めいで知的な瞳が迫る。鼻先を彼女の髪が掠かすめ、くらり、と紅茶の香りに混じった花の香りがより俺を酔わせる。

　──もう、いいかも……。

　確かに多少性格には問題があるが、蒼音が言っていたように、甘さには時には辛さが必要なようなものだ。

「ねえ、コー君……」

　ふいに、俺の胸板に柔らかいものが触れた。視線を少しでも下ろしたら、俺の中の何かが切れる。というより終わる気がする。何とか踏ふみ留とどまろうと、視線をずらすと、今度はスカートの下から伸びる細くて長い足が俺の両足の間に入り込み──

「コー君。もういいよね？」

「い、いいって、なななな何がでしゅか？」

　思ったよりもきょどった返しになってしまった。

　もう何を言われてもいい。地獄に堕ちろ、と言われたら喜んで参りま──

「これ……オプション料金」




　……え？




「だから、オプション料金。今日、蒼音ちゃんが頼んだイチゴパフェと三色団子、クリーム（カラシ）あんみつ、練乳イチゴ氷……と、コー君と依頼人のお嬢ちゃんのコーヒーとオレンジジュースも込みだよ」

　にっこり、と翠咲さんは俺に伝票を見せる。先程まで誘うように重ねられていた手は、いつの間にか逃すまい、とがっちり摑まれている。

「あの……ゼロが、いつも、より……」

「私の脚線美をチラ見した回数、おっぱい堪能した回数、間近で〝翠咲さんハアハア、翠咲さんハスハス、翠咲さんクンカクンカ〟した回数と……脳内で〈自主規制〉……」

　やめて！

「私に〈自主規制〉で、〈自主規制〉を〈自主規制〉して、〈自主規制〉やった回数」

「もう殺して下さい！　俺が死ねば満足なんだろ!?」

　項うな垂だれる俺の肩にぽん、と手を置いて、彼女は言った。

「嫌だなー。死ぬのは勝手だけど……、ちゃーんと払うもんは払はろうてからやで？」

　とても、いい笑顔が返ってきた。

　どうして、俺の周りにはろくな女がいないのだろう。だけど翠咲さん大好き。

「ぶ、分割払いで……」
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　同時刻。弘青が、翠咲に今日の支払いをしてくる、と告げてから約五分が経過した。

「……」

　沈黙。特に会話のない蒼音とマイの間には、重苦しい空気が流れた。しかし、それを気まずいと感じているのはマイだけであり、蒼音は特に何とも思っていない。正しくは、思う価値を感じなかった。

　──あーあ、おなかすいたな。

　テーブルの上に並ぶ完食済みのパフェやあんみつ、かき氷の残骸を見ながら蒼音は思った。当然その傍には携帯用のワサビやカラシの空になったチューブがある。

　時折マイが、その残骸を気にするようにチラチラと見るのが、鬱陶しい。

　──それにしても……、どうして、この娘はあんな分かりやすい〝噓うそ〟をついたのだろう？

　彼女を観察すると──、視線が合う度に慌てて視線を逸らし、狼おおかみを前にした子こ兎うさぎのように怯おびえる。そういえば、兎って食べられるらしいけど──美味しいのかな。

「ねえ、お嬢ちゃん」

　テーブルの上に肘を乗せ、その上に小さな自分の顎を置く。もし相手が異性ならば、テーブルの上に荷物のように置かれた胸に目がいくだろうが、この娘はこの娘で面白い。自分にないものが目の前に現れ、羞恥と落胆が手に取るように分かる。

「お前……恨んではいないの？」

「え……」

　蒼音の質問を受けたマイは、鳩はとが豆鉄砲ならぬ──バズーカ砲を喰くらったような顔になった。

「あら、どうしたの？　ブッサイクな顔をそんなにブッサイクにして」

「ぶ、ぶさいくって……」

　と、マイは何か言いかけるが、蒼音の容姿を凝視した後、何でもないです、とそっぽを向いた。ああ、分かりやすい。

「それはそうと、蒼音様の質問に答えてないわよ。お前如ごときが、蒼音様に発言を許可されているの。ここは涙を流して喜びながら、答えるべきだわ」

「は、はあ……。そうは言われましても、質問の意味が……」

「分からない、なんて事はないでしょう？　何故ならお前自身の事なのだから」

「……っ」

　マイは、絶句した。

　別に質問の意味も、蒼音の意図も理解していないわけではない。

　対する彼女は、〝その事〟自体に気付いていないのか、瞬まばたきの回数が比較的多くなり、ほんの一瞬だが眉を顰ひそめる時がある。代表的な〝噓の仕草〟である。

　──まあ、そんなものなくても……蒼音様には、アホの考えそうな事くらい分かるけど。

「噓をつく上手うまい方法って知っていて？」

「噓、ですか……？」

「ええ。それはほんの少しの真実を混ぜる事。たとえ九割が噓だったとしても一割の真実を混ぜる事で、それは〝本当〟になるの。それを本当だと思えば、それはその人にとっての本当になる。たとえ……自分に都合の悪い事を偽物、都合の良い事のみを本物だと言っても、それがその人にとっての真実になるの。そして、人間は唯一噓と共存している生き物であり、この世界は偽りに満ちている」

「何が、言いたいんですか？」

「ただのアドバイスよ。蒼音様が助言するなんて滅多にないんだから。その幸運に感謝して、せいぜいない頭で考えなさい。それが〝噓〟か、〝本当〟か。もし噓ならそれは誰に対しての噓なのか……時間は有限よ。選べるうちに選んでおきなさい」

　これから先起こるだろう事を予想して、蒼音はさらに笑みを深めた。

　──ああ、早く食べたいな……。
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　次の被害者になるかも知れないので、水野さんは俺が送る事になった。蒼音はというと、何か気になる事があるらしく、また旧部活棟へ行っている。

　アスファルトを夕ゆう陽ひが照らす中、俺は水野さんと住宅街を歩く。

　──それにしても、何だったんだ……。

　蒼音と別れる直前。彼女は、俺に言った。




　──『あの小娘から、目を離さないように、注意なさい』




　まあ離した所で結果は変わらないでしょうけど、と蒼音は忠告するように言った。

　しかし、その意味は分からない。

　──普通に考えれば、次の被害者になるからだろうけど……。

〝そんな事〟で蒼音が俺に忠告するとは思えない。それに、あの試すような視線。きっと何かがある。〝ナニカ〟が、ある。

「あの、弘青さん。瑠る璃り崎ざきさんって……」

「人間だよ」

　彼女の次の言葉を予想した俺は、はっきりと言う。目の前で得体の知れないものと戦ったのだ。疑問を抱かない方が不思議だ。普通は依頼人の前では見せないのだが、あの娘に遠慮などない。まあ、蒼音にかかれば口止めなんて朝飯前だからな。

「あの簪かんざしは魔道具って言われていて。退魔専用の武器職人が作ったものなんだ」

　本来ならば魔力を込めた弾丸や剣などを用いるのだが、日本ではそういった武器の携帯は禁じられており、普通に持ち運ぶ事が出来ない。他国でもそういった分かりやすい武器を携帯しているものは少なく、武器の気配を悟られないように普段身に付ける物を武器としている。そして、蒼音の場合簪がそれに当たる。他にもペン型の拳銃などもあるらしい。

　そして、そういった退魔武器を総括して「魔道具」と呼んでいる。

　──まあ、アイツは魔道具なしでもいけるが。

「じゃあ、あの手は……」

　蒼音の右手から這はい出でた無数の手。いくら彼女でもあれが異常である事は理解しているようであり、怯えた目で俺を見上げる。

　──どう誤魔化すか。またいつもみたく企業秘密とでも……。

　──アイツが考えなしに毎回使うから、いつも俺が誤魔化す羽目になるんだよな。

「こ、弘青さん。おかしくないですか？」

「え……」

　彼女に言われて周囲を見渡すと、確かに妙だ。それほど遅い時間でもないのに、誰もいない。住宅街だから普通は家の中から人の気配がするものだが、それすらない。

　周囲を見渡していると、突然道を塞ぐように黒い影が一つ、二つ、三つ──と続けて現れた。彼女を背に庇かばうと、黒い影は人の形を模した。

「使い魔か。それにしては形が定まっていない。もしかして、悪魔と契約した連中か？」

「え……」

「悪魔と契約した時に、悪魔は何かを人間に要求する。悪魔の中には生存している間じゃなくて、死んだ後に請求してくる場合もある。例えば、死んで魂となった後、自分の使い魔になれ、とか。さっきの影の塊みたいなのも、それだろうな」

　その場合人は自分の形を失い醜い姿に変えられて、永遠に悪魔の奴隷となると聞く。今までそういった元人間を相手にしてきた事がないわけではないが、正直やりにくい。元は人間だったせいか、つい意識してしまうのだ。

　──蒼音の気配は……まだ部活棟の方か。

　なら俺がやるしかないか。俺は片手で水野さんを後ろに下げる。

「水野さん。君はどこかに隠れていて」

「え？」

「いいから！　君は、何も見ない方がいい。悪夢を見る事になる」

「は、はいっ！」

　すぐに彼女は近くの電信柱の陰に隠れて身を固くした。ギュッと目を閉じて耳を塞いでいる。そこまでしろとは言っていないが、俺にしてみれば都合が良い。ここから先は、彼女のトラウマになりかねないから。

　──このタイミングで現れるという事は、人為的なものか。

　──蒼音が渋った理由、今なら何となく分かる。

　今回の事件、悪魔絡みにしては方法が人間くさい。つまり、事件を背後で動かしているのは人間だ。「嘆き」の塊である円堂少年には、ここまで高度な策略を練る事は難しいだろう。そもそも死人である彼は人目を気にする必要などなく、策を練る必要すらない。

　──まあ、それは後で蒼音と考える事として……。

「ひと仕事、しますか……！」

　まず大地を蹴って相手に突っ込む。そして──




「〈我が半身にして我が剣……纏まとえ、〝オロバス〟〉」




　俺が叫ぶと共に、茨いばらを連想させる刻印が全身に広がった。そして、十を数える間に、右半身の爪は黒く鋭いものになり、瞳は赤く染まった。少し茶色っぽかった髪も半分が闇色に染まる。毎度ながら、なんてアンバランスな姿なのだろう。右半身だけが禍まが々まがしく変貌した姿は、かっこ良いとも怖いとも言えない。中途半端なのだ。実際蒼音の前でこの姿になった時は、爆笑された。だから彼女の前でだけは絶対に見せたくないのだ。

『ぐ……が……』

　もう人語すら失っている使い魔達は俺の放つ魔力に反応してようやく動き始めた。しかし、彼らの主と同じ悪魔の魔力を放っているからといって、俺が味方とは限らない。

　そもそも俺は悪魔ではないのだから。正確には、人ですらないが。

「業をもって罪を討つ。それが、俺の罰……さあ、地獄の業火よ！」

　俺は闇が纏わりつく右手を振り上げる。そして、影にめがけて思いっきり振り下ろした。途端、影の身体は黒い炎に焼かれ始めた。

『あ、ぎゃあああああああああああああああああああああああ』

　まだ痛みは残っていたのか。炎に吞のまれながら、使い魔達は蠢うごめく。弱っている虫を踏み潰すようで、忍びないが──そう長くは時間をかけられない。

　一体を火だるまにした後、続いてもう一体へと突っ込む。しかし相手もただやられてくれるわけがなく、もう一体が俺の左足──人間の足へと纏わりついた。底なし沼に直じかに足を突っ込んだような気持ち悪い感覚に、足が捉えられる。

　──本当は火力を上げて消し炭にしたいけど、そうすると俺の人間部分の足も巻き添え喰らうからな。

　仕方なく、俺は影が纏わりついた足を思いっきり上げ──、近くの壁へと叩きつけた。

「ぐっ……」

　鈍い痛みが足から頭へと伝わった。捻挫まではいかないが、正直かなり痛い。

　壁にぶつかった衝撃で、影はへどろのように壁を伝って地面に落ちる。

　そこへ、もう一体の影が近付いた。

「……っ」

　俺は、絶句した。

　影が、影を食い始めた。最初は融合でもしているのかと思ったが、そんな易しいものじゃない。徐々に一つの影の魔力や気配が薄まり──、代わりに残った影の魔力が上がった。

『キシャア』

　影が鳴き声を上げると、何の形も持っていなかった影がコウモリに似た形へと変化した。普通の人間には視みえないかも知れないが、先程よりも存在感が増しており、物質から物体へと変化している。

　──まずい。これ以上進化されると俺が危ない。

　それ以前に、これ以上の悪魔化は……。

『キシャアアアアアアアアアアア』

　コウモリ型は素早い動きで地面を這はう。突っ込んでくるコウモリ型を寸前でかわし──相手の背後に回り込み、

「焼き尽くせ！」

『クシャアアアアアアアアアアアアアアアアア』

　炎に吞まれた使い魔は地面を転がる。助けを求めて腕を伸ばすが、炎に包まれて地面に落ちた。地獄の業火に吞まれた使い魔は欠片すら残さず、綺き麗れいに消し炭となった。泡が弾けて消えるように気配すら残さず消え去り、その場には俺一人が立っていた。

「解除！」

　と、額に指を当てて唱えると──ようやく元の人並みの姿に戻る事が出来た。

　全て燃やし尽くし、残骸すら残っていない地面に向かって、俺は深く頭を下げる。




「〝アレルヤ〟──」




　途端、一気に疲労が押し寄せてきた。

　呼吸を乱しながら自分の身体に異常がないか確認する。

　──よし。まだ、俺のままだ。

　ふぅ、と小さく息を吐いて振り返ると──こちらを凝視する少女が立っていた。

「み、水野さん!?」

　すっかり忘れていた。そういえば、いたんだ。この子……。

「あの、さっきのは……」

「ト、トリック……？」

「無理があるかと」







　使い魔が消えると、元の場所に戻れたようであり、周囲から人の気配が嫌という程に感じられた。いつまでも路上で立っているわけにはいかず、俺は水野さんを連れて近所の自然公園のベンチに腰掛ける。

「オロバスって悪魔の名前ですよね？」

「知っているのか」

　意外だ。悪魔の名前なんてオカルトマニアくらいしか知らないのだが。

「昔、本で読んだ事があります。たしか、人の禁じられた欲望を呼び覚ます悪魔で、死んだ人を蘇そ生せいする事が出来る、って」

「まあ、そんな所だ」

「て事は、悪魔と契約を!?」

「ま、そんな所かな……って、祓エク魔ソシ師ストじゃ結構多いんだぜ!?　悪魔と契約して、悪魔を倒す奴って」

「そう、なんですか？」

　不審者を見るような目が突き刺さるが、一応本当だ。

「なんていうか、悪魔ってさ、他の生き物と違って同族に対する思い入れとかないんだ。だから、同族を喰らう事で自分の魔力を上げようとする悪魔もたくさんいる。そういった奴らと祓魔師はある意味では目的が一致しているんだ」

　他の悪魔を喰らって自分の魔力を上げたい悪魔と、悪魔を倒す事を商いにする祓魔師。互いに目的が一致しており、強い力を持った祓魔師の中には強大な悪魔の影が見え隠れする。有名な例を挙げるなら、ソロモン王もそれに近い。

「じゃあ、さっきの瑠璃崎さんのも、悪魔と契約して得た力って事ですか？」

「ああ。アイツの右手は悪魔と繫つながっている。アイツが必要な時だけ、悪魔は彼女に文字通り手を貸す」

　まさに、「手助け」である。

「まあ、良い事はないけどな」

「え？」

「悪魔と契約して願いを叶かなえても幸せにはなれない。だから、水野さん。よく覚えておくんだ。悪魔が叶えた願いに幸福な未来なんて存在しない」

「じゃあ、どうして悪魔と契約を？」

「あの時は、それしかなかったっていうか……」

「あの時？」

　水野さんはじーっと俺を見る。最初は誤魔化そうと思ったが、今回の事件に大きく関わっている彼女には話してしまった方が、この先楽かも知れない。

「十年前に起きた事件を覚えているか？」

「鈴すず風かぜ町の至る所で起きたテロ事件の事ですか？」

「ああ。同時多発テロとも言える、街の至る所で起こった連続爆破事件」

　十年前の夏。鈴風町の教会を中心に過激な犯罪グループが爆破する大規模な事件があった。今では痕跡すら残っておらず、犯人も全員逮捕された。しかし、その被害は大きく、たくさんの人が怪け我がをして、爆発に巻き込まれて死んだ人もいた。

　それが、日本では珍しい同時多発テロ事件だ。当時の事を覚えている人は少ないが、この街の住人なら、いたたまれない事件として記憶に残っている。

「でも、その事件って犯人は全員捕まったんですよね？」

「表向きはな」

「え!?」

「そもそもあれは人為的なものじゃない。あの事件の中心には悪魔がいたんだ」

「悪魔が起こした事件って事ですか？」

　こくり、と俺は頷うなずく。

「神を崇あがめる宗教があるように、悪魔を祀まつる宗教も存在する。願いを叶えてくれるのは神ではなく、悪魔だと根強く信じている連中。そう、悪魔信者が……」

「悪魔、信者……悪魔を信仰する人達の事ですか？」

「ああ。悪魔信者は、悪魔を心の底から信仰している」

　悪魔が起こす事件や事故の中心には彼らが存在し、祓魔師にとっては同族の敵にあたる。

「彼らは願っても何もしてくれない神を無能だと嘲あざ笑わらい、契約すれば何でも願いを叶えてくれる悪魔を真の救世主だと信じ込んでいる。その彼らが起こしたのが、あのテロだ」

　至る所で悪魔を召喚して、街を壊滅させようとした。無差別に召喚された悪魔は、生きた人間、死んだ人間──全てを喰らった。その企たくらみにいち早く気付いた祓魔師達は街に集い、警察と協力して悪魔を駆逐していった。しかし、その代償は大きく、多くの被害者が出た。その大半が先陣をきって戦っていた祓魔師である。一かず弘ひろもその内の一人だった。

「じゃあ、瑠璃崎さんも……」

「ああ。あいつも、あの事件のせいで悪魔と契約する事態になった。悪魔に襲われたアイツは、生き延びるために悪魔と契約をしたんだ」

　悪魔を滅するために、悪魔と契約する。正直矛盾しているとは思うが、悪魔との契約なんてそんなものだ。悪魔の囁ささやきに耳を傾けた時点で既に間違えているのだから。

　それに、どちらかというとあれは──

「俺のせいか」

　当時の事を思い出すと、自分の無力さが情けない。

「無力だったんだ、俺は。結果、俺は一番大切な女の子を泣かせてしまった」

「それって、瑠璃崎さんの事ですか？」

「……秘密だ」

　と笑いかけると、何かを悟った風に水野さんは微笑んだ。何かえらい誤解をされている気がするが、この際気にしないでおこう。

「悪魔信者に対抗するため、何よりあの子を泣かせないために、俺は悪魔と契約をしたってわけだ」

「そう、だったんですか。確かにそんな事態に陥れば、悪魔と契約せざるを得なくなるのも、分かります。私も、自分が死ぬかも知れない事態に陥ったら、きっと……。いいえ、それだけじゃありません。何を犠牲にしても叶えたい望みっていうのは、誰もが抱えている。それを目の前に突きつけられたら、誰だって願ってしまう。たとえ、それが人の道を外れていようとも」

　そう、悪魔とはそういうものだ。自分が死ぬかも知れない事態。絶体絶命な時。誰も助けてくれない孤独。そういった時に悪魔は現れる。そして、俺達に囁くのだ。「願いを叶えてやろう」と。人はその囁きを神の救いだと錯覚し、代償を承知で悪魔と契約してしまう。全て自分の意思であるせいで、誰のせいにも出来ない。

　──今の俺や、蒼音の境遇も……全ては自分の弱さが招いた事だ。

　だから、これは俺が背負うべき罰なのだろう。

　ふと視線を落とすと、人間の手があった。血が通った、体温のある人間の手。

　しかし、一見ただの人に見えるが、俺の身体はとっくに……

「弘青さん」

　彼女の呼ぶ声で、俺はハッと顔を上げる。

「どうしました？　何か思いつめた顔をしてましたけど」

「いや、何でもねえよ。それより送るよ」

　俺は誤魔化すように立ち上がり、さっさと歩き始める。少し遅れてから水野さんが小走りで駆けてきた。彼女の歩幅に合わせて歩き出すと、ふいに彼女が零すように笑った。

「どうした？」

「いえ、ただ……弘青さんって優しいな、って」

「え!?　そんな事は……！」

　年とし甲が斐いもなく、俺は顔を真っ赤にして両手をぶんぶんと振り回した。その様子が可笑おかしいのか、水野さんはさらに声を上げて笑った。

　──天使だ。天使がおる。

　周りの女子が鬼畜とドＳのせいか、水野さんの優しさが心に沁しみる。

「お、俺なんかよりも水野さんの方が優しいよ。友達のために、襲撃犯を捕まえようとするなんて……」

「え!?」

　俺が感心して言うと、彼女は予想外の言葉だったのかひどく驚いた顔をした。

「友達、って……」

「え？　だってかつてのクラスメイトが襲われたから、危険を顧みずに俺達に依頼してきたんだろ？」

　俺の言葉に、水野さんはさらに困惑した。おかしな事を言った覚えはないが。

「ああ、そうか。友達、なのか。だから、私と同じ目に……」

「え？」

「そう、ですよね。だって友達だもん。友達は何でも一緒。悲しい事も嬉うれしい事も、痛かった事も、全部分け合える。だから、こうなったんだ。ああ、そうか……そうだったんだ。ただ、同じ目に、同じ想いに、同じ痛みに……。だから……何も、間違っていない」

　自らを抱くように両腕を交差させたかと思ったら、交差した腕で自らの腕をかきむしり始めた。「そうか、そうか、そうだったんだ。だから、そうなんだ。やっぱり、そうなんだ。私は、何一つ間違っていなかった」と納得したような呟きが聞こえ──より不気味さを増した。水野さんの爪には引ひっ搔かき傷による僅かな血液が付着し、細い腕には幾つもの爪痕が刻まれた。よく見ると、新しい傷だけではなく、手首に刃物で引っ搔いたような痛々しい傷跡が残っていた。もしかしなくても、これは──

「あー、そうだったのか」

　にっこり、と水野さんは長い苦悩から解き放たれたように──笑顔になった。

　つい数分前の出来事が噓うそだったかのように、彼女は何事もなかったように「行きましょう」と俺の手を引いて歩き出す。

　──何だったんだ、今のは……。

　もしかして、蒼音はこの事を予期して俺に忠告したのか。いや、この程度では蒼音は何も言わない。もっと、これ以上の〝ナニカ〟が彼女には潜んでいる。

　──もしかして、この子……

「あれ？　弘青さん……」

　ふいに水野さんが小さく首を傾かしげて俺を見た。

「ん？」

「いつ前髪切ったんですか？」

「……っ」

　思わず、絶句した。まさか蒼音すら気付かない変化に、初対面の彼女が気付くとは思わなかった。

「さっきまでは目が隠れるくらいはあったと思ったんですけど……私の気のせいかな？」

「そう、だな。一瞬で髪が縮むわけないしな」

「変な事言って、ごめんなさい」

「いいって。それより行こうぜ」







　彼女を自宅まで送り届けた後、俺は再び自然公園のベンチに腰掛ける。

　夜の公園は静かであり、一人になりたい時は最適である。虫の鳴き声が心地よく響き、自然と心が鎮まる。

　──久しぶりに悪魔化したせいか、どっと疲れた。

　少し視線を落とすと、長かった爪が短くなっていた。髪の毛も、彼女の言う通り数ミリではあるが縮んでいる。お陰で切る手間は省けたが──

「一ヶ月前に戻っちまったな」

　自分にしか分からない言葉を呟つぶやく。

　この手は確かに人間のものだ。この腕も足も、心も──全部人間のものだ。空腹を感じるし、まずいものは食べたくない。腐ったものを食べれば腹は下すし、乾燥した紙で指を切る事もある。だけど俺は──人と呼ぶにはあまりに歪いびつな存在だ。

『随分とブルー入っているな』

　ふいに、耳元で童女の声が囁かれた。

　公園は無人であり、俺しかいない。そして、この声は俺にしか聞こえないものだ。

「オロバス。お前、いつからいた」

『お前が解除って叫んだあたりからだ。一時的に戻ったのだが、気になって来ちゃった』

「彼女か」

　オロバスと俺が呼んだ悪魔は、俺に寄り添うようにその場に存在する。見た目は黒い喪服を着た幼い少女であり、その年頃の娘らしく髪を二つに結っている。大人しそうな顔をした、日本人形のような少女。しかし、その姿は祓エク魔ソシ師ストのような魔力を持った人間にしか視る事は出来ない。何故なら、彼女を形成しているのは魔力であり、本当の意味での肉体ではないからだ。その点は、魔力と死魂が同化して生まれる悪霊と同じと言える。ただ悪霊は魔力が尽きれば消滅するが、彼女達は魔力を与える側であり、常に体内で魔力を生み出す事が出来る。外見も好きに変える事が出来るらしく、時代やその時の契約者に合わせて悪魔は姿を変えて現れる。文献によると、動物の姿が多いらしいが、近年は人の姿──特に相手に警戒心を抱かせないように若い異性の姿が多い。

　そして、彼女──と呼ぶべきかは不明だが、オロバスは少女の姿を好んで使っている。俺が初めて会った時も二十代前半の若い娘の姿をしていた。今はわけあって、それよりさらに幼い姿であるが。
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「それより、何の用だ？」

『私の半身はお前に貸しているのだ。久しぶりに使っているみたいだから、気になってな』

　俺の隣に腰掛けたオロバスは、人間の少女のように足をばたばたと動かす。

「早く帰れよ。蒼音に見つかったら、消されるぞ？」

『その時は、運命を共にする事になるな。何故なら、お前の半分は私で、私の半分はお前なのだから』

「まあ、そういう契約だからな」

　俺に寄り添う少女は悪魔である。

　十年前に俺が呼び出した、悪魔──オロバス。

　例の事件で命を落としかけた──いや、俺はあの時彼女との約束を果たさずに死んだのだ。しかし、ある〝未練〟によってこのまま死ぬわけにはいかなくなった。

　そして、俺が取った方法は悪魔と契約して、延命してもらう事だった。




　俺は、一度死んでいる。




　例の悪魔信者の起こした事件。その中で俺は一度死んでいる。しかし、悪霊ではない。悪霊は魂と魔力が同化する事で生まれるが、俺の肉体は無事とは言い難いがこの通りちゃんとある。この手も足も肌も全部俺のものであり、他人の借り物なんかではない。

　だからといって、人間とはもう名乗れないが。

　悪魔はこの世の理ことわりから外れた存在であり、一線を超えてしまった人間が死後悪魔に転生するという話もある。逆に、善行を遂げた人間が天使に転生する場合もある。そして、俺は一線を超えて、決して犯してはいけないルールを破った。もし死後悪魔に転生するのならば、今俺がこうしているのはその「罪」のせいだろう。

『そう、お前の肉体は死んでいる』

　その時の事を懐かしむかのように、少女のような笑みを浮かべてオロバスは言う。

『お前の肉体は、ただ死ぬ前に戻っただけ。死ぬという未来を逆転させて、私の魔力を注ぎ込む事でその肉体は巻き戻ったに過ぎない』

　オロバスは、言う。

『結構大変だったのだぞ？　死をも覆す程の巻き戻しは、いくらオロバス様でも容易な事ではない。魔力の八割を失う事になって、私はこんな姿になってしまったのだから』

「分かっているよ。その事は素直に感謝している」

　蘇そ生せいを得意とする彼女の力で俺は生き返った。しかし、一度死んだ俺の肉体は脆もろく、すぐに朽ちてしまう。だから、俺はオロバスと契約する際、彼女の魔力の八割を注ぎ込まれる事で、俺の肉体そのものにある細工をした。

　つまり、この身体は半分は人間だが、半分は悪魔の魔力で形成されているという事だ。

　そして、巻き戻る事で延命した俺の肉体は、今もその状態のまま。

「あれから十年近く経つっていうのに、見ろよ、この若さ。見た目、蒼音と変わらないんだぜ？　このままいけば、いつか追い抜かれるな」

『後悔しているのか？　蘇生の代償に、未来を失った事を』

「いや、あの時の俺にはこれしかなかった。きっと何度同じ目に遭っても、俺は同じ選択を繰り返すだろうよ」

　俺は〝未来〟と引き換えに、悪魔の魔力と朽ちる事のない肉体を手に入れた。

　そう──俺には、未来がない。

　何故なら、ずっと過去へ巻き戻っているからだ。

　人は生まれ、死に向かっている。死は人にとって未来である。一秒ごとに成長し、一年ごとに違う姿に成長し、人は老いてやがて死ぬ。

　しかし、俺の身体はその逆のルートを辿たどっている。未来ではなく、過去に向かう時間。進化ではなく、退化していく肉体。当時三十代だった俺は、今じゃ十代の若造だ。

　死んだ未来から生きていた過去へ巻き戻り続ける肉体。それが、オロバスが俺にかけた巻き戻しの呪いである。成長時間は普通の人間と変わらず、一年後には俺の肉体は一年前に退化する。そして、悪魔としての力を使う度にその速度は増していく。

「で？　結局何しに来たんだよ？　俺の事を心配でもしてくれたのか？」

『まさか。お前が魔力を消費する度、お前の中にある私の魔力は私の元へ還かえってくる。むしろ使ってくれた方が助かる。じゃんじゃん使え』

「だよな」

　俺は彼女に魔力を借りているだけであり、俺が力を使う度に彼女へ魔力は戻っていく。

　そして、俺にかけられた巻き戻しの呪いの効力で、いずれ俺の肉体はどんどん退化し、やがて消滅する。生まれる前の、何もない姿に。未来を失った、姿に。過去も未来も魂も記憶も姿もなく、ただ消滅する。

　成人は子供に、子供は幼児に、幼児は胎児に、胎児は細胞になり──

「なあ、オロバス。俺の期限って、どのくらいかな？」

『さあ？　魔力を消費すれば早まるし、使わなくても砂時計の砂が全て落ちるように、やがて消滅は訪れる。せいぜいその前に、お前の未練とやらをどうにかする事だな』

「ああ、肝に銘じておくよ」

　彼女とは一心同体ならぬ、二心半体のせいか、悪魔と分かっていながらどこか憎めないところがある。他の悪魔は契約した人間の魂を早く得るために様々な方法で惑わし、或あるいは寿命を貪り、早々に魂を得ようとする。

　悪魔と契約した時点で、悪魔はその人間の魂に自分の印を刻む。その烙らく印いんがある限り、悪魔はその人を取り逃がしたりはしない。そのための印だ。そして、悪魔の烙印を押された人の魂は他の悪魔から見ても魅力的らしく、契約後は常に悪魔から狙われやすくなる。

　といっても、その理由は「他人のものほど欲しくなる」というしょうもないものではあるが。

　しかし、契約に忠実な彼女は悪魔として囁ささやく事はあっても、惑わす事もなければ、約束を破ったりしない。そういった点は俺達人間よりもよっぽど誠実だ。悪魔の中でも高位の位を持つ彼女の烙印があるせいか、他の悪魔から狙われる事は少ない。普通逆なのだが、悪魔すら恐れる程の影響力を彼女は持っているのだ。

『ああ、それから……せいぜい用心する事だ』

　ふわり、と蝶ちようが舞うように彼女は俺の周囲を回りながら言う。

『昼間お前が訪れた場所。あまり近付かん方がいいぞ』

「部室棟の事か？」

『あそこ全体に、微量な魔力が集っている。一応、お前の肉体には私の魔力が残っている。だから、雑魚に簡単にやられ、私の品位を下げるような真ま似ねはしてくれるな』

「分かっている。もう簡単には死んだりしない。二回も死ぬのなんて、ごめんだからな」

『なら、いいが』

　徐々に彼女の気配が遠ざかり──やがて、すぅと消えていった。

　最後に、耳元で別れの挨拶を囁いて。

『じゃあな……』



















『……カズヒロ』







　所変わって、瑠璃崎蒼音は東中の旧部活棟へ向かっていた。夜のせいか薄気味悪さはあるが、そういった感覚のない蒼音の足取りは昼間と変わらない。もし変わっているとしたら、もう一人蒼音と同じく軽やかな足取りで進む影がある事くらいだ。

「だから、何で翠咲がいるのよ」

　と、蒼音は東中近くで偶然遭遇してから、ずっと自分の傍を離れずついて来る常磐ときわ翠咲を鬱陶しそうに見るが──彼女得意の全てを赦ゆるす笑顔で軽くいなされてしまった。

「女の子が一人で出歩く時間じゃないでしょ」

「誰の心配しているわけ？」

「勿もち論ろん蒼音ちゃんの見た目に騙だまされた、可哀想な殿方に」

「蒼音様は蜘く蛛もか」

　そんな事を話している間に、目的の場所へ到着した。

　旧部活棟。東中が過去に使用していたが、今は使われていないような事を言っていた。

「旧なんてつけているわりに、随分と出入りが激しい所だね。君達が訪れたのが今日なのに、ここ一ヶ月は人が出入りしているみたいだね」

　と、翠咲は埃ほこりだらけの廊下に続く足跡を見て言う。

「中はもっと凄いわよ。他の部屋はそうでもないのに、何故か野球部の部室へ続く廊下には蜘蛛の巣一つなかった」

「あら、致命的。そこにほぼ毎日通い詰めている証拠じゃないの」

　一応巫女みこを名乗るだけはあり、翠咲の洞察力は蒼音にも勝るとも劣らない──いや、やっぱり蒼音様は完璧だから蒼音様には劣るけど、まあまあやるじゃない、程度にしておきましょう。

　ふいに、翠咲は周囲を確認するようにキョロキョロと見回し始めた。

「どうかしたの？」

「ここ、生きた人間だけじゃなくて、死んだ人間の出入りも激しいみたいだね。まあ、蟻あり地じ獄ごくに近いけど」

「蟻地獄？」

「浮遊霊や死んで間もない霊魂。その子達があの部屋の中に吸い込まれるように集っている。それも自分の意思じゃない、何かに無理やり動かされて、ね」

「成程。どうりで動物達もここを避けているわけね」

　となると、やはりあの魔法陣はそのためのものか。

　最初はそのつもりはなかったが、ついてきてしまったのなら利用させてもらおう。蒼音が旧部活棟の壊れた扉を踏みつけて入ると、案の定翠咲もついてきた。どこか湿っぽい空気や澱よどんだ気配は昼間と同じだが、別の専門家からの視点だとまた違って視えるようだ。

　進む度、翠咲はコバエでも払うように手で何かを弾き飛ばしている。

「ここ、本当に幽霊が、多いな。全く関係のない子達まで取り込まれているって事は、やっぱり……」

「悪魔、ね」

　問題の野球部室の扉を開けると、やはり床に刻まれた魔法陣から微かに魔力が漏れ出していた。魔法陣はラテン語で描かれており、一応正式な術式のようだ。しかし、描いた本人に十分な魔力どころか、専門的な知識すらないせいで、穴の多い術式になっている。周囲の浮遊霊がこの部屋に集っているのは、術式に隙間があるせいだ。といっても、蒼音に幽霊は視えないので周囲がどういう状況かは分からないが。特に興味もない。

「これは、酷い」

　翠咲が魔法陣を前に呟いた。

「制御のきかない術式のせいで、霊魂が無差別に魔法陣に取り込まれている」

「どういう事？」

「魔法陣の中心に、少年の霊がいるの。その子の嘆きが、そのまま呼び出された悪魔の魔力の糧とされている。蒼音ちゃんも、知っているでしょ？　悪魔が糧とするものは、たくさんある」

「当然よ。悪魔の種類によって〝餌〟は変わる。魂を糧とする悪魔もいれば、生物の発する恐怖心や嘆き……そういった想いの放つエネルギーを喰らう奴もいる。精力を糧にするエロ同人みたいな設定を持つ悪魔もいたわね」

　糧といっても悪魔は生物ではないため、生命を維持するためではない。飢えを感じる事もない。ならば何のための糧か──それは、嗜し好こうだ。人間だって食事は命を繫げるためだけではなく、単純に楽しむためにも必要とする。それと同じく、そういったエネルギーを摂取する事が悪魔にとって至高の嗜好にして、最高の娯楽だ。

　今、蒼音の中に眠る悪魔も、蒼音の行動を利用している。その事を蒼音が不満に想う事はない。むしろ当然だと思っている。

「簡単に言ってしまえば、今回は少年の嘆きが周囲の霊を呼び寄せて、悪魔の糧にしているって事」

「つまり、少年が餌で、その餌に群がるバカを喰らっているアホがいるって事ね」

「付け加えると、糧にされているのは少年の嘆きと、少年の嘆きに呼びよせられた浮遊霊の魂の二つだね」

「さらに付け加えると、そのアホを裏から操ったつもりでいる勘違いもいるようね」

　そこで一度言葉を切ると、蒼音は魔法陣の中心に視線を移動させる。そして、振り返らずに翠咲の名前を呼ぶ。

「中心にいる少年とやらと交信出来る？」

「任せて」

　お願い、とは絶対に言わない蒼音の性格を知っている翠咲は蒼音が「命令よ」という前に魔法陣に近づいた。魔法陣はいわば檻おりのようなものであり、術式を施した本人以外は触れられないようにあらかじめ細工がされていた。翠咲が何かに導かれるように手を伸ばすと、それを視えない何かが弾いた。

　──厄介ね。霊関連の術式じゃ蒼音様の専門外だし。こんな事なら弘青を連れてくるべきだったかしら。

　一弘の使い魔を名乗る下級悪魔の弘青は、その魔力の弱さゆえ悪魔としては最弱であり、人間に化ける事が得意な事くらいが取り柄だ。しかし、弱いとはいえ悪魔だけのことはあり、こういった術式に触れる事くらいは出来るかも知れない。蒼音がそんな事を考えていると、軽い火傷やけどを負った翠咲が手を引っ込めた。そして、目の前ではない、どこか遠くを見つめる。




「〝緑りよく陽ようの巫女の名のもとに、界の狭間を超えて、我が声に応えよ〟」




　続く言葉は唄のように安らかで、安あん堵どさせる慈愛を秘めていた。

「さあ、もうお前を縛るものはおらん。ここより先は、神がお前を見とる。なんも恐れる事はない。我は、神の代行者。さあ、お前の恐れるものを我に教え」

　以前弘青に聞いた話だが、巫女や陰おん陽みよう師じといった霊的な存在と未み来らい永えい劫ごう付き合う覚悟を持った霊能者達には、それぞれ特異な能力と得意な術式が存在するらしい。

　その中でも、翠咲は霊や妖あやかしといった本来人が関わる事が出来ない相手や、自らの殻に入り込んだ相手の魂と直接会話する事が可能だ。相手と会話する事で、心を開く事が出来るそうだ。言こと霊だまと呼ばれるそれは、言葉の力をもって対象者の本当の望みを聞き出す事が出来る。まあ、当の本人は喫茶店のマスターを本業としているため、滅多に巫女としての力を使わないらしいが。

「そうだったの。それは、哀かなしい事だね。ええ……ええ、分かったわ。もう、いいのよ。君の気持ちは十分に分かったから。だから……後の事は、大人に任せなさい」

　翠咲は突然険しい顔つきになると、魔法陣から離れる。そして、入口付近まで移動すると、野球部のロッカーに向かって──拳を突きつけた。

「おらぁ！　そこか！　そこなのか！　テメエマジ地獄見せちゃるからなっ！　あんな幼気いたいけな少年に何さらしとんじゃワレェ！」

　ロッカーがひしゃげた。もし中に人がいたら骨の一本でも折れているだろう。

　──巫女？　巫女だよね、この人。

　さらに、チンピラの如く前方から、左右から、彼女の拳や蹴りが放たれる。

「テメエみたいのがおるから、戦争がなくならねえんだよ！」

　なんかスケールのでかい話になっている。

「社員は使い捨ての消耗品やない！　そんなだから、売上伸びねえんだよ！　そんなに飢えているなら、〈自主規制）行って鞭むちで〈自主規制〉してこいや！」

「何の話しているのよ」

「潰れろ、腐れブラックが！」

「だから、誰に言って……って、まあいいわ」

　彼女の罵声を聞いていた蒼音は段々とうずうずしてきた。無抵抗のロッカーという所が残念ではあるが、これがもし朝会ったような身の程知らずの少年達だったら、迷わず蹴り飛ばしていただろう。

　──ああんっ！　あの子達の怯え切った表情、思い出しただけでゾクゾクしてきた。

　気付くと蒼音は、翠咲の隣でロッカーを不良の腹を蹴る要領で蹴り飛ばしていた。

「どうせ〈自主規制〉みたいな所から生まれた〈自主規制〉が！　〈自主規制〉な〈自主規制〉で、〈自主規制〉して、〈自主規制〉するくらいしか能がねえんだろ！　この〈自主規制〉が！」

「もう、蒼音ちゃん。ダメだよ。女の子がそんな事を言ったら……いけないんだー」

　突然翠咲は拳を解いて口元を両手で覆った。もはや数分前の自分の行動などとうに忘れている。

「まあ、お陰で壊す事が出来たけど」

　と、彼女は壊れたロッカーを手刀で割ると、中から細切れになった紙を取り出す。内側に貼られていたもののようで、細かい字が星を描いている。

「これは？」

「降霊術の術式。魔法陣に閉じ込められている子は、降霊術で無理やりあの世からこの世に呼び戻されたみたい。悪霊じゃないのに存在出来る理由は魔法陣自体に微量な魔力があるせいだね。力ずくで魔法陣を壊せば、あの子の存在を支える魔力が消えて、彼も……」

　それが、少年の嘆きの源でもある。

「まさに生き地獄ね。死んだ後も悪魔の糧として利用されるなんてね」

「降霊術の術式を壊しても、主犯の悪魔と契約者を倒さない限り、魔法陣から出る事が出来ない。だから、蒼音ちゃん」

「知らないわよ、蒼音様は。そもそも死んだ人間に感情があるなんてありえないし。二次元じゃないんだから、人生にダブルチャンスなんてあるわけがない。だから、蒼音様は、死んだ人間のためなんかには動かない、絶対に」

　彼女が何を言おうとしているか気付いた蒼音は、軽く手を振りながら入口へ向かう。

「だから、そこのボウヤにもはっきり言っておいて頂戴。蒼音様に喧けん嘩かを売った罪は重い。その悪魔も契約者も、みんなまとめて蒼音様の下僕にしてあげる、って」

「つまり、悪魔はぶっ飛ばしてあげるから待っていなさい、って事だね。ありがとう、蒼音ちゃん」

「人の話、聞いていた？　嫌だわ、これだからおばさ……」

　全てを言い終わる前に、蒼音の間近の壁に鋭利な何かが突き刺さった。

　蒼音がおそるおそる振り返ると、どこから取り出したのかフォークが突き刺さっていた。

「もう、蒼音ちゃんたら。おーちゃーめーさーん」

　目が、笑っていない。

　──嫌だわ、これだから年齢を気にしだす賞味期限切れは。

　言葉にしてやりたい所だが、あまり面倒な事になると今後喫茶店を利用出来なくなりそうなので、とりあえず黙っておいた。

「でも、術式取り出すだけなら普通にロッカー開ければいいだけじゃない」

　人の事を言えた義理ではないが。

「鍵、かかっていたから」

「あそこまでする程のものだったの。案外頑丈ね」

「ただの鬱憤晴らしだよ？　昔のバイト先への恨み含めて」

　と、とても良い笑顔で返ってきた。

　ふいに翠咲は魔法陣の中に閉じ込められている幽霊を振り返った。

「あの子、ずっといじめられて育ったみたいなの。だから助けを呼んだ所で誰も助けてくれないって事を理解していた。誰にも助けを求めず、一人で苦しんでいた。可哀想な子」

「いじめられて自殺、ね。蒼音様には理解出来ないわ。いじめを苦に自殺するくらいなら、全員巻き込んで心中した方がマシね」

「違うよ」

　ぽつり、と言った翠咲の言葉には凄みのようなものがあり、一瞬で空気が静まり返った。

「あの子、自殺なんてしていない。真っ向からいじめと向き合って、たった一人で戦ってきた。どうせ三年我慢すれば済む話だ、って。高校に行けば、楽しい事ある、って。ちゃんと未来に希望を持っていた。とても、強い子」

「自殺じゃない？」

　おかしい。水野マイの話だと彼はいじめられていて──

　──そういえば、一言も〝自殺〟したとは言っていなかった。

　ただ動画のテロップに書かれていただけであり、彼の死因については誰も触れていない。いじめられていた少年の幽霊から、勝手に「自殺」だと決めつけていただけだ。

「彼が教えてくれたの。あれは、本当に事故だったって。確かに彼らの過失だったけど、本当に事故で……恨まなかったと言ったら噓うそになるけど、自分は生きることを諦めたりしなかったって」

「事故死って事？」

「まあ、ある意味殺されたようなものだけど。断片的だけど、あの子の記憶を垣かい間ま見みた」

「嫌だわ。覗のぞき趣味なんて……」

　という蒼音の相手を茶化す発言は華麗に無視された。

「石を投げられる事はよくあった事みたい。だけど、その日は苛いらついていたのか、彼らはいつもよりしつこかった。それで、学校を出た後も執しつ拗ように追いかけてきて、その内の一つが致命傷になった」

「事故っていうか、殺人じゃないの、それ」

　翠咲いわく──円堂誠二の死因は脳のう挫ざ傷しようだそうだ。幾つもぶつけられた石の一つが彼の命を壊した。しかし、即死というわけではなく、痛みを抱えながら彼は彼らから逃げ続けた。そして、辿たどり着ついたのがここ旧部活棟の野球部室だった。

　──そういえば、昔事故死した生徒がいたとかいなかったとか。

　小いらい娘にんがそんな事を言っていたような気がする。

「彼は意識が朦もう朧ろうとする中、ここまで逃げてきた。だけど彼らは諦めなかった。半分意識のない彼を、バットやラケットで殴り続けた。やがて彼らは円堂君が死んでいる事に気が付いた。焦った彼らは、彼の身体を部室棟の屋根から突き落とした。それで、口を揃そろえて言ったそうよ。悪ふざけで屋根に上がって、勝手に落ちた、って」

　それを鵜う吞のみにするほど教師や警察もバカではない。彼の身体の損傷を見れば、落ちた時の傷と殴られた時の傷の区別くらいはつく。問題は、それをやったのが「我が子」である事だ。警察の上層部や医者の子供達。他にも権力者の親を持つ子供達の犯行は、全てもみ消された。そして、「事故死」となった。いや、事故死でなければいけなかった。それを蒸し返すバカがいなかったせいで、それが真実──彼らにとっての〝本当〟となった。学校側も誰を庇かばうべきか、ちゃんと理解していた。

　でなければ、彼の結末がこんな事にはならなかっただろう。

「愚かね。その少年も、教師も、生徒も。全員が被害者面していて」

　嘲るように、蒼音は笑った。

「滑稽すぎて笑えてくるわ。本当に、人間は愚かだわ」

「愚かって……」

「自分より劣った相手を欲しがるくせに、いざ自分より優れた人が現れれば嫉妬に狂う。一人じゃ何も出来ない雑魚の分際で、いざ集団になると途端に強がる。自分一人じゃ何も決められず、他人の意見に乗っかるくせに、いざ自分の意にそぐわない結果になれば、裏切られた、と平気でわめき散らす。そして、みんな……自分が一番正しいと思っている。自分の考えがこの世の理ことわりとでも思っているのかしらね。円堂少年を殺した連中だって同じじゃない。自分は殺していない、友達がやれと言ったから、友達が殺していないと言ったから……ぜーんぶ他人のせい。ホント、頭がいいだけのお人形さんは面白みに欠けるわ」

　その結果、円堂誠二は死んだのだ。彼らに弄ばれて、死んだのだ。そう考えると彼の人生とは彼らのために捧ささげられ、彼らのために終わったとも言える。

「最高の悲劇じゃない」

　ご馳ち走そうを前にした時のように、蒼音は唇を舐なめる。そして、魔法陣の中心にある円堂誠二のネームプレートと、瓶に詰まった砂──彼の遺骨を見る。降霊術の際に用いたものだろうが、死んだ後も解放されないとは──本当に彼の悲劇は最高にして最上である。

「ホント、どうして人間はこうも分かりやすいくらい愚かなのかしら。誰かのために、と偽善を吐いて、それらしい言い訳さえあれば殺しを厭いとわない。といっても、彼らは殺人を犯した自覚もないでしょうけどね。本当に最高に面白いわ。偽善も必要悪も、大差ないって事にどうして気付かないのかしらね」

「蒼音ちゃん」

　咎とがめるように、翠咲が蒼音の名前を呼ぶ。もし相手が口うるさい保護者気取りの低級悪魔だったら蹴り飛ばして終わるのだが。

「知っているでしょ？　蒼音様には、分からないのよ、そんなもの。分からないからこそ、蒼音様はその感情それが欲しいの。だから、蒼音様は……食べるの。食べて、嚙かんで、飲んで、啜すすって、砕いて、壊して……蒼音様は、奪うの」

　魔法陣の中心にいるらしい少年を見る蒼音の目は狂気に満ちていた。

　ふいに、蒼音は白いレースの手袋に触れる。蒼音の右手は悪魔と繫つながっている。一度魔道具である手袋を取れば悪魔の手が、全てを喰くらい尽くす。それを見る度、蒼音は思わずにはいられない。

「本当に羨ましいわ。蒼音様も……食べちゃいたい」

　そう言って微笑んだ顔は、やはり狂気に満ちていた。







　瑠璃崎蒼音の中には、悪魔がいる。

　その性格ではなく、本当の意味で悪魔が住んでいる。十年前に交わした契約により、悪魔は蒼音の右手を伝って文字通り蒼音の手となって働く。

　悪魔には多くの種類があり、それぞれ得手不得手がある。膨大な知識を与える者もいれば、強きよう靱じんな肉体や若返りや永遠の美を与える悪魔もいる。

　そして、蒼音が契約した悪魔──『悪あく食じき』の称号を持つ悪魔・ベルゼブブは、他と違った性質を持っていた。

　その時の事を思い出しても、今でも何が起きたのか分からない。悪魔との契約で必ず契約者は何かを失うというが、蒼音は本当に自分が何を失ったのかが分からないのだ。




　分からないからこそ、蒼音はそれを求める。それを求め、今日も悪魔を狩るのだ。
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　瑠璃崎蒼音の記憶は、哀かなしみに満ちていた。




　幼少時のとある事件をきっかけに、蒼音は家と家族を失った。

　幼くして全てを失った少女は心を壊し、その時の彼女に感情というものはなかった。

　そして、当時の事件に間接的に関わったという祓エク魔ソシ師スト──瑠璃崎一弘の養女となった。




　最初から、全て上手くいったわけではない。




　当時の蒼音は心を閉ざし、全てを拒絶していた。そんな蒼音に一弘は諦めずに接したが、それすら「可哀想な女の子」に同情しているだけの偽善者としか感じられず、煩わしいとすら思っていた。

　──どうせひと時限りの哀れみ。すぐに飽きてしまうに決まっている。

　彼が優しく接する程、蒼音の心は離れていき、自分の世界から追い出した。

　自分でも引くくらいのぞんざいな態度を取り続けた。酷い事をたくさん言った。やつ当たりのように、何度も彼を傷つけた。しかし、いつも彼は笑って許してくれ──、冷たく閉ざした筈はずの心が、次第に熱を帯び始めた。

　彼が、取り戻してくれた。




　たくさん傷つけ、ぶつかって、最後は泣いて叫んで──それでも彼は傍で笑っていてくれた。




　──この手を、はなしたりしなかった。




　そして──時間はかかったが、蒼音は心を開き、彼に深い信頼を寄せるようになった。




　──彼が、好きだった……。




　何気ない会話に何度も頷うなずいてくれる彼が好きだった。神父様と呼ぶと、照れたように笑う彼が好きだった。面倒くさがり屋なくせに、決める時は決める彼が好きだった。

　しかし、幸福な時間は長くは続かなかった。




　十年前。悪魔信者が起こした、テロ事件。当然一弘にも応戦命令が下りた。

「大丈夫だ、蒼音。俺は必ず帰ってくる。だから、俺の帰りをここで待て」

「うん。神父様の帰りを、蒼音は教会で待っている。だから、早く帰ってきてね」

「ああ、いってきます」







　蒼音が教会で一弘の帰りを待ち、数時間が経過した頃。突然教会の窓が割れた。

　──どうして？　ここには神父様の結界が……。

　──まさか、彼の身に何か……？　いや、そんなわけない。神父様を信じよう。




　だから、なんとしても──生き残る！




　襲いかかってきた悪魔から逃げるうちに、蒼音は一弘の書斎に逃げ込んだ。

　祓魔師という職業のせいか、彼は色んな魔道具を持っていた。悪魔を討つための武器のような道具が並ぶ中、蒼音は大きな壺つぼに手を伸ばした。

　以前、彼が言っていた。学生時代に退魔組合の仲間と戦った七体の悪魔がいて、あまりに強すぎるため討つ事が出来ず、巫女みこの血統の先輩と協力して壺の中にその悪魔を一体ずつ封じ込めた。そして、その一つを一弘が保管している、と。

　蒼音もある程度の知識はあり、その壺の中の悪魔がどれだけ強力かは理解していた。封印されている筈なのに、肌を焼くような衝撃が蒼音を襲った。

「ごめんなさい、神父様。だけど、貴方との約束は守りたいの。だから、許してね」

　幼い手が壺に触れるのと、悪魔が蒼音を追って書斎の扉を開くのは同時だった。

　そして──





＊






　──あれから、十年……か。

　ふいに、蒼音は自分自身の右手に視線を落とす。白い手袋は翠咲にもらったものであり、悪魔を封じる壺と同じ役割を持っているらしい。本来なら契約時に蒼音が差し出した「あるもの」を悪魔は絶えず喰らい、蒼音はとっくに空っぽになる筈だった。それを手袋によって発動時間という制限を与える事で最小限に留めているのだ。

　悪魔ベルゼブブは『悪食』の名に相応ふさわしく、常に飢えている。魂を喰らってもその飢えは満たされる事がない。その底のない欲は今蒼音単体へと向かっている。

　──神父様が帰って来ないのに、全然哀しくないなんて。

　悪魔を宿した蒼音の中では、悪魔は常に蒼音のあるものを喰らっている。




　そう──哀しみを。




　喜怒哀楽の中の「哀しみ」の感情。

　それを悪魔は求め、蒼音は力と引き換えに哀しむ心を喪うしなった。

　蒼音という人間は常に哀しみを秘めていた。家族を失って哀しい。神父様が離れていきそうで哀しい。一人になりそうで哀しい。神父様と本当の親子でない事が哀しい。その事をからかわれて哀しい。そして──神父様との約束が守れなくて哀しい。

　悪魔は、その哀しみに惹ひかれた。

　蒼音の悲劇に強く興味を持った悪魔は、それを糧に蒼音に封印されていた魔力を与える。

　結果、教会の中に入り込んだ悪魔は蒼音が全て倒した。本当なら教会の外へ逃げるなり、他の祓魔師に助けを求めるなり、助かるための方法はあった。しかし、それでは「教会で帰りを待つ」という神父様との約束が守れなくなる。そのため、蒼音は悪魔と契約してまでその約束を守ろうとした。しかし、蒼音の力は悲劇を糧に生まれたものだ。その結末には哀しみがつきものであり、今も蒼音は悲劇の中にいる。といっても、そういった感情は常に食われているため、哀しいと思う事すらないのだが。




　──蒼音様は、哀しみを知らない。




　神父様が帰って来ないのに、涙一つ溢あふれなかった。

　その理由が知りたい。喪ったからこそ、蒼音は「哀しみ」を知りたい。

　悪魔の起こす騒動に、悲劇はつきものである。悪魔の魔力の中には犠牲となった人間の魂や悲嘆が混じっている。悪魔を倒せば倒す程、蒼音は魔力に混じったそういった未練を飲み込む事が出来る。しかし、それは全て悪魔の手を通して蒼音の中にいる悪魔が喰らい尽くすため、蒼音がその感情を知る事はない。

　──早く蒼音様も食べたいな。

　悪魔の飢えを満たす程の、或あるいはそれ以上の悲劇を飲み込めば、いつか哀しみを喰らう事が出来る。そのために、蒼音は悪魔を狩る。狩る事で悲劇を、哀しみを、ぽっかりと空いた心の穴を埋めようと、今日も蒼音は悲劇を探して彷徨さまよう。

　周囲から「酷い」と言われるが、何がどうしてそういう結論に至るのかが分からない。

　どうして暴力を振るう事が酷い事なのか、中傷する事が悪い事なのか、そして傷つくと人は哀しむのか。それが分からない。分からなすぎて──空腹になる。

　ふいに、蒼音は昼間の少女を思い出す。どこか影のある、同年代の女の子。彼女の依頼を受けると決めた時から、薄々だが蒼音はこの結末が読めた。そして、この依頼を達成する事で蒼音は自分が求めている最高の悲劇と出会える──そんな気がしたのだ。
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「……はい、はい。そういう展開っすか」

　公園でオロバスと別れた後、俺は携帯電話の向こう側の相手と会話する。

『魔法陣自体が悪魔と繫がっているみたいで、巫女の私じゃ触れなかったよ。降霊術の一種……というか呪いだね。亡霊を閉じ込めるための牢ろう獄ごく。しかも術式にムラがあるせいで、力ずくで壊せば閉じ込められてる少年も無事じゃないから気をつけて』

　と、電話の向こう側で翠咲さんはのんびりとした口調で返す。

「毎度すみませんね、翠咲さん」

　水野さんと一緒に喫茶店を出る時、一人で旧部活棟へもう一度行くと言っていた蒼音が心配になった俺は、こっそりと翠咲さんに同行を依頼していたのだ。無論蒼音には内緒で。口の上手さでは蒼音より翠咲さんの方が人生経験の差で上だ。一弘以外で蒼音を納得させられるのはせいぜい彼女くらいだろう。今回は霊も関係していたため、巫女である彼女の方が適任だ。

『気にしないで。だけど蒼音ちゃんが心配なら一緒に行けばいいんじゃないの？』

「それはそうなんですけど、俺は水野さんのことを任せられていたし。それに、ずっと傍に居続ける事は〝見守る〟事にはなりませんから」

『どういう意味？』

「俺の役目は一弘さんの代わりに蒼音……様の傍で彼女を見守り続ける事です。そりゃ本気でまずい時は割って入りますけど。だけど、いつも傍にいて、いつも庇っている事は護まもる事にはなりませんから」

　以前の一弘のように蒼音を溺愛してずっと傍に居続ける事は簡単だ。しかし、それは蒼音の世界を限定させ、彼女の成長を邪魔するのと同じ行為でもある。一度、俺はそれで間違えている。そのせいで、彼女は世界を壊しかけたのだから。

　もう同じ間違いはしない。俺は蒼音と世界を繫げ、蒼音の未練を作る。そのためにもずっと一緒、というわけにはいかないのだ。それは一弘が弘青になっただけだ。まあ、彼女は彼女で一弘一筋のせいで俺の事なんて未いまだに認めずにいるから、その心配はないだろうが。

「それに、アイツの性格がひん曲がったのは、一弘さんが甘やかしすぎたのも原因の一つですからね。せめて俺だけでもダメな事はダメだって言ってやらないと」

　言った瞬間返り討ちに遭うがな。

『ふぅん。アシスタントも大変だね』

「ええ、まあ……お陰で必殺奥義・ジャパニーズ式ＤＯＧＥＺＡを習得出来ましたよ」

　主に学校及びＰＴＡに対する俺の必殺技である。プライド？　何それ食えるの。

『だけど、納得。だから蒼音ちゃんの傍にいられるんだね』

「え？」

『もし君がずっと蒼音ちゃんの傍で何でもかんでもこなしていたら、きっと蒼音ちゃんは君を遠ざけていたと思う。つかず離れずって言うのかな？　君達の間にある一定の距離は、とても賢い距離だと思うよ』

「まあ、基本俺が振り回されているだけっすけどね」

『そんな事ないよ。そりゃ、私も最初は悪魔がアシスタントになるって聞いた時は驚いたけど。一弘君の使い魔なだけあって、ちゃんと蒼音ちゃんをフォロー出来ている。蒼音ちゃんもコー君の事は、一弘君には及ばないけど、他の人と同じには見ていないと思うな』

「まあ、舐なめられているだけっすけどね」

『そんなアシスタント君に、お姉さんがスペシャルな情報をあげちゃう。蒼音ちゃん、警察に職質受けているから、帰るなら回収してあげてね』

「それを先に言って下さい！」







「本当にすみませんでした！」

　駅前交番前。俺は地面に額を擦りつけて、土下座──いや必殺奥義をおみまいする。

　遅い時刻に女子高生が制服姿で出歩いていれば、当然厳重注意される。

　が、相手は蒼音だ。警察からすれば当然だと思って声をかけたのだが、当の本人は罵倒、暴力の連れん繫けい技わざを繰り出し──、結果保護者呼び出しだ。ちなみに職質を受けたのは今月で五回目、俺が土下座した回数は二十を超えたあたりから数えるのをやめた。

「ちょっと、弘青。早くしてよねー」

　はい、原因のご登場です。

　警官が蒼音に声をかけた事が運のつき。蒼音の行動は目に余る。学校では教師、店内では店員、外では警察などのご厄介になる事は星の数。そういった連中をどうやって黙らせてきたかというと──毎度お馴な染じみ調教である。

　カウンターのようなテーブルの奥。本来は関係者以外絶対立ち入り不可の場所で、蒼音は足を組んで座っている。

　何処どこにって？　警官の背中の上にだよ！

　四よつん這ばいになった警官の背中に座りながら足を組む姿は、そういった店なのかと疑いたくなる大変危険な絵面だ。もう既に調教済みの警官は床で四つん這いになりながら「蒼音様の尻が、豚野郎の背に……」やら「いっその事ここで全て脱いでしまえば、直に蒼音様の重みを」やらかなり危ない領域まで足を踏み入れている。婦警は婦警で「蒼音様、紅茶です」とメイドのように彼女の傍らに立っている。

「ちょっと揺れるんだけど。息止めてくれない？」

「はい、蒼音様！」

「そこは従わないでいいですよ！」

　こいつ本気で息を止めかねないが、酸欠で顔が青ざめながらもどこか幸せそうでもある。

「ちょっとまだ揺れるわ。心臓も止めてくれる？」

「はい、喜ん……」

「だから、ダメだろ！」

　日本、終わった。

　警官で遊ぶ事に疲れたのか、蒼音は軽く跳んで警官という名の椅子から降りる。そして、無言で右手を宙に差し出すと、すぐさま婦警さんが蒼音の荷物を手渡す。

「さあ、足も来たことだし、帰るか」

　と、蒼音様は軽く手を振ってそそくさと交番を出る。その時、土下座していた俺の頭を踏んでいった気がするのだが、絶対にわざと──だよな。




　結局俺一人が厳重注意を受ける羽目になった。保護者だから仕方がないが。それに、蒼音のせいにでもしたら何されるか分からない。警官には「次、蒼音様の機嫌を損ねてみろ。発砲許可出るからな」と言われる始末だ。どこの国の常識だ、それ。
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　交番を出ると、待っていてくれたのか蒼音が立っていた。彼女はにっこりと笑った後、唐突に俺の顔を両手で摑つかみ、ぐいっと引っ張った。身長差があまりないせいで、目の前に谷間が迫った。

　──落ち着け、俺。娘の成長に何びびっているんだ。いや、びびってねえし。全然平気だし。翠咲さんの方が全然好みだし！

「ほんっとムカつくわね！　何なのこの肌のツヤ！　蒼音様に対する嫌がらせ!?」

「はい!?」

「そりゃ悪魔だから姿形を変えられるのは分かっているけど、会う度に若返るってどういうつもり!?　恐怖で老化すればいいのに」

　水野さんが気付いたくらいだ。蒼音が気付かない筈はずがなく、俺が一ヶ月若返っている事を不満そうに蒼音は指摘する。弘青として蒼音を引き取りにいったのが十年前であり、それから十年間俺は蒼音と暮らしている。その中、蒼音が成長するのとは逆に、俺はどんどん若返っていく。悪魔だから姿形は変えられる、と説明しているが限界がある。一弘として生きていた時よりも俺の魔力は低く、悪魔としての能力なんてオロバスに借りた魔力を使わなければ発揮出来ない。そんな俺が若返っていくのが不満なのか、年頃だからなのかは不明だが、悪魔化して急激に若返ると、大抵蒼音に絡まれる。

「ムカつくわ、弘青。雑魚魔の分際で、ピチピチな蒼音様に挑戦しようなんて」

「してねえよ。つうか補導される前に帰るぞ」

　と、俺が蒼音に背を向けた瞬間、彼女の手が俺の襟首を摑んで地面に引き倒した。鬼畜だ。転倒しながら蒼音を見上げると、蒼音はあくどい笑顔をしていた。

「あら、弘青。何を勝手に行こうとしているのかしら？」

「いや、だからウチに……」

「何故足であるお前が先に行くの？」

　嫌な予感がした。予感は最悪な事に的中して、蒼音はニッコリと笑い──

「さあ、跪ひざまずきなさい。蒼音様は疲れたの。もう一歩も動きたくないの。だから、弘青が運ぶべきでしょ」

「駄だ々だっ子こか！」

「今すぐ跪かないと、交番に駆け込むわよ！　弘青が蒼音様に乱暴したのー」

「やめて！　それ射殺コースだから、やめて！」

　先程の調教済み警官を思い出し、俺はしぶしぶその場で片膝をつく。そして、彼女に背を向ける。

「ほら」

「何しているの？　蒼音様のおっぱいを堪能しようとしている魂胆が見え見えよ」

「しねえよ！」

「蒼音様を運ぶのなら、蒼音様の視線よりも下で、蒼音様の視界を塞がないように運ぶべきよ」

　四つん這いになって運べと!?

　おぶるだけでも恥ずかしいのに、そんな事したら確実に補導される。相手が駅前交番だったら射殺される。どうしようかと考えていると、蒼音様は悪巧みしている事が丸分かりなとても悪い顔になった。警告。今すぐ逃げた方がいいかも知れない。

「あら、蒼音様は別にいいのよ。弘青が嫌なら、その辺の適当な家畜を使うから」

「ダメに決まっているだろ！」

　咄とつ嗟さに、俺は怒鳴るような大声を上げてしまった。夜のため人通りは少ないが、全くいないわけではない。通行人の何名かがこちらを一いち瞥べつした。

　そして、蒼音はそれが分かった上であえて言ったのだろう。そんな事を言えば俺がどういう反応をするのか、分かった上で、言ったのだ。嫌な女だ。

「あら、でも弘青は嫌なのでしょう？　なのにどうしてムキになるのかしら？」

「だから、俺以外に命令するんじゃねえよ！」

　気付いた時、俺は蒼音の両肩を摑んでいた。

「お前の命令は俺が聞く。だから、そんなどこの馬の骨とも知れない奴と関わるな」

　蒼音は、異常な強さを持っている。賢い人間なら、ものの数秒で逃げ出すだろう。しかし、世の中にはそういった異常性に惹ひかれる相手もいる。そして、同じく異常性を持った男が蒼音に近付く事もある。蒼音も年頃だ。危険な男に惹かれる可能性もある。中には身体目当てな奴だって……。

　──俺の愛まな娘むすめに触れた暁には、化けて出てやる。結婚式で脱だつ糞ぷんさせてやるからな。

　そうならない事を祈りながら、お父さんの胃は今にも爆発寸前だ。

「ふぅん。そんなに蒼音様がいいの？　嫌だわ。蒼音様、弘青みたいな家畜野郎はタイプじゃないんだけど。あまり邪よこしまな目で蒼音様を見ると、後で痛い目みるわよ？　社会的に」

「そ、そんなんじゃねえよ。俺はアシスタントとして……」

　俺がそこまで言うと、いつにも増して鋭い視線が送られた。いつもは「黙れ家畜が」程度で済むのだが、今日は違う。まるで真意を見定めるような──鋭くて冷たく、そして試すような視線だ。

「じゃあ、責任取りなさいよ」

「せ、責任って……」

　ふいに、胸板に柔らかい感触が触れた。

　いつの間にか間近まで接近していた蒼音が俺を見る。傍はたから見れば恋人同士の戯れのように見えるかも知れない。それほど彼女との距離は近い。

　──落ち着け、俺。落ち着け、俺。絶対に下を見るな。

　下を見れば豊満な胸元が俺の中の何かを確実に切ってしまうだろう。俺が葛藤していると、その反応で遊ぶように、蒼音は細い人差し指で俺の首をすぅ、と撫でた。一瞬身体がぞくり、としたかと思ったら甘い香りが脳を刺激した。そして、耳元で囁ささやくように言った。

「蒼音様が、アシスタントだと認めてあげなくもなくもないってところを見せて頂戴」

「どっちだよ、ってつまり手柄を見せろって事か？」

「当然よ。家畜に出来る事なんてたかが知れているけど、もしも蒼音様が家畜からスーパー家畜に格上げしてもいいかも知れなくもないかも知れなくもないって思えたら。アシスタントだと認めてあげなくもなくもなくもないわ」

「よ、ようするに今回の事件で活躍すればいいんだな。分かったよ。やってやるよ」

　蒼音がはっきりと要求してくる事は珍しい。最初から彼女は「一弘の使い魔」として俺を迎えており、反発こそしているが「一弘の所有物」という事で許しているところがあった。もしかしたら初めてかも知れない。こうやって蒼音が、「一弘の」ではなく、弘青として俺を見たのは。

　──今、俺は初めて蒼音に見てもらえた気がする。

「そうこなくっちゃ！　じゃあ、手始めに……タイヤキ買ってきなさい」

「事件、関係なくね？」
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　自宅に辿たどり着ついたマイは、帰るなり部屋のベッドに横になった。

「ふぅ」

　そして、小さく息を吐く。最近は外に出る事が多かったせいか、疲れる。特に今日は初対面の人間と出会い、そして会話をした。これほど疲れる事はない。

　──でも何年ぶりだろう。両親以外の人と、まともに会話をしたのは……。

　マイは身体を起こし、部屋に飾ってある写真を見つめる。

　中学時代の、写真。とても忘れられない思い出の詰まった、写真。

　背丈の低い、内気な少年。彼が写っている写真は、全てマイの宝物である。たとえメインとなっているのが彼でなくても、彼が欠片でも入っていれば、それは彼の写真だ。

　長い事開けられていないカーテンの中。その閉じた空間は、マイだけの世界だった。白い壁には拡大された円堂誠二の写真が壁紙のように幾つも貼られ、机の上の写真立てには端に彼が写っている写真、パソコンの壁紙や携帯電話の待ち受け。あらゆる所に、彼の画像がある。それら一つ一つをマイは眺め──愛いとしそうに目を細めた。

「でも、知らなかった。あんなサイトあったんだ」

　東中のいじめが他校の生徒の間で話題となる程有名な事は知っていた。逆に、保護者の間ではいじめのない過ごしやすい名門校だと真逆に伝わっている事も、知っていた。だから、マイの両親はその噂うわさを信じ、マイを東中に進学させた。

　目を閉じれば、当時の事が鮮明に思い出せる。

　水野マイは小学校の時からいじめられていた。勉強や運動、外見。あらゆる面において秀でているとはいえず、むしろ劣っている方だった。女子からは仲間外れにされ、パシリや荷物持ちのような事を強要された。そんなマイを男子や教師を含んだ直接的に手を出していない連中はどんくさい奴だと笑っていた。教師もいじめ自体には気付いていたが、男子が標的になるのとは違い、女子のいじめは陰湿ではあるが暴力的ではない。男子ならじゃれ合っているように見せかけて誤魔化せるが女子の場合暴力を振るったところでその言い訳には限界がある。そのため、外傷は少ない方だったが。

　他のクラスにも似たようにいじめられている子達がいた。その子達も成績が悪い上に大人しい子ばかりだった。そういう子を見ていたマイは、すぐに理解した。

　──私は、そういう役割なんだ。

　いじめられても仕方がない。そういう役目を担ってしまったのだから。

　自分をいじめている相手や中心となって攻撃を仕掛ける相手はみんな美しい容姿と、気品があった。親が権力者であり、何不自由なく暮らしている。有名学習塾などの環境も整って、成績も良好であり、教師からも信頼されている。名のある学校に進学すれば、学校の株だって上がる。学力試験などで学校の名前を落とすしかないマイと、優秀なその他大勢とでは、どちらを庇かばうかは、小学生にだって分かった。

　現に、一度教師に助けを求めた際に、当時の担任教師ははっきりと言ったのだ。我慢しなさい、と。もしマイの心に明確な変化が訪れた時があるとしたら、その時かも知れない。学校の成績で人間の価値は決まり、外見で人は判断する。そのどうしようもない現実を、マイは幼いながらも理解した。そして、いじめで傷ついたマイの心には人間に対する不信感が宿った。人は、信用出来ない。だからといって独りきりでいじめに立ち向かう勇気はなく、次第にマイは家の中に引きこもるようになり──、小学四年から卒業するまでの間、一度も学校へは通っていなかった。手首についた傷跡は、当時自分でつけたものだ。

　そして、引きこもりのまま小学校を卒業したマイは、多少の期待と不安を抱えながら中学校へ進学した。そこで、マイは運命的な出会いをした。それが彼──円堂誠二だった。

「円堂君……」

　彼を思い出すと、哀しいような愛しいような何とも言えない気持ちが溢あふれ出だす。哀しいのは彼の結末を知っているからであり、愛しいのはマイが彼に特別な感情を抱いているからか──。

「会いたいよ、円堂君。もう一度貴方の姿が、見たい」

　昼間、依頼した祓エク魔ソシ師スト達と視た彼は今にも消えそうであり、あれが今の彼だとは思いたくない。それに、マイの会いたいとはそういった会いたいとは別にある。

　──私は、きっと恋をしている。

　この恋は決して実らないけど、それでも今でも想い続けている。未練たらしい女だとみんな笑うかも知れないけど、円堂君は違うよね？

　その問いに彼が答えられない事を知りながら、マイは目を閉じた。
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　次の日の昼下がり。俺は、蒼音と共に近所にある市立病院へ来ていた。

　東中出身の患者は多く、院内の至る所で近所の高校の制服を着た見舞い帰りの高校生や被害者の保護者と思われる婦人達とすれ違った。

　水野さんの話だと、被害者のほとんどがこの病院に入院しているらしい。本当は顔馴な染じみの水野さんにも同席してもらうべきなのだが、何があるか分からないため、場所だけ教えてもらった。それに、この時間は本来学生なら授業中のため、連れ出すのは悪い気がした。

　──まあ中には堂々とサボっている奴もいるが。

　時間を考えると、学生は登校を終えて教室にいる頃だが。

　そんな事はお構いなしの蒼音は堂々と名門校の制服のまま病院の廊下を闊かつ歩ぽする。

　──しかし、妙だな。

　いつもなら、趣味で学校に通っている蒼音に対して、通行人の奇異の目や看護師さんからの注意があってもおかしくないが、今日はそれがない。蒼音以外にも、制服を着た高校生が幾名かいる。足や頭に包帯を巻いていたり、どこかしら怪我を負っている所から見て、今回の事件の被害者のようだが。

　──こうやって見ると、接点が分からないな。

　東中出身といっても、その後はそれぞれ別の進路を歩んでいる。違う学校の制服を着た、全く別の雰囲気を持った生徒と何度かすれ違った。中には、この騒動に隠れて、堂々と学校をさぼっているようで──談笑しながら歩く高校生もいた。

「蒼音様。今回は依頼で仕方ないけど、事件が解決したら学校に……って、あれ？」

　蒼音が、いない。ついさっきまで傍にいたと思ったのだが。

　あんな目立つ娘をそう簡単に見逃すわけがない。俺が周囲を注意深く見渡した時、




「んだとごらぁ!?」




　静かな筈はずの病院内に、幼い罵声が響く。

　嫌な予感がしたが、保護者として見過ごすわけにはいかず、おそるおそる振り返ると、病院の待合室──ちょうど喫煙室という名の隔離部屋の前。明らかにまだ成人には程遠い、生え際の黒い金髪の少年と、長身のスキンヘッドの少年。おそらく先程の怒鳴り声は二人のどちらかなのだが、今はその面影はない。何故なら──

「おらぁっ！」

　まず蒼音が長身の男の腹部に拳を一発──じゃない、一瞬で三発放っている。プロだ。

　続いて、意識が朦もう朧ろうとなった長身の男がうつ伏せに倒れたところを、その背中をご存知鉄製の靴で踏みつける。鬼畜だ。

「や、やめろ！　来るなああああああっ」

　友達を置いて逃げようとする金髪の少年──こちらは小柄であり、同年代の女子の蒼音よりも小さい。そんな小動物な彼の頭を鷲わし摑づかみにし、軽々と持ち上げた。当然少年は地面から足が離れ、自分の頭を摑む蒼音の右手を両手で摑んで抵抗するが、それも無意味。

　──何これ？　どこの不良漫画？

　昼間で待合室の利用者が例の投石事件の関係者の高校生くらいしかいないからといっても、いつ通報されるか分からない。

　が、実際は我が身が大事か。厄介事に積極的に関わらず、こちらを一いち瞥べつした後、永遠に視線をよこさなくなった。うん、気持ちは分かるよ。でも、撮影はやめようね。

　──拡散される前に買収しとこ。

　そんな事を考えている間も事態は進行しており──

「だーかーら、未成年の喫煙はよくないって、思うのよね。そもそも、どうせお前らアレだろ？　どうせ大したストレスとか抱えてねえだろ。どうせ煙草たばこふかしている自分かっこいい、とか思っているだけだろ。俺達、悪わるなんだぜ、だから酒も煙草もしちゃうんだぜ、凄いんだぜ、とか思っているだけだろ。ここらの悪い奴はみんな俺の友達だから、とか言ってるんだろ。くっだらねえ豚どもだな。ただでさえ薄汚いナリしているのに、中身まで汚してどうするの？　解体バラして売り飛ばす時、困るじゃない」

　さらり、と怖い事を言ってのけましたよ。

「お子様がニコるのは一万年と二千年早いわ。まあ、これは人間の法律だから。豚にルールを理解しろ、って言う方が難しい話よね。蒼音様、はーんせい……しないけどね！」

　しねえのかよ！

「あら、弘青。ちょうどいいわ。お前からも、言ってやりなさい」

「いや、ボウヤ達もう……」

　と、俺が指を指すと、ちょうど二人三脚の如ごとく逃げる二人の背中が見えた。廊下は走ってはいけません、と誰も注意出来ない形相だ。

「あら、残念。けど、あの子達はハズレのようだから、いいわ」

「ハズレ、って……」

「この病院はここ鈴風町の中心部に位置する総合病院よ。鈴風町で何かあって搬送されるとしたら、必ずこの病院に行き着く。つまり、平日のこの時間帯にこの場にいる学生は、全員事件の関係者って事」

　言われてみれば、そうだ。

　事件の影響とはいえ、平日のこの時間帯に学生がいるのは、やはり普通じゃない。その違和感が霞んで見えるのは、それを上回る非日常──投石事件のせいだろう。現に、俺も投石事件がなければ、これを異常とすら思わなかった。

　周囲を見渡すと、近所の高校の制服を着た生徒が廊下を歩く姿や、花を持って病室に入る姿──、そして松まつ葉ば杖づえや車椅子を利用する、どこか虚うつろな目をした少年少女の姿が、まるで当然のように病院に馴染んでいた。

「やっぱり、全員円堂少年の元クラスメイト……」

　となると、怪我を負っている子供達は、間接的──或あるいは直接的に円堂少年に手を下したという事になる。

「違うわ」

「え？」

「だから、違ぇって言っているのよ。全く勘違いしないでよね！」

「説明求めただけですけど!?　読者も俺も理解出来なかったと思うよ!?」

「だーかーらー、今、入院している子達は、円堂少年と違うクラスの子って事。中には、少数だけど中学自体が違った子もいたわ」

「それって、今回の騒動は無差別って事か？」

　最初は自分を死に追いやった人物への報復。そして、それを続けるうちに報復の炎が燃え上がり、ついに大炎上を起こそうと──

「違うわ。円堂少年以外に、接点があるって事」

「接点って？」

「それを今から確認しにいくのよ」

「おい、蒼音様！」

　蒼音は詳細な説明をしてくれず、一人でとっとと行ってしまった。

　急いで彼女を追いかけると──突然蒼音が、立ち止まった。

「蒼音、様？」

「へぇ……」

　最初は興味深そうに見ていた眼まな差ざしが、獲物を見定める、かつ新しい玩具おもちやを見つけた子供のように輝いた。嫌な予感しかしない。




「ちょっと、態度悪くなーい？」




　またしても不穏な気配を察知した。蒼音の目が一層輝き、周囲に花が飛んでいる。

　場所は、複数の自動販売機が置かれた、所謂いわゆる自動販売機コーナー。

　ちょうど廊下からは死角となっており、壁に制服姿の女子高校生と──それを取り囲むように同じ制服を着た女子高生が二名立っていた。

　一人は眼鏡をかけた、いかにも優等生風の地味な少女。対する二人は、眼鏡女子と同じ制服だが、全てが正反対だ。制服は着崩し、金色に染めた髪は生え際が黒い。さらに濃い化粧のせいで素顔がどんなものか知れない。そのせいか似たような顔になっており、一目で区別するのは難しい。病院特有の消毒の匂いを打ち消すような甘ったるい高そうな香水の香りが充満し、明らかに必要量を超えて使っているため、不快さしか生まない。

「別に財布置いていけ、って言っているわけじゃないの。ちょっとお金貸して、って言っているの。別に後で、返すし」

「そうよ、そうよ。私達、友達でしょ？　疑うのー、ひっどーい」

　なんてベタな。今時漫画でも使わないセリフだ。

「分かったら早く購買行ってきてよ。あ、そういえばぁー、メグたん、香水切れていたからそれも一緒にお願い」

　と、金髪少女の一人が香水を取り出す。ガラス瓶のため、中身が外からでも分かるが、まだ半分ほどは残っている。彼女──メグはそれに今気付いたように大おお袈げ裟さな態度で口元を手で覆う。

「あれ？　まだ少し残っているけど……」

　と、香水のキャップを取ると、眼鏡少女の頭の上に残った液体をかける。甘ったるい香りが充満して吐きそうになる。ぽたぽた、と彼女の毛先から液体が流れ落ち、制服に落ちる。零こぼれ落おちた液体が制服に染み込み、異臭が発散された。

「なくなっちゃった」

「ダメじゃない。香水なんてつけてきちゃ」

「いっけないんだー。せんせーいに、言っちゃおー」

「やだ、くっさー」

「けど、元からドブ臭かったから少しはマシになったんじゃない？　メグたんに感謝しなくちゃ」

　だよねー、うけるー、と少女達の腹の立つ笑い声が響く。

　あまりに理不尽な言葉に、思わず足を止めてしまった。




　──また、いじめ……か。




　円堂少年は、いじめに殺された。

　いじめは、どこかシステムめいたものがあり、主犯がはっきりしない事が多い。特に円堂少年の場合は主犯が複数いるせいで、明確な〝悪〟が存在しない。

　──悪……か。

〝悪魔〟が古来より〝悪いもの〟の象徴であるように、彼らにも明確な〝悪〟が存在するのか？

　悪い事をしている自覚がない場合、彼らにとっていじめは悪業ですらない。そして大勢から〝悪〟と定められたら、その人物は……。

　ふいに、水野さんの言葉が脳裏によぎった。




　──『だから……何も、間違っていない』




　もし明確な悪が存在し、彼らが悪を排除しているだけなら、あの言葉の意味は、もしかして……




「やほー、肉便器ども！」




　──いたよ！　明確な悪が、ここにいたよ！

「やあ、今日はいい天気だね」と語りかける如ごとく、自然に蒼音は声をかけた。

　案の定、派手な少女二人はカッと目を見開いて、蒼音を睨みつけた。

　どこの学校かは分からないが、ほぼ太ふと腿ももが露あらわになる程の際どい丈のスカート。生あい憎にく蒼音で見慣れているため、目のやりどころに困るというわけではないが。ほら蒼音と比べると平た……失礼。その年齢に合った、健康的な体つきであり、中身は大人な俺としては小娘の身体には興味がない。翠咲さんレベルの美脚なら話は別だが。

　同じ事を思ったのか、蒼音は制服の上からでも分かる凹凸のはっきりした自分の肉体と、出しておけばいい、といった具合の露出度高めの少女達の身体を見比べ──

「はっ……」

　鼻で笑った。勝ち誇った笑みであり、火に油どころかガソリンを注いだ。

「んだよ!?」

「あら、ごめんなさい。平たい胸族なんて久しぶりに見たから、つい……」

　ドストレートだな。むしろドＳトレートだな。

「んだと、クソアマ!?　調子乗ってんじゃねえよ！」

「あら、猿山の大将気取りの小猿ちゃんの方がよっぽど調子に乗っていると思うけど」

　ふいに、蒼音の目が細められ──妖艶に微笑んだ。

　この笑みは、知っている。蒼音の観察眼は人並み外れている。その人物の仕草で深層心理まで理解するレベルであり、読心術の域を超えた部分がある。そして、それはこういった自分より格下の相手をいたぶる時、より発揮される。本当にすみません。

「へぇ。一人じゃ怖くてトイレも行けないの。とんだチキンね」

　蒼音の読心術は心理学の応用と驚異的な洞察力によるものだ。つまり、相手の心理を読むために蒼音が行う最も手っ取り早い方法は、相手を動揺させる事だ。動揺は達人すら殺す。動揺した人間の心理ほど読みやすいものはなく、蒼音に何か言われ、動揺したまま答えた時点で心を明け渡したのと同じだ。うん、こいつやっぱり悪魔だ。

「いるのよねー、臆病なくせにプライドだけは無駄に高い腐れビッチ。視界に入れたくないから、消えてくれない？」

「ふざけ……っ」

「ふざけるな、調子に乗るな、マジキモイ、うざい。それしかボキャブラリーないの？　いつも同じ事しか言っていないって、いつになったら気付くわけ。バカなの？　ていうかバカよね。いくら見た目が尻も頭も軽そうな牝めす豚ぶただからって、中身まで家畜にしなくてもいいんだよ？　あと香水かけすぎ。そんなに体臭が気になるの？　まあ確かに雑魚臭はするけど、安心しなよ。お前のようなモブの事なんて、誰も気にしていないから。分かったら、とっとと蒼音様の聖域から出て行け、ビッチども」

「誰がビッチだ！」

「あ、ごめん。公衆便所みたいな顔していたから、つい。悪気はないの」

　テヘペロ、という効果音と共に蒼音は無邪気に笑うが、全くフォローになっていない。

「こいつ……！　黙って聞いていれば！」

　いや、全然黙ってないと思うけど。

　煽あおる蒼音に、ついに我慢の限界が来たのか、平たい胸族……失礼、金髪少女の一人が蒼音の胸ぐらを摑んだ。その拍子に、第三ボタンまで外した大胆な胸元から谷間が覗き、今にも中身が零れそうになった。おっふ！

　いや、違う。チラ見していない。反応なんて……してないんだからね！

「この……！」

　怒りに任せて少女が平手打ちをしようと右手を大きく振り上げ、俺が咄とつ嗟さに動こうとした時。蒼音の姿が一瞬で彼女の真後ろ──眼鏡少女と二人組の間に移動した。

「きゃあ」「ひっ」──、と、数秒遅れてから奇声を上げて下がった。

　しかし、もう一人の金髪娘だけは微動だにしない。蒼音の俊敏さに驚いたのか、と見ていると、彼女の顔がどんどん赤くなっていく。足は小刻みに震えており、両手で短いスカートを皺しわになる程に握り締めている。

「あ、あんた……！」

　涙目で睨む彼女に、蒼音は悪意がたっぷり込められた笑みを浮かべた。

　蒼音の右手には黒い布が握られている。最初はハンカチかと思ったがそれにしては装飾が多く、黒いレースやビーズの刺し繡しゆうなどが施されている。

　その形には見覚えがある気がする。

「黒いレースか。高校生にしては派手なんじゃない？　もしかして、勝負下着？」

「きゃああああああああああっ！」

　指先で高そうな下着をくるくると回す蒼音に、彼女は絶叫して自分の穿はいていたものを奪い取った。最初から返すつもりだったのか、蒼音は特に抵抗もせず、涙目で自分の下着を握り締める彼女を見下ろし、小さく笑った。

「さてさて。蒼音様、お前と違って超忙しいけど、特別に遊んであげてもいいわよ。だけど……間違って窓の外に放り投げちゃったらごめんね？」

「……っ」

「さらに言うと、病院の忘れ物ボックスに提出しちゃったらごめんね？」

「ひっ……」

「さらにさらに言うと、何か〈自主規制〉だったけど。お前、もしかして……」

「やめてええええええええええええっ！」

　彼女は絶叫すると振り返りもせずに凄い勢いで走っていった。その後を連れの少女が慌てて追いかけるのだが──

　──パンツ握り締めてノーパンで走る女子高生ってのも凄いな。

　と、俺は走り去った少女達の後ろ姿を見て──合掌した。すみませんでした。







「何よ、何よ。折せつ角かく正義の味方の蒼音様が、華麗に助け出したのに、逃げ出すなんて！　躾しつけがなっていないわね！」

「あんなもの見せられたら、誰だって逃げるわ！」

「豚のようにわめき散らすしか芸のないビッチが、蒼音様の視界に許可なく入った事だけでも罪深いというのに。これだから悪口しか話題のないクズは！」

「罵倒しかしない蒼音様がそれを言うか……」

　あの後、金髪の二人が逃げ出したため、必然的に蒼音の次のターゲットはいじめられていた眼鏡少女へと移った。

　──本当は、事件の被害者の関係者かどうか聞きたかったのだが……。

　言わなくても分かると思うが、眼鏡少女もまた逃亡した。その逃げ足は先に逃げた筈はずのノーパン娘……失礼、金髪娘達を簡単に追い抜いた。無茶苦茶元気じゃねえか。

「まあ、問題ないわ。ちゃーんと学生証はスッた……間違った、借りたから」

「間違えてないよね!?　どさくさに紛れてくすねたよね!?」

「えっと、時とき澱おり大学附属の二年三組の、望もち野のメグミちゃんと木き田だサキちゃん、か。あら、ご近所さんじゃない。今度遊びに誘ってみようかしら。蒼音様好みのいい感じのクズだったし」

　既に個人情報ばれている！

「訴えられるものなら訴えてみなさい。肥えた豚が蒼音様へ歯向かったらどうなるか、残りの人生全てで償わせてやるよ。ひゃーはははは」

　──ヒ、ヒロインの顔じゃねえ！

　後で何て謝ろう。そろそろ土下座のしすぎで、赤ベコに転生しそうだ。





＊






　被害者の怪我は投石によるものだが、その程度は様々である。骨にヒビが入る程度はまだ軽いもので、足を粉砕骨折して寝たきり状態の者もいれば、両腕が上がらない状態の者もいるらしい。

　場所は、二階の角の部屋。そこに、被害者の一人がいるらしい。何故多くいる中からこの一人を選んだかというと──

「松まつ永なが希のぞ美み。一番最初に襲撃受けたモブ二名の内の一人」

「最初の被害者、ってわけか」

　あれ？　しかし最初の被害者が二名いるのに、どうしてこの子にだけ直に話を聞く必要があるんだ？　こっちも二人いるのだから、もう一人は俺が聞き込みにいった方が効率が良いのでは……。何か、理由があるのか？

「まあ、それだけじゃないけど」

「それだけじゃない、って……」

「時澱大学附属高校の二年。中学の時から成績優秀、運動は人並み程度。まあよくいる頭の良いお嬢さんって所かしらね。表向きは、でしょうけど」

「どういう意味だ？」

「教師生徒共に信頼の厚い生徒だったようだけど、所詮は優等生のコスプレした、ただのクズって事」

　それは円堂少年と関係があるのか。あの有料動画サイトに投稿されていた彼絡みの動画の中はほとんどが男子、それも野球部が関与していた。彼を追い詰める男子高校生の姿もモザイクがかかっていたが映りこんでいた。そして、それを撮影していた人物がいるわけだが──時折聞こえる笑い声は女子生徒のもののようだったが、もしかして──

「ほら、ここよ」

　そうこうしている間に目的の病室に着いたようであり、蒼音は相変わらず無遠慮に病室の重い扉を開ける。

　部屋の奥には、本を読んでいる少女がいた。六人部屋のようだが、同室患者は全員が〝突然〟の見舞いの友人に連れ出されて院内を散歩に行ったり、〝急に〟入った検査などで出払っている。その「急な」や「突然」から察しはつくだろうが、無論裏から手を回した。方法は、脅しなどではなく、純粋な金の力なので問題ない。そして、全員いなくなった部屋で一人取り残された彼女──松永希美はベッドの上で静かに本を読んでいたようだが、蒼音のスタイリッシュな登場により本を落とす羽目になった。

　見た目は、染めていると思われる生え際の黒い茶髪を肩の位置に合わせて揃そろえており、前髪を右に流してヘアピンで留めている。高校に入れば髪を染める生徒も多く、特に道を外れた感じはない。眉が薄くて太く、少し平安時代風の顔つきなため、茶髪に違和感はあるが。最初驚きよう愕がくしていた彼女だったが、すぐに不審者を見る目つきになった。ギプスで固定した両足では上半身を起こす事が精一杯で、歩けない状態であり、その彼女に蒼音が歩み寄る状況は小動物を追いつめるようで何だか可哀想に見えた。

「な、何なんですか？　貴方達……」

「あらあら、どんな美少女かと思って来たら、期待外れもいいところね。全然普通どころか、胸は蒼音様より小さくて、腹や足は蒼音様よりも太くて、手足は蒼音様よりも短くて、髪質や顔も蒼音様に劣っていて……何だか可哀想ね、お前」

「え……っ」

「大体Ｂって、中途半端じゃない。好みとしては中途半端じゃない。ないよりは少しはあった方がいいよね、ってそんなの微妙すぎでしょ。あの歌は真実を語っているわ」

　何の話をしているの!?

「まあ、グレートクラスの蒼音様には関係のない話だけど。とりあえず、そこの小娘。蒼音様は喉が渇いたわ。ジュース買ってきなさいよ」

「いや、相手骨折して寝たきりだから！」

「あら、這はっていけば問題ないじゃない？　少しは運動になっていいかもよ。写真で見た感じだと、入学式よりぽっちゃりしているし……肥えすぎるのも問題だと思うのよね」

「うん。お兄さんは蒼音様の発言が一番問題だと思うんだけど」

「黙りなさい」

　蒼音の蹴りが尻に入った。危うく走ってはいけない趣味に走るところだった。ちらり、と蒼音を見ると彼女は「ふふん」と笑い──

「文房具風情が持ち主に意見してんじゃねえよ！」

　ついに物ですか！

「なっ……！　突然何ですか！」

　うん。そうなるよな。

　明らかに不審者を見る目つきの松永さんに対し、蒼音はあくどい笑みを浮かべた。

「あら、ごめんなさーい。蒼音様、噓うそが嫌いだからつい本音が。でも、同情しているのは本当なのよ？　そんな醜しこ女めじゃ、可愛かわいい子だらけの中じゃ生きづらいだろうし。だから、いつもあえて自分よりワンランク、ツーランク、下の牝豚どもと付き合っているのね」

「い、いきなり何ですか!?　警察呼びますよ！」

　図星だったのか、彼女は顔を強こわばらせた。そして、ようやく本題に入るようであり、蒼音は身構える松永さんの横まで移動すると、彼女を見下ろす。

「単刀直入に言うわ。円堂誠二について聞かせなさい」

　刹那──、彼女の顔色が変わった。対する蒼音はにんまり、と嫌な笑みを深める。

「舩ふな渡わたしマリミ、だっけか？　旧部活棟で襲撃された時にお前と一緒にいた醜女ちゃんは」

「一緒にいた、って事は、もう一人の最初の被害者？」

「ええ。といっても、あっちは顔面崩壊の重傷。ブッサイクな顔がよりブッサイクになって、とても人前に出せる顔じゃないわね。精神も半分崩壊しているみたいで、とても話を聞ける状態じゃなかったわ」

　一時的な重傷であるこの子と、一生背負う傷の彼女とでは、どっちが気の毒かは本人でないから分からないが、年頃の娘が顔に取り返しのつかない傷を負ったのだ。正常ではいられないだろう。

「まあ、それも因果応報ってやつでしょうけどね。昔からクラスで起きるいじめの主犯だったらしいし。現に、彼女のいじめが原因で自殺した子もいるそうじゃない。そうよねぇ？」

　含みのある言い方で蒼音が問うと、松永さんは我に返ったように、かぶりを振った。

「ち、違う。私じゃ……ない。私がやったわけじゃ……。私は、関係ない」

「関係ない、なんて事はないでしょう？　動画を投稿した張本人さんが、知らない事なんてなーんもないよねぇ」

　動画、とはつまり例の動画か。てっきり野球部を中心とした男子生徒が投稿していたかと思ったが。

「投稿サイトにしろ書き込みサイトにしろ、ネットにはＩＤっていうのがあるの。投稿サイトのＩＤを探れば、あら不思議。東中の成績トップの希美ちゃんのブログと繫つながったじゃありませんか。ブログでも同じ動画アップして、一度違反通告受けていたみたいだから、追うのに時間はかからなかったわ。本当に、お前が根っからバカで助かった」

「し、証拠もないのに……」

「はい、きました！　証拠！」

　クイズ番組の司会者のように、蒼音様は大おお袈げ裟さに手を叩たたいた。一応院内だから静かにしてほしいが、俺も真実が知りたい。この場は彼女に任せよう。あまりに酷い発言が出たら止めるが。年齢制限入るとまずいしね、ここ。

「証拠、証拠、証拠！　バカの一つ覚えみたくよく連呼しますけどねー、証拠くらい簡単に見つかるのですよー」

　と、彼女はポケットからスマートフォンを取り出し、その画面を彼女にだけ見えるようにつきつける。画像か動画かは分からないが、徐々に彼女の顔が青ざめていく。

「東中のいじめ。裏から指示していたのはお前らしいじゃないの。特定の人物について悪い噂うわさを流して孤立させて、高みの見物とは、いい趣味しているじゃない。高校でも似たような相手を見つけて同じような事をしているようだけど……やめておいた方が身のためよ？　蒼音様も美しすぎる容姿と完璧な性格のせいで、嫉妬に狂ったビッチちゃん達がよく遊びに誘ってくれるのよ」

　完璧って何？　完璧にゲスでクズって事？

「弘青。渋谷のスクランブル交差点の真ん中で全裸で土下座して〝私はゴミ虫です〟って言ってきなさい。迅速にかつ蒼音様の気が晴れるまで永遠に」

「だから勝手に心読むなよ！　すみません、後でタイヤキファミリーパック買ってくるんで勘弁して下さい」

　人間の尊厳だけは奪われてたまるものか。悪魔だけど。

　一応納得はしてくれたようで、蒼音は松永さんに視線を戻す。

「だけどね、悪口全部録音して校内放送したり、蒼音様の机に落書きしている映像あげたら、途端に大人しくなったのよね」

　特殊な職業のせいで休みがちな彼女がクラスメイトからそういったターゲットにされないのはそういう前科があるからである。入学早々絡んできたクラスメイトや蒼音をよく思っていない生徒は、最初はそういった子供じみた行動に出ていた。しかし、全て蒼音の異常性を前に心を折り、決して手を出していけない相手だと認識している。ちなみに、全校放送してくれた後に学校から呼び出しくらったのは言わずとも分かるだろう。

　それは蒼音だから出来る事であるが、蒼音がそういった方法を松永さんの友人に教えでもしたら、反撃を喰らうのは松永さんの方だ。現に、蒼音の手の中にはそういった音声や映像データがある。それを一瞬で理解したのか、松永さんの顔は完全に真っ青になった。無理もない。蒼音曰いわく、彼女は小学校の時から優等生で通ってきた、エリート家庭の絵に描いたようなエリート人生を歩むお嬢様だ。その息抜きかストレス発散かは分からないが、彼女のいじめは毎年行われている。それも、焚たきつけて陰で見守るだけであり、本当に手を下すのは別のグループの連中なのだから、質が悪い。正直ボールを投げつけて追い回していた野球部よりも彼女の方が人としては嫌いだ、と俺は感じた。

「わ、私は悪くありません」

　絞り出すような声が呟かれた。最初は目を泳がせていたが、頭の回転が速いのは元からか、突然何かに背中を押されたように饒じよう舌ぜつに喋しやべり出だした。

「だって、実際に手を出したのは野球部の太おお田た君や柴しば田た君じゃない！　マリミちゃんだって……いじめを始めたのはあの子で、私が命令したわけじゃない！　大体、一番悪いのは円堂じゃない。勉強も運動もダメダメな上に、キモイし、うざいし。あんな奴、いじめられて当然だわ。なのに、毎日何を頑張っちゃっているのか、休まず学校に来て……ホント、バカみたい！　ああいう〝僕はいじめに屈しない〟空気を出している所がうざいのよ。だから、教師も何もしなかった！　それはいじめてもいいって事でしょ！　大体あんな奴これから先、生きていたって、どうせ大した進学先にも進めないし、所詮は底辺を生きるしかない！　あそこで死ねて、逆に良かっ……」

　がつん、と景気の良い音が室内に響く。

　気付いた時、俺の拳は彼女のベッドに叩たたきつけられていた。数ミリ外れていたら彼女のギプスで固定された足に当たっていた。偶然外れたわけではなく、俺はあえてそこを狙った。俺が子供、まして少女に手を上げるのが意外だったのか、最初蒼音は呆ほうけた顔になったが、すぐに俺の意図を察して後ろに下がってくれた。

　蒼音に場所を譲ってもらった俺は、今度は真上から彼女を見下ろす。

「お前、何様だ？」

　自分でも冷たいと思う声が、室内の空気を揺らす。

「さっきから聞いていれば、何故同級生であるお前が円堂誠二の価値を決める？　他人の価値を決める程、お前は偉いのか？」

「あの、私……そんなつもり……」

　ぐすり、と彼女は涙が溜たまった目頭を拭う仕草をするが──生憎女の涙で止まる程、俺は人間が出来ていない。

　──だって、俺は半分は悪魔だから。

「友達がいなければ何も出来ないか弱いお前らよりも、独りきりでも逃げずに学校に通い続けた円堂誠二の方が強いし、かっこいいだろ。友達ごっこしか出来ないお前らと一緒にするな」

　一度死んだ身のせいか、彼女が使う「死」という言葉があまりに軽率に感じられ、呆あきれを通り越して怒りが込み上がる。

「死んだ事もねえ奴が、簡単に生き死に語ってんじゃねえよ」

　俺が感情に任せてそこまで言うと、後ろから蒼音が俺の肩に手を置いた。下がれ、という事らしい。彼女に場所を譲る形で下がると、蒼音はとても良い笑顔で彼女に微笑んだ。

「……」

　俺の威圧で心が折れたのか、松永さんはそれから先何も言わなかった。

　視線だけ蒼音を睨にらみつけるように見上げているだけだ。

「それじゃあ、話してもらいましょうか。円堂誠二に関する事、全て」

　一度だけ凄い目つきで睨んだ後、観念したように彼女はぽつりぽつりと話し始めた。

「円堂誠二は、ダメな奴だった。病弱でか弱くて、運動もダメで。だからといって勉強が出来るわけでもなくて。成績も下の方だったし、先生達もよく思ってなかった。ただ大人しくて真面目な男。そんなの、目をつけられるのは当然じゃない。入学当時、彼は野球部の太田君に……クラスの中でも体格がよくて、少し乱暴な人だった。その彼に目を付けられたの。そして、みんなの前で〝うざい、死ね〟って言われた。今思えば、それが始まりだった。当時は同じ野球部の柴田君とか、入いり野の君とかとも仲良かったみたいだけど……彼が標的だと分かった途端、彼らは一緒になってボールや石を投げつけるようになった」

　大人しくて真面目な少年。風紀をきちんと守っている生徒は学校側から見れば良好な生徒に思えるが、同級生から見れば「いい子ちゃんぶっているうざい奴」だ。そのため、大抵が友達に合わせて咎とがめられない程度に風紀を乱す。水野さんや松永さんがいい例だ。彼女達もどちらかというと真面目な生徒であり、髪を染めるようなタイプではない。しかし、そうやって少しでも乱していなければ、目をつけられるのは自分だ。これは、彼女なりの自己防衛なのだろう。そして、話に出てきた野球部の生徒達も──自分がいじめられる前に、標的になる前に、彼を攻撃した。

「最初は太田君達のグループだけだった。それが徐々にクラス全体に広がって、最終的に彼は学年全体を敵に回していた。彼と同じクラスどころか会った事もない生徒もいた。だけど、彼らは彼がそういう人だって知っていたから。だから、私も、他の子も安心したの。この子がいれば、この三年間は安心だ、って」

「つまり、お前達の友情は見下す相手がいなければ成立しなかったって事。ま、それが悪いとは言わないわ。実際、目をつけられるスキがあったのは彼の方だったわけだし」

「そうよ。だから、私は、私達は悪くない。なのに、何で今更!?　もうとっくに卒業だってしているし、何で今更蒸し返されなければいけないの!?」

「それが、いじめってもんでしょ」

　蒼音の声がいつもより低く響く。そこから微かに漏れ出る彼女の怒りを感じ、松永さんは息を吞んだ。

「いじめは、いじめられる側に非がある？　理由がなければ、ターゲットにされる事はない？　答えは、否よ。人をいじめるのに、大した理由なんていらないわ。きっかけさえあれば、それでいいの」

　そして、円堂少年はそのきっかけを彼らに与えてしまった。蒼音の言いたい事は、分かる。分かるつもりだが──

「確かに、そうかも知れない。だけど、それがいじめていい理由にはならないんじゃないか？　理由さえあれば何をしても許されるなら、それは即すなわち暴力の正当化だ」

「だから、そう言っているじゃない」

　ぴしゃり、と蒼音が言い放つ。

「明確な殺意があろうがなかろうが、やむを得ない事情があろうがあるまいが、暴力は結局のところ暴力でしかない。情状酌量の余地？　何それ？　悪意は悪意でしかなく、なかった事には出来ない。だから、報復は必ず訪れる。それが数年後か、何十年後かは分からないけど。その時、復ふく讐しゆうの炎に焼かれるのは、誰かしらね？」

「……因果応報。人を傷つければ、いつか誰かに傷つけられる。そして、その報いを受けるのは、自分とは限らない、か……」

「そういう事。弘青にしては、物分かりがいいじゃない」

　何ともない様子で蒼音は言うが、正直その言葉は俺に堪こたえた。

　人を呪えば穴二つ。必ず、それ以上の報復が返ってくるものだ。

「だけど、私は別に直接何かしたってわけじゃない。なのに、どうして私が……」

「どうして、って……同年代のガキ一人殺しておいて、何言っているの？」

　さも当然のように蒼音は答えると、ベッドに両手を置いてぐっと彼女との距離を縮めた。そして、耳元で囁ささやくように言った。

「二足歩行の猿風情が少し言語を覚えたくらいで粋いきがるなよ。お前が……悪いんだよ」

「……う、う……あ……っ……わ、私……ご、ごめんな……さっ……」

　松永さんは両手で顔を覆って泣き出した。

　嗚お咽えつに紛れて時折謝罪の言葉が繰り返されるが、気付くのが遅すぎた。

　謝らなければいけない相手は、もういないのだから。

　──もしかしたら、初めてだったのかもな。

　──こうもはっきりと「悪い事」だと言われたのは……。

　ずっと優等生で通ってきたのだから、行いを褒められる事はあっても叱られる事は少ないだろう。俺の勝手な偏見ではあるが。

　──報復は、必ず訪れる、か。

　正直松永さんだけじゃなくて、その言葉は俺にも重くのしかかった。俺の今の状況が、既に報復なのかも知れない。悪魔を狩る側の俺が悪魔の誘惑に負けて世の理ことわりから外れる方法を試してしまったのだ。この代償は、大きい。いずれどんな形であれ、終わりは訪れる。

　そして、それはきっとあの時よりも残酷な最期だ。それが、悪魔と関わった者のなれの果てなのだから。

　そして、彼女──蒼音も。

「さて、それじゃあ……楽しい楽しい報復の時間といきましょうか」

　と、彼女は制服のポケットから赤い封筒を何枚も取り出した。

　それを見た途端、松永さんが過敏に反応した。動かない足を何とか動かそうともがきながら布団にくるまる姿は、何かに怯おびえているようで──

「蒼音様。その手紙って……」

「ええ。被害者の持ち物よ。ご丁寧に病室にみんな置いてあった」

「この魔力……封筒からか？」

　こくり、と蒼音は頷うなずいた。

「どうやら黒幕さんは悪魔の呪いを施した封筒を送る事で、〝確実に〟あの場所へ訪れるように細工していたようね」

　血のように不吉な赤色の封筒からは、微量ながらオロバスと同じ悪魔の魔力が溢あふれ出でている。しかし、本当に微量なもので、目の前にするまで半分悪魔の俺でも気付かない程だ。

「お前、これを受け取った後の記憶はある？」

「実は……あまり。誰かに渡された気がするんですけど、詳しく覚えてなくて。その後、封筒を開いたら旧部活棟に来いって書かれていて。最初は私も悪戯いたずらだと思って無視しようとしたんですけど……本当に何であんな場所へ行ったか、今では分からない。ただ、行かなくちゃいけない気がしたの」

　つまり、手紙を受け取った時の彼女達は一種の催眠状態だったという事か。悪魔の魔力に感化されて増幅した恐怖と催眠が合わさり、彼女達は自分の意思であの場所へ行ったと錯覚した。そして、後は恐怖で判断力が鈍った彼女達に奇襲を仕掛ければいいだけの話だ。

　しかし、妙だな。悪魔の手口にしては、随分と遠回りな気がする。悪魔の中にも階級があり、階級が下の悪魔は知能が低く、ここまで考えて行動する事はない。そもそも悪魔はそこまで考える生き物じゃない。文字通り欲望のままに動き、知恵を与えるのはむしろ人間の方だ。蒼音の言う通り、やり方が少し人間くさく、悪魔と契約を結んだ悪霊ならここまで手の込んだ事をする必要がない。何せ死んでいるのだから、何も失うものなどない。

　──だけど、これじゃあまるで体面を気にして動く、人間じゃないか。

「まあ何にせよ、無差別に送りつけられているなら水野さんも心配だな。一度、報告に行くついでに様子でも見にいくか」

「水野って、水野マイの事？」

　不思議そうに松永さんが問うた。知り合いだったか──って、同級生なんだから知っていて当然か。

「今回の連続投石事件を解決してくれ、って俺達に依頼したのが、水野さんなんだ」

「え？　どうして？」

「どうしてって、友達が危ないとか、次は自分かも、とか。色々あるだろ」

「あ、理由じゃなくて、方法が気になって。だって、あの子……まともに喋れないから」

「そんな事ないだろ。現に、俺は彼女と普通に……」

　と、俺がそこまで言った時。松永さんが突然目を見開いた。

「おい、どうした？」

「あ、が……ぐっ」

　苦く悶もんの声を漏らしながら──彼女の身体が有り得ない方向へ曲がり始めた。腰より上が半回転し、骨の軋きしむ音が響く。そして腕や動かない筈はずの足までねじ曲がり──

「おい、しっかりし……」

　どうにか戻そうと俺が手を伸ばした刹那──触れる寸前で、彼女の身体は、腕は、足は、そして首が、ねじ曲がった。奇怪な音が一斉に響いた後、松永さんの身体はベッドの上に倒れた。おそるおそる俺が彼女の腕に触れると、皮の中で粉々になった骨の感触が伝わってきた。皮の中で粉砕した骨の一部が皮を破って外に飛び出し──、

「うっ……」

　吐き気がこみ上げた。口元を覆ってどうにかそれに耐えていると、そんな俺とは裏腹に表情一つ変えずに蒼音が松永さんの前に立った。念のため呼吸や脈を計るが、蒼音は小さく首を振った。

「何が、起きたんだ？」

　ふいに松永さんの口から赤い塊が落ちた。ころん、と落ちた小石くらいの大きさのそれには呪符が巻きつけられていた。蒼音はそれを拾うと──静かに微笑んだ。

「投石だけじゃ終わらなかったのよ。あの場所に行った時点で既に彼女の中を呪いが侵食していた。これはその結果でしょう」

「くそっ！　俺達がもっと早く……」

「もっと早く気付いていれば？　今更ね。言った筈よ。どんな形であれ、必ず報復は訪れる、と。そして彼女はそれを身に受けた。といっても死人が出たのは彼女が初めて。奇襲を仕掛けて、痛む怪我と不安と恐怖を与え、絶妙なタイミングで殺す。この子、相当恨まれていたようね」

　本当に何とも思っていないのか、蒼音は──死体を前に笑っていた。

　とても楽しそうに笑う彼女に、俺は心臓を直接握られたような痛みを感じた。哀しみだけじゃない。人を労いたわる優しさまで、もう欠片も残っていないのか。

　目の前で人一人死んだのを見ながら、蒼音は表情一つ変えなかった。

「行くわよ、弘青」

「行くって……」

　蒼音は松永さんの見開いたままの瞼まぶたを閉じると、赤黒い石を俺に突きつける。

「被害者は多くいるのに、この子だけが死んだ。私怨か偶然かは分からないけど、根本を叩たたかない限り似たような事が起きる。多分だけど、被害者全員の体内に呪いが埋め込まれている。いつでも殺していいようにね」

「でも、何で松永さんだけが突然……」




「口封じ、じゃない？」




　振り返ると、病室の入口に翠咲さんが立っていた。いつものエプロン姿ではなく、スーツ姿であり──どこかへ出かける途中だったのか。

　彼女は着慣れていないせいか窮屈そうな（主に胸が）スーツ姿で、どこか危うい足取りで俺達の前に立つ。いつもワンピースの上にエプロンを羽織るだけのゆったりとした格好のせいで落ち着かないのか、時折腕を回している。動く度に今にもブラウスのボタンがはちきれそうな事は黙っていよう。翠咲さんはスーツのポケットからメモ帳を取り出すと、俺に手渡した。

「円堂君に、今回の事件の被害者の共通点を教えてもらったの。そしたら、びっくり。今回の事件の被害者は円堂君のクラスメイト以上に、面白い共通点があったのよ」

「面白い共通点？」

「今回の事件は、その名簿通りに襲われているみたい」

　俺がメモ帳を開くと、そこにはクラスの名簿が出席番号順に記載されていた。どの名簿にもバツ印があり、水野さんや松永さんの名前も載っていた。円堂少年のクラスメイトのものかと思ったが、肝心の彼の名前が見当たらない。

「それ、小学校の名簿なの」

「小学校？　中学じゃなくて、ですか？」

「詳細は私のメモを見て。どうやら急いだ方が良さそうだし」

「へぇ。やっぱり、そうなったの。流石蒼音様、頭いい！」

　突然自分を賛美し始めた蒼音に、首を傾げると──俺の視線に気が付いた蒼音が得意げに微笑んだ。

「だから、言ったじゃない。本当に覚えの悪い男ね！」

「え？」

　そういえば、先程そんな事を言っていたような──。

　そんな事を考えていると、ふいに翠咲さんが俺の肩に手を置いた。

「説明は後にしなさい」

　と、翠咲さんは皮から骨を突き出したままの松永さんを見る。

「後の処理は私に任せて、君達は行って。でないと……」

　翠咲さんの言いたい事が分かった俺と蒼音は素直に頷いた。投石を受けた人物はその怪我では済まされず、その時に体内に呪いを埋め込まれている。そして、呪いをかけた本人の意思によってその呪いは発動する。彼女のように──

　他に死人が出た報告はないが、急いだ方がいいだろう。俺はどこかで怪我は負わせても殺しはしない、とタカをくくっていたのかも知れない。その結果がこれだ。

　──そういえば、水野さんがまともに喋しやべれない、とか言っていたよな。

　口封じという事は、彼女は話されるとまずい情報を俺達に告げようとしていたという事か。という事は、今回の犯人は──

「行こう、蒼音様」

「分かっているわ。平たい胸族がどうなろうと蒼音様には関係ないけど。売られた喧けん嘩かは、返却不可。教えてあげるわ。自分が誰に喧嘩を売ったのかを」

　そう言って病室を出る蒼音の目は怒りを含んでいた。

　──そっか、アイツ……まだ誰かのために怒れるんだ。

　何故か安あん堵どした俺は、翠咲さんに会釈した後病室を飛び出した。





＊






　旧部活棟と呼ばれる廃屋の前で、彼女は黙々と石を積み上げる。適当な場所から頑丈そうなものを選び、それを砲丸投げの準備でもするように、手の届く位置に置く。石一つ一つはその辺にあるただの石ころだが、それにあらかじめ用意しておいた呪符を張り付ければ、それは石ではなく呪具となる。人を呪う時に使う道具の一種であり、代表的なものでいえば丑うしの刻参りで使用する藁わら人形、タロットカードや鏡などもそれに該当する。ただの紙に悪魔の魔力の込められた字を描く。それだけで紙は呪符に、石は呪具となる。無論、対象に対する念もしっかりと込めた。

「大丈夫。ちゃんと出来る。多分そろそろ祓エク魔ソシ師スト達が動く頃だから……うん、分かっている。そろそろ気付く頃だよね。そしたら、あの二人の魂をあげる。あれだけ強い力を持った二人を食べれば、君だってもっと強大な魔力を得られるのでしょう？　……それは、仕方ないじゃない。あの子の嘆きに集まる霊なんて低級霊がやっと。まあ、嘆きの核があの子だからね、しょうがないよ。だけど、お陰であの二人を釣る事が出来たんだから、よしとしよう。え？　病院にいる子達？　あー、やっぱり松永さん一人じゃ足りないか。うん、いいよ。食べるなり殺すなり、病ませるなり、好きにしなよ。同胞？　友達？　何それ」

　淡々と、彼女は会話を続けるが、周囲に響くのは彼女の声だけであり、傍から見れば独り言を呟いているようにしか見えないかも知れない。

　しかし、彼女には相手の顔も声もしっかりと見えていて、聞こえている。

「うん。それじゃあ始めようか。終わりを、始めようか」

　そこで彼女は顔を上げる。そして、旧部活棟の前に意識のない目でただ立ち尽くす少年にそっと近付く。しかし、心ここにあらずといった様子の少年には、彼女の姿も、彼女と誰かの会話も聞こえてはいない。

　彼女は大量の石を両手で抱えながら、器用に懐から名簿を取り出す。

「出席番号、十二番……と。菅すが野の啓けい介すけ？　野球部のレギュラーで、威張り散らしていたデブか。後輩や同級生には突き飛ばしたり、罵声浴びせたりしていたみたいだけど。先輩や先生の前ではペコペコしていて、正直見苦しいな、って思っていたんだよね。円堂君も、しょっちゅう殴られていたっけ。良かった。私だけじゃなくて、彼の復ふく讐しゆうも果たせそう」

　中学の時と比べて大分身長も伸びた、高校生にしては大柄な少年の頭に向かって石を詰め込んだ袋を思いっきり振り上げた時。




「いいえ、終わりよ」




　夜の静寂に、凛りんと響いた声。振り返ると、ずっとここで待っていたのか、長い髪を簪かんざしでまとめた少女が旧部活棟の扉を蹴破って登場した。目の錯覚か、彼女の右手は闇に吞のまれているように暗く──まるで彼女自身が闇から現れたようだった。







[image: 三「アレルヤ」]







「ああ、やっと気付いてくれたんですね」

　今回の依頼人──水みず野のマイは自信のない様子は一切なく、堂々と笑っていた。その笑顔は何か吹っ切れたように無邪気であり──邪気がないゆえの邪悪さが滲にじみ出でていた。

　蒼音あおとはそんな彼女と対たい峙じする形でゆっくりと近づくと──

「邪魔」

　と、催眠状態の少年を蹴り飛ばした。鬼畜だ。

　元々意識のなかった少年の身体を支えるものはなく、簡単に地面に転がった。

「水野マイ。今回の騒動を引き起こしていたのは、やはりお前だったのね」

「ええ、瑠る璃り崎ざきさん。だけど、遅すぎじゃありませんか？　すぐに分かってもらえるように依頼して、円えん堂どう君の元へ連れていってあげて、奇襲だって仕掛けてあげたのに」

　ひどく残念そうに彼女は視線を落とす。しかし、すぐに無邪気な笑顔に戻って俺を見た。蒼音が見せる、極悪な笑顔と似ている。彼女はその笑顔を俺だけに向けて、語りかける。

「最初はね、この子の魔力を上げるために、瑠璃崎さんを襲わせてその魂を吸収させようと思ったの。だけど、まさか彼女の傍に、貴方みたいな人がいるとは嬉うれしい誤算だったわ」

「あら、弘こう青せいが悪魔だという事に今更気付いたの？」

　正しくは違うが。

　しかし、蒼音には俺は神父様の使い魔であり、自分が留守の間に保護者として用意した世話係と説明しているため、彼女は俺の事を低級悪魔だと思い込んでいる。祓魔師なら普通は警戒するところだが、魔力では蒼音の方が勝るため、彼女も警戒すらしていない。

「水野さん」

　俺は蒼音の隣に立つ。

「これは俺の勝手な推測だから、間違っていたら違うって言ってくれて構わないんだ」

　そう前置きをするが、そうあってほしいと祈っているだけであり、本当は「もしも」などない事は承知だ。しかし、人は弱いから、つい「もしも」を願ってしまう。

「君は、事故死した円堂少年の魂を降霊術を使って呼び戻した。そして、悪魔の魔力で作った魔法陣の中に彼の霊魂を閉じ込め、彼の不安や嘆きを餌に他の彷徨さまよえる霊達を集めた。そして、集めた魂達を悪魔に捧ささげる事で、自分にかかる負担を減らそうと考えた」

　悪魔も慈善事業じゃない。人間と契約を交わした悪魔は、契約者から何かを奪っていく。それが感情であったり、魂であったり、悪魔の嗜し好こうによるが。

　必ず契約者の持つものを欲する悪魔もいるが、中には誰でもいい、という奴だっている。例えば、魂さえ貰もらえれば誰のものでも良い、という雑食悪魔が。

　そういった悪魔を従える祓魔師は、恥ずかしながら大勢いる。何故なら、自分は何も失わないのだ。戦で悪魔を使う契約者の中には、奪った命をそのまま悪魔に差し出すそれこそ悪魔のような人間もいる。そして、彼女はまさしくそれである。

「一つ泣ける話を聞かせてあげる」

　突然、水野さんが語りだした。

「昔ね、可哀想な女の子がいたの。特に秀でた才能もなければ、とりわけ美しい容姿も持っていない。ごくごく普通の女の子。しいていえば、少しだけ押しが弱かった。だから彼女はターゲットにされたの。何って？　勿もち論ろん、みんな知っている学校内の遊戯のだよ」

　いじめの事か。

「小学校の時、彼女はひどくいじめられていたわ。友達からは仲間はずれにされて、男子に突き飛ばされて、持ち物がなくなった事もあったわ。後ろから蹴られた事もあった。靴がゴミ箱から見つかった事も、机が丸ごとなくなった事も。彼女は、諦めていたわ。願った所で誰も助けてくれない。だから、仕方ない。こういう運命なんだ、って。だけどね、神様はちゃんと見ていた。絶望した少女の願いを叶かなえてくれたの」

　今までぽつりぽつりと語っていた彼女は突然顔を上げた。そして、花が咲くような笑顔で、両手で頰ほおを覆った。まるで恋する乙女のように、うっとりとした顔で──。

「嬉うれしかったわ！　中学校に入学した時、彼に出会ったのは！」

「円堂少年、か」

　俺の確かめるような呟きに、彼女は何度も頷うなずいた。

「だって彼、凄いのよ？　男子からも女子からも先生からも後輩からも先輩からも、嫌われて、憎まれて、蔑まれて！　自分の事を知りもしないどころか、出会った事すらない他人すら彼を嫌い、見下していたわ。友達から聞いたから、そういう噂うわさだから、って出会った事すらない連中に嘲あざ笑わらわれて！　もう誰が敵なのかも分からない！　敵の顔や名前すら多すぎて分からないのよ！　だけどね、一番凄いのは、彼の姿勢よ。いじめには絶対に屈しない、って学校を休まずに来ていて……ホント、滑稽だったわ！　だけどね、そのお陰で助かる子が大勢いたの！　彼のお陰で、学校へ行くのが楽しみになった子もいたの！　彼で遊ぶために学校へ行く子が大勢いたのよ！」

「自分がいじめられないために、あえていじめる側になったって事かしら？　現に、松まつ永なが希のぞ美みは自分がターゲットになる前に、ターゲットを作っていたようだしね」

「ええ、そういう子もいたわ」

　蒼音の言葉を嘲笑するように、水野さんは笑い飛ばす。

「だけど、私は違う。私は純粋に彼が好きだったの。私、ずっと人間が嫌いで、毎年初詣では神様に〝人類が滅びますように〟って祈る程、人間が大嫌いだったの。だから、最初は戸惑ったわ。寝ても覚めても彼の事ばかりが浮かんで……きっとこれを恋だというのね。私は本当に彼が好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで、たまらなかった！」

「だったら何で助けてやろうと思わなかったんだ？　こんな事して、復讐のつもりか？」

「復讐……そうね。そういう考えもあるわ。あの蛆うじ虫むしどものせいで、私はもう彼を見る事が出来なくなった。ずっと彼だけが、私の生いき甲が斐いだったっていうのに」

　本当に好きだったのか、水野さんは初めて悲しそうに瞳を伏せた。

　が、それは俺の早とちりだった。

「ずっと好きだったの、彼が。いじめられている彼の姿を見るのが、たまらなく好きだったの。昔はどうしていじめなんて酷い事をするんだろう、って思った事もあったわ。だけど、私が無知で愚かだった。私は、本当に何も知らなかったの。いじめられている人を見るのが、こんなに愉快だったなんて……」

　その時の事を思い出すように、彼女は──嗤わらう。

「私ね、ずっと見ていたの。ずっと円堂君だけを見ていたの。いじめられている彼をずっと遠くから見守って、苦痛に歪ゆがむ彼の顔を、許しを乞う彼の声を、誰にも気付かれないように一人泣いている彼の後ろ姿を、私は一つたりとも見逃した事はなかった。だけど、死んでしまっては意味がないじゃない！　死んじゃったら、何もかも終わりよ。いじめられている彼の姿が、楽しそうな人達に囲まれて泣きじゃくる彼の姿が、屈辱や恐怖、反抗心、あらゆる表情で耐え忍ぶ彼の姿が！　もう見られないなんて！　本物の円堂君が苦しむ姿を、ずっと傍で見ていたかったのに！」

　ああ、そうか。俺はようやく理解した。この女は、〝こういう女〟なのだ。

「酷い話だわ。どうして死なない程度の加減が出来なかったの。彼を殺しておいて、アイツ等ら被害者面して。挙句、一ヶ月もしない内に彼の事を忘れてしまったの。酷い話だわ。あんな可愛かわいい彼を忘れて、生きていくなんて」

「酷いのは、どっちだ！　彼の姿が見えているなら、分かるだろ!?　何で死んでも辛つらい目に遭わなければならない！　いい加減にアイツを解放してやれよ！」

　彼は、復讐を望んでいない。それは魔法陣の中で嘆き哀かなしむ彼を見ていれば分かる事だ。長い間いじめられていたせいか、彼は復讐による救いは求めていない。ただ本当に解放されたいだけなのだ。それがたとえ死という結果だとしても、彼はずっと解放される事を望んでいた。だから、魔法陣の中から叫んでいるのだ。




　──『助けて。もう……死にたい』




　あの時聞いた彼の嘆きは、確かにそう言っていた。それは傍から見れば悲劇であり、幸福な終わり方ではない。しかし、悲劇であろうとなかろうと、納得しようとしまいと──〝今〟、彼は苦しんでいる。解放を望んでいる。

　ならば、その声に応えてやるのが、祓魔師の務めだ。

「嫌よ」

　はっきり彼女は言った。

　その時、彼女の真後ろに影のように寄り添う気配が見えた。

　悪魔。牛の頭を持った、二本足の悪魔。それは従うように彼女の後ろに立つ。低級とはいえ使い魔を使役する程度の力はあり、空気に悪魔の魔力が混ざり込む。急激に温度が下がり、威圧感に近い寒気が俺の身体を包んだ。

　その俺を庇かばうように、蒼音が俺の手を握った。

　彼女の左手から、蒼音の魔力が伝わる。彼女が内に宿した魔力によるものであり、本来は安あん堵どなど出来ない筈はずなのに──何故だろう。蒼音の魔力は、勇気を与えてくれる。

「しっかりなさい。この世界は蒼音様のもの。哀しみも幸いも、恐怖も。ぜーんぶ蒼音様のもの。その蒼音様が大丈夫だと言っているのだから、大丈夫なのよ」

「そう、だな。蒼音様より強い奴なんて、いるわけない」

　俺の言葉に、蒼音が笑った。意地悪な感じが一切ない、普通の笑顔だ。不覚ながらその笑顔にどきり、とした事は忘れよう。

　気を取り直し、俺は蒼音のように前を見据える。

　邪悪な笑みを浮かべながら、水野さんは言う。

「彼を失った私はひどく絶望していたの。もう苦しむ彼の姿が見られない。それが悲しくて、毎日嘆いていたわ。どうして〝あの時〟みんな彼を見殺しにしてしまったんだろう、って。そうしたらね、この子が教えてくれたの。彼を失いたくないのなら、どこにも行かないように閉じ込めておけばいい、って。そして、彼を奪った全てが憎いのなら、そいつらに復ふく讐しゆうすればいい、って」

　悪魔の囁ささやき。悪魔が人間に契約を迫る時に使う手段だ。そして、彼女はその囁きに乗ってしまったという事か。

「悪魔さんは最高よ。私にまた生き甲斐を与えてくれた。その代わりに、ストッパー？　とかを持っていったようだけど、今の私には不要なものだから、特に関係ないわね」

　ストッパー。通常、人間には理性というストッパーがある。殺したい程憎くても実行せず、盗みたい程欲しくても我慢する。教育や常識などでそれが「悪い」事だと教えられ、人は踏みとどまる。中には罪を犯すものもいるが、彼らには罪人としての自覚がある。

　悪い事だと分かりつつも致し方ない理由があり、手を染める者。悪い事だと分かりながら、あえて罪を犯す者。中には猟奇的で己の快楽のために行動する者もいるが、そういった連中は「悪い事」だからこその快楽であり、頭の隅で罪を犯している自覚がある。

　しかし、ストッパーを失った彼女は、これが悪い事だとも思っていない。

　まるで──力と引き換えに、哀しみを失った少女のように。

　黙って聞いていた蒼音は、簪かんざしの魔道具を髪の束から引き抜く。一瞬で武器へと姿を変えた簪の剣先を彼女に向ける。

「別に目的なんてどうでもいいわ。円堂とかいう少年が死んでなお苦しもうが、悪魔と契約してかつての再現をして彼らをいたぶろうが。他人を言い訳にして自分自身の復讐をしようが。蒼音様には関係のない話。ただ一つ、約束は守ってもらうわ」

「約束？」

「あらあら、物覚えの悪い女ね。最初に言ったじゃない。依頼を受ける代わりに、必ず蒼音様の求めるモノを頂戴って」

「そういえば、そうね。だけど、死んでしまえば、払う報酬も意味がないんじゃない？」

「そんな事はないわ。蒼音様が求めるものは死者も生者も持っているもの。誰にも払えるけど、蒼音様は持っていないものなの。完璧な蒼音様が持っていないものをその他大勢のモブ如きが持っているなんて、おかしな話じゃない。だから、蒼音様はそれを貰うの」

　白い手袋の中で何かが蠢うごめき始めた。普段は悪魔からの侵食を軽減させるために魔道具である手袋を着用しているが、それすら撥はね除のけそうな程に手袋の中で悪魔の手が蠢いている。それを上からなぞるように撫なでて、蒼音様は微笑んだ。




「だから、頂戴ね。お前の……〝哀しみ〟を」







　時間は少し遡る。

　常磐ときわ翠咲みさきは、病院の中庭のベンチに腰掛けていた。

「流石に、こたえるわー」

　あの後、翠咲は宣言通り松永希美をどうにか事故として処理し、惨劇の後のような病室を綺き麗れいに片付けた。一応病院側や警察側にも祓エク魔ソシ師ストやそれに近い存在がいるため、上手い事彼らが処理してくれたので翠咲の出番はあまりなかったが。

　事前に人払いをしていた事もあり、目撃者がいない事は助かった。何か騒がれてもどうにかするが。無論金の力で。

　問題はその後──。

　今回の投石事件の被害者はほとんどが同じ病院に入院している。怪我の程度は人それぞれであるが、そこは当事者の恨みの大小によるのか、それとも本当に無差別かは不明だ。

　それに、外傷が重かろうが軽かろうが、中身は然さ程ほど変わりはしないのだから。

　被害者の身体を調べたら、全員希美と同じく呪いが施された石が埋め込まれていた。おそらく投石した際に体内に忍ばせたのだろうが──

『普通ここまでしますかね』

　ぼんやりと空を眺めていた翠咲の脳内に直接声が響いた。

　蒼音と同じくらい豊満な胸元で、もぞり、と何かが動いた。

　ぴょこん、と小さな効果音と共に飛び出したのは、尻尾が二つに分かれた狐きつね。

　黄金色の毛色に、子猫ほどの大きさ。二つに分かれた尾の先端は白く、額に勾まが玉たまに似た紋章が刻まれている。
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　胸元から飛び出したそれを、翠咲は犬や猫を誘い込むように手招きする。

「狐こ鐘がね。ご苦労はん。ほら主様の胸に飛び込んでおいで。特別にナデナデしてあげる」

『ご苦労じゃありません！』

　ぷい、と頰ほおを膨らます姿は小さな子供が拗すねているようで可愛いのだが、正しくは〝これ〟は生き物ではない。翠咲の霊力を動力に動く式神であり、生きているように見えるがその命は仮かり初そめのものであり、ただ擬似的に動いているだけで正確には生きてはいない。しかし、ちゃんと心もあれば性格もあり、翠咲は狐鐘を本物の妹のように思っている。

『まったく。由緒正しい巫女みこである貴女あなたがわざわざ首を突っ込むような事件でもないでしょうに。お父上が知ったらさぞ喜びに打ち震えるでしょう。巫女としての仕事に興味を抱かれた事に歓喜して』

「あ、そっち。ていうか突っ込むって程の事はしてないつもりやけど」

『しましたよ？　狐鐘が、根掘り葉掘り探りまくりましたよ!?』

「お疲れ。お陰で短時間で小学校の名簿が入手出来て楽やった」

　翠咲が円堂少年と会話を試みた後、翠咲は彼がこうなったそもそもの原因を直接聞く事に成功していた。その事は、蒼音達には伝えていない。

「にしても、凄い学校やね。円堂君に言われて調べてみたら……」

『狐鐘がね！』

「彼の言うた通り、まるで人の悪意が闊かつ歩ぽしとるだけのような学校やね。待っていてね、円堂君。いつかお姉はんがみな公表して、彼らの栄光ある人生を汚点という汚点で塗りたくって、ざまあ、って笑ってあげるから」

『ちなみに、その方法は？』

「無論金の力で！　私が喫茶店のマスター出来るのも、ぶっちゃけ金のお陰やしね」

『ホント、清すが々すがしい程はっきり言いますね、貴女』

「狐鐘こそ、使い魔やのに主様に辛辣ー」

『こんな事で召喚されたら、誰だって毒の一つくらい吐きたくなります』

　と、狐鐘はそっぽを向いてしまった。

『大体狐鐘には人の事は分かりかねますが、今回の事件は特別な珍しさは感じません』

「東中って、結構ボンボンの集まりの学校なんやて」

　どこか人間を見下した態度の狐鐘の頭を撫でながら、翠咲は唐突に呟つぶやく。それに反応するようにぴくり、と大きな耳が動いた。

「警察署長の御ご子し息そくに、医者の子供……大体が権力者や家が金持っとる所の、温室育ちの坊ややお嬢ちゃんばかり。まあ、中学は近所の学校に通うものやし、偶然一般家庭の子も混じっちゃいるけど。だからそやし、なのかな……」

『だから、って？』

「東中のいじめ……少なくとも水野はんや円堂君のクラスで毎年行われとる一人を対象にしたいじめはね、みな学校が黙認しとった」

『それは、まあ調べた張本人……いえ、張本狐ですから、分かっています』

　言い直す必要あるのか、そこ。そんな事を考えながら狐鐘を見ると、狐鐘はどこか見下したように──しかし何かを憂えたように目を伏せた。

『学年全員で一人の対象を徹底的に攻撃する、どこかシステムめいた遊戯。標的となる子は決まって、一般家庭の子。他校なら悪目立ちする筈の温室育ちのボンボンどもはいじめる側。無関係と言う方が無理があります。あれは、最初から配役が決められていたんですね』

「ねえ、狐鐘。人が一番団結する時っていつや思う？」

『誰かを攻撃する時、ですよね？』

「まあ、ＲＰＧでも戦隊物でも、よくある展開やね。チーム一丸で、たった一人の魔王を叩たたく。あの子らにとっては、こらそういう事。彼らにとって……いじめは、人と人が繫がるイベントで遊び。有意義な青春には、いじめは必要不可欠って事や」

　中学生となれば、受験や対人関係、挫折、あらゆる方面でストレスが生まれる。それを発散させるための方法として、あの子達が選んだのがいじめだった。

「友達と一番会話が弾むのは、誰かの悪口を言う時で。一番達成感があるのは誰かをいじめとる時で。一番頭を使うんはいじめる方法を考える事で。人と一番強い絆きずなで繫がるんは、クラス一丸となって誰かを貶おとしめる時で……いじめは、必要な事。いや、あの子らはいじめとる自覚すらない。ただ、遊んどるだけや」

　だから、あえて成績が一番低い子をそういう対象になるよう仕向けていた。

　そして、そのきっかけを与えたのも容認したのも、最初は教師であり──、だから生徒もそれが〝悪い事〟だという自覚すらなかった。

「ま、分からなくもないんよ。教師とはいえ人間。警察も医者も聖職者すらも、みーんな所詮は人間……やし、ね」

　学校だって慈善事業じゃない。目に見える成果を出さねばならない場合だってある。そして、そのために彼らの遊びに便乗する教師だっていたかも知れない。いや、それだけが理由じゃない。

　ただ単に、弱者が貶められる姿を、単純に見たかったということも──。

「レベル１をレベル１００にするんと、レベル99をレベル１００にするのやったら、確実に後者の方が楽やしね」

　そう考えると、東中の教師にとって生徒は自分の評価を表す道具に過ぎない。成績の善よし悪あしに関係なく、平等に道具なのだ。そして良品を愛めで、粗悪品をないがしろにした結果が、この事件の顚てん末まつだ。円堂少年を含めて、全員がいくらでも代わりのきく、使い捨ての消耗品に過ぎないのだろう。

　そして、その事を当事者である円堂少年は誰よりも理解していた。

「あの子、あの状況下で何て言ゆうたと思う？　自分は粗悪品やし先生にも嫌われて、特別取り柄もないから他の子みたく学校の評価を上げるわけでもない。だからそやし、いじめられてもしょうがない。そのスキが自分にはあったんやから、だって。ほんまに……可哀想な子」

『彼は、恨みも憎しみもなかった。ただ助けだけを求めていた。きっといじめられている内にそういった感情すら風化してしまい、〝当たり前の出来事〟だと錯覚してしまったのでしょうね』

　狐鐘に調べさせて分かった事だが、東中ではクラスによるいじめもそれをきっかけに学年全体に及ぶ私刑リンチに近いいじめも、全て毎年行われていた。中には自殺した生徒もいた。

　そして、それは学校イベントのようなものであり、教師すら容認していた。中には止めるどころか先導し、挙句それを善行だと言い聞かせ、叱る事すらしなかった。むしろ、いじめられている方を叱っていた。

　結果、生徒の中に優越感が生まれ、罪悪感の欠片もなくなった。

　──一番皮肉なんはいじめを最初に行った子が、みーんな過去にいじめられとった子って所かな。

　自分自身を護るために仕方なかった。過去にいじめられていて怖かったから。〝仕方がなかった〟。そんなありきたりで都合の良い言い訳を並べて、彼らは人を傷つける事に躊ちゆう躇ちよしなくなり、傷つける事も傷つけられる事にも慣れていく。

『主様。もし今回の事件をきっかけに、東中のいじめが公にされれば、いじめはなくなるでしょうか』

「んー、無理、やないかな。人は、弱いからな。自分以下の誰かを作りたがるのに、いざ自分よりも優秀な人を見れば嫉妬に狂う。蒼音ちゃんの言うとった通りな。だからそやし、世界で誰よりも可愛かわいくて、正しくて、愛しとる自分を護りぬくために、他を切り捨てた。ホント、愚かやよ……人間は」

『主様、それは〝彼〟と〝彼女〟の事を言っているのですか？』

「どうやろう。見方によっちゃ、彼らのしとる事は間違っちゃいるし、先のない愚かな行為かも知れへん。そやけどもね、ウチは思うんや。あの子らなら……そういった最悪の未来さえ笑い飛ばせるんやないか、って。運命にすら喧けん嘩かを売っちゃうんやないか、って」

　──だからそやし、あとは君達次第や……。

「せいぜい気張り、一いつ色しき弘青君。否……一かず弘ひろ君」
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「バカな女。悪魔と契約して願いを叶かなえたって、幸福にはなれないのに」

　蒼音が一歩近付くと、逃れるように水野さんは下がった。同時に、彼女の抱えていた石が独りでに投石となって蒼音を攻撃した。最初は避けていた蒼音だったが、その内の幾つかが彼女の身体を掠かすった。蒼音も剣で応戦していたが、数が多い。石の幾つかが蒼音の手にあたり、剣が後方へと飛んだ。

　蒼音の手を離れた剣はただの簪かんざしとなり、地面に落ちる。

「成程」

　痛みに顔を歪ゆがめることもせず、蒼音は笑った。

「石を呪具にしていたのね。悪魔の魔力を混ぜた石は銃弾なみの威力を持つ。そうやってお前は悪魔と共に誘い込んだかつてのクラスメイトに奇襲を仕掛けた」

　松永さんの中にはその石があり、それが彼女を食い破ったという事か。非道な事をする。

　水野さんは無言で──笑った。それを肯定と取った蒼音は、「やり方単純ね」とだけ言った。蒼音の手元に簪の剣はなく、むしろ傷だらけであり──本来なら水野さんの方が優勢に思える。しかし、彼女は恐怖している。こんな状況でも笑っている蒼音に、人として恐怖を抱いたのだろう。

「そういえば、忠告の続きだったわね」

　いつの間にか目の前に移動していた蒼音は水野さんの胸ぐらを摑むと、容赦なく拳で彼女の顔を殴った。

「がはっ……」

　水野さんの口から歯が一本抜け飛び出した。鬼畜だ。

「悪魔は慈善事業じゃない。だから、必ず悪魔は人と契約する時、その人から何かを奪う。そして、奪われた人は……永遠に欠落を補う事も出来ず、ないものねだりをして生きていく。本来悪魔が好むのは、そういった不安や哀かなしみ、怒り、恨みといった負の感情。契約して願いを叶えても幸せにはなれないそもそもの理由は、その代償が大きすぎるから」

　中には代償を支払い、契約を終えた後、何とか欠けを取り戻そうと悪魔に勝負を挑む連中もいる。そういった連中への対処法として、悪魔の中には契約時の記憶そのものを消すものもいる。つまり、自分が何を得たのか、何を失ったのか知らずに生きていくのだ。

「だから、悪魔と関わった人は幸せにはなれない。失ったものを補うために、人はまた悪魔と契約して欠けた人間になる。そうやって同じ事を何度も繰り返し、人は堕ちていく」

　自分自身の事を語っているように、蒼音の横顔に彼女にある筈はずのない〝哀〟の情が見えた──ような気がした。

「つまり、最初から自分が可愛いだけの小娘には、荷が重かったのよ」

「脅したって無駄、よ。もう契約は始まっている。途中で放棄なんて出来ない！」

「そうでしょうね。だから最初に言ったでしょ。これは、ただの忠告だって……」

　今度はスカートの下から伸びた長い足が水野さんの腹に直接入った。もし蒼音が彼女の胸ぐらを摑んでいなければとっくに地面に倒れていただろう。

　彼女の後ろに控える悪魔も、特に何をするつもりもないように──ただ佇たたずむだけだ。

「くっ……！　悪魔よ！　私に仕える悪魔よ！　この女を、今すぐ私の前から消して！」

　──バカな真似を！

　蒼音の忠告も虚むなしく、彼女は後方に控える悪魔に告げる。対する悪魔はその言葉を待っていたかのように──笑った。今まで水野さんを助けなかったのはそれが目的だったのか。

『そうか。ならば、その女の殺害と引き換えに、お前の魂を頂く』

「構わない！　早くこの女を殺して！」

『よかろう……』

　悪魔が哂わらった。

「蒼音様！」

「無駄よ」

　蒼音は動かずに言った。

「二重契約になる前にとめる？　契約する前に拘束する？　どちらにしても手遅れ。どんな理由だろうと、契約したのはあの女で、それを決めたのはあの女。誰のせいでもない」

　蒼音は自分の手袋に触れながら言う。まるで自分自身の事を語るように、彼女は言う。

「それが悪い事だとは思わない。蒼音様も、自分が正義だとは思わない。だけど……あの子の悲劇は、とても美味しそう。だから、蒼音様は……喰らうだけ」

　蒼音が微笑むのと、悪魔の魔力と水野さんの気配が同化するのは同時だった。

　身体が吹き飛ばされそうな衝撃に襲われる。咄とつ嗟さに男子生徒を庇かばいながら水野さんを見ると──黒い少女が立っていた。本来白い筈の白目の部分まで黒く塗りつぶされた真っ黒な眼。頭から首にかけて這はい回まわるように刻まれた、茨いばらの烙らく印いん。そして──髪の先端は槍やりへと変化した。

「悪魔が憑ひよう依いした？」

「正しくは融合ね。死にかけの祓エク魔ソシ師ストがたまに使う手じゃない。〝融合召喚〟。召喚した悪魔と融合する事で、悪魔と同等の存在に自らを変貌させる、高等召喚術の一種。といっても、それなりの知識と魔力がなければ悪魔に身体を乗っ取られただけの状態に近いけど」

　となると、本当に手遅れか。融合してしまったら、もう戻せない。

「弘青。もううだうだ言っている暇はないわ」

「分かっている。一つの肉体には、一つの魂しか収まらない」

　憑依のような一時的なものなら肉体に魂が完全に収まったわけではないから問題はないが、融合となると話は違う。融合は複数の魂が一つの魂に結合する事。それが人間と悪魔ならば、人間の魂が食われる行為だ。もう水野さんの肉体は水野さんのものじゃない。その魂も、悪魔に染まりつつあり、半日もすれば彼女の肉体と魂は悪魔に喰われた、全く別の存在に変貌してしまう。

　──最悪な結果だ。しかし、それも〝しょうがない〟。

　この結果は、水野さんが自分で招いた事だ。ならば、彼女自身で責任を取ってもらうしかない。冷たいが仕方ないと思う俺とは裏腹に、その感情すらない蒼音は──ご馳ち走そうを前に狂喜の笑い声を上げた。







　蒼音の右の掌から這はい出でた無数の黒い手が、水野さんの身体に向かう。しかし、それが届くより前に投石が拒むように放たれる。彼女の肉体から漏れ出る悪魔の魔力が彼女の用意した魔道具に影響を与えているようだ。元々ここは彼女が自分で用意した処刑場。彼女の魔力が染み付いたものがたくさんあり、投石は銃弾のように迫る。

　──男子生徒に当たると危ねえし。

「弘青。そこの目障りなゴミを飼育小屋に放り込んできなさい」

「ありがとう、蒼音様。すぐ戻る！」

　彼女の言葉の真意を悟った俺は大柄な男子生徒を背負って旧部活棟へ避難する。見た目以上に重く、実年齢三十路みそじ過ぎの俺は腰にきた。それをどうにか踏ん張り、蒼音が蹴破った扉を跨またぐ。そして、入る直前に一度だけ振り返る。

　蒼音に何か言おうとした刹那──、蒼音の左足を石が貫いた。

「う……ぐっ」

　投石の一つが傷口から這い上がる。これが、手口だったのか。蒼音が左足に目を落とすと、足元に落ちていた石が独りでに動き、弾かれたように蒼音の足を貫通していた。松永さんの時と同じだ。体内に呪具が侵入して、直接骨を攻撃している。

「粉砕骨折……このせいか……」

　蒼音がか細い声で呟いている間、小石は弓矢のように蒼音の傷口めがけて侵入する。それは肉を容易に裂いた。尋常でない痛みに、ついに蒼音は膝をついた。

「あひゃひゃひゃひゃっ！　跪ひざまずいた！　あの〈悪あく食じき〉が、俺……私に、ひざま、ずいた」

　既に内部まで融合しており、喋しやべっているのが悪魔なのか水野さんなのか分からない。

「〝蒼音〟！」

　ショックで俺は少年の身体を落とす。

　そして、引き寄せられるように蒼音の元へ駆け寄る。

　が、その直前で蒼音は手で俺を制した。「来るな」と小さな笑みで俺を見た。

　痛い。その笑みから、一つの感情が伝わった。それでも彼女は笑みを崩さず、予備の簪を懐から取り出す。そして、躇ためらいもなく自分の左足を突き刺した。

「ああああああっ！」

　痛みによる悲鳴を上げながら、蒼音は簪の剣先で自分の肉ごと小石を抉えぐり出だした。地面に、赤黒い塊が幾つも落ちた。なおも動く小石を悪魔の手が飲み込んだ。

　全ての石を取り出した蒼音は傷口を悪魔の手の一部を使って止血し、立ち上がる。本当は立つ事も辛い筈なのだが。そこから彼女の執念が伝わる。

「怯えろ……」

　水野さんの口から、野太い声が響く。

「恐怖しろ、助けを求めろ。さあ、オビエロ」

「生憎だけど、一発芸も出来ない薄汚いワンコに餌を与える程、蒼音様は……優しくないの」

　──餌……。

　──あの悪魔の力の源が嘆きなら、円堂少年を解放すれば、こいつは無力なんじゃ……。

　逆にいえば、円堂少年を助けるには悪魔を倒さなければならない。正しくは魔法陣を張った水野さんと悪魔の二人だが。もう時間がない。円堂少年が完全に消滅する前に助け出さなければ、彼は消えてしまう。しかし、魔法陣は水野さんでないと解除が出来ない。そして、彼女がそれをする事はない。

　──ならばその根本を壊すしか……。

「俺は今何を考えた？」

　一瞬浮かんだ最悪な未来に、俺はかぶりを振って忘れる。

『残酷だな』

　嘲るような笑い声が脳内に直接響いた。オロバスの声だが、周囲を見渡しても彼女の姿は視みえない。

『だが、それがお前の理由なのだろ？　何を今更迷う必要がある』

「そうだな。俺はとっくに酷い奴なんだ。だったら、堕ちる所まで堕ちようじゃねえか」

　意を決し、俺は蒼音の背に叫ぶ。

「蒼音様、少しの間、ここを任せられるか？」

　一瞬迷ったが、どくどくと流れる彼女の血が、少しだけ俺の罪悪感を軽減させてくれた。

「その間に、俺が円堂誠せい二じを……消す」

「……へぇ。それを、選ぶんだ」

　心の奥底すら見据える瞳が、すっと細められた。

「あいつの力の源は、〝嘆き〟だ。円堂少年、そして彼の声に呼びよせられた幽霊達。そいつらの魂と嘆きを喰くらい続ける限り、あいつの魔力は切れる事はない。だから、その源を断ち切るんだ」

「一応聞くけど、言っている意味分かっている？」

「分かっている」

　苦しみから解放する事が救いだというなら、「死」は最善の方法となる。そうなれば自殺も殺人も全て善行となってしまう。だから、俺のやろうとしている事は決して正しい事ではない。

「もしこれが罪だというなら、俺は喜んで罰を受ける。元々俺は悪魔。悪あしき存在の象徴」

　半分とはいえ悪魔になったのは、単にオロバスの魔力が俺を生かしているからではない。死という運命に逆らい、決して犯してはならないこの世界の理ことわりに触れてしまったからだ。

　既に、俺は世界のルールを破った大罪人だ。ならば──

「今更罪が一つ増えようが軽いものだ。それなら、せめて俺の約束を護らせてくれ」

「約束って……」

「お前を、生涯見守る事だよ」

　そう俺が微笑むと──、彼女はひどく驚いた顔になった。

　まるで死人でも見ているように蒼そう白はくだ。やがて青かった顔は赤く染まり出し──

「仕方ないから、今回はお前の助言を聞いてあげるわ。光栄に思いなさい」

「ああ、分かっている」

「弘青。分かっているとは思うけど、弘青は蒼音様のものなんだから、蒼音様の許可なしに死ぬ事も敗北する事も許さないわ」

「大丈夫。俺はちゃんと帰ってくるよ」

　今の俺は一弘ではなく弘青だ。だから一弘みたいにお前との約束を破ったりはしない。

「もし蒼音様の言いつけを破った時は……地獄の底まで追いかけて、去勢してあげるわ」

「それは、またハードな……」

　負けられない理由が出来た。この女、やる時は本当にやるからな。







　いくら「悪食」の魔力を宿しているからといって、手負いの蒼音をそう長い事あのままにはしておけない。早く俺が、悪魔の力の源を消し去らなくては。

　殺害を目的としていながら、俺は言い訳めいた言葉を心の中で吐いた。

　旧部活棟の廊下を走っていると、オロバスが俺の隣にいた。

　真っ黒な彼女の目は、あの時と同じ真実を求めた眼だ。

『あの時と同じだな』

「ああ。だけど、後悔はしないさ」

　そういった俺の脳裏に、一つの記憶が蘇よみがえる。

　瑠璃崎一弘が死んだ時、そして一色弘青が生まれた時の──罪の記憶が。
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　先の戦いで、俺──瑠璃崎一弘は悪魔に殺された。地獄の業火で燃やされた俺の身体は消し炭となり、屍しかばねすらまともに残っていなかった。その時の記憶はひどく曖昧であり、俺が気付いた時には全てが終わった後だった。黒い塊の幾つかを、泣きながら同僚達が回収する。どれもかつての俺の姿を保っていない。

　──あれは、俺……？

　あの黒い塊が、俺？

　──そうか。俺は、悪魔の放った地獄の業火をまともに喰らって、それで……。

　死んだ。死んでしまった。




　──『必ず帰ってくる。だから、俺の帰りをここで待て』




　そう言ったのは、俺だ。なのに、聖職者の俺が彼女との約束を破ってしまった。

　最悪な男だ。自分でした約束を、自分で破ってしまった。同僚が布に包んで大切そうに運ぶ黒い塊を黙って見送る事しか出来なかった。

　俺は、その場を動けなかった。俺としては短い時間だったのだが、実際の時間はとうに一週間は経過しており──、地面についた黒い染みも薄れつつある。

　人生にダブルチャンスなんてない。俺の人生は終わったのだ。なら黙って成仏するのが世の理だ。それをずっと祓エク魔ソシ師ストとして護ってきた。世の理から外れた存在を「罪人」として何度も葬ってきた。その俺が現世に留まるのは矛盾している。

　──ごめんな、蒼音。

　あの子との約束を護れない事は心残りだが、未練を抱いてはいけない。

　覚悟を決めて目を閉じようとすると──




『いいや、まだだ。何故なら、悲劇は始まったばかりなのだから』




　突然声をかけられて振り返ると、全身真っ黒な若い娘が立っていた。白目の部分も黒く塗りつぶされた娘は、俺を見ると微笑んだ。

『はじめまして、とでも言っておこうか。オロバスちゃんだ。イエーイ、ピースピース』

「オロバスっていうと、悪魔か。俺を悪霊にするつもりか？」

『まっさかー』

　と、オロバスは貼り付けたような笑みを崩さずに言う。

『死ぬ事すら何とも思っていない、諦めのいい男の魂など、興味ないね』

「悪魔の言う事なんて信じられるか」

『随分と嫌われたものだな。何も知らずに死んでいくお前が、あまりにも可哀想だから教えに来てやったというのに』

「知らないって、何を？」

　俺が問うと、彼女は悪魔の名に恥じない笑みを浮かべた。

『瑠璃崎蒼音とかいう女童めらわは、お前の娘だろ？』

「蒼音が、なんだっていうんだ？　お前、蒼音に何を……」

『勘違いするな。したのは、女童の方だ』

　嫌な予感が何度も俺を襲った。

　頼むから外れてくれ、と祈る俺に、オロバスは残酷な真実を突きつける。

『女童が、悪魔と契約した。泣かせる話だ。何でも、とある神父との約束を護るために、生き残る必要があったとか……』

　アイツ……！

　すぐに飛び出しそうな俺を落ち着かせるように、オロバスが俺に触れた。

『やめておけ。義理とはいえ、自分の娘が世界を壊す所なんて見たくないだろ？』

「どういう事だよ？」

『簡単な話だ。御お事ことの亡なき骸がらを見て、我を忘れた女童が無差別に暴れ出した』

「なっ……噓うそ、だろ!?」

『凄いもんだぜ？　〝神父様のいない世界なんて要らない〟って……。顔かお馴な染じみの祓魔師も、そこらへんの悪魔も。自分に近付くものから順に喰らい始めた。まさに……〝悪魔〟だな』

「あ、蒼音が、そんな事……」

　ないとは言い切れない。あの子には、そういった危うさがある。

『悪魔の言う事は信じられないかい？　なら、直接自分の目で確かめてみるかい？　連れて行ってあげてもいいぜ』







　亡霊と悪魔が教会に侵入するにはリスクが大き過ぎるため、直に彼女を見る事は出来なかった。その代わりに、俺はオロバスに連れられる形で彼女が収監されているという教会の傍そばまで連れて行ってもらえた。

　正直な感想は、見るに堪えない──だ。宙に浮遊しながら窓の中を覗のぞくと、そこに拘束具をつけられた少女が一人寝台に縛り付けられていた。

　近所の教会に、瑠璃崎蒼音は拘束されていた。魔道具によって悪魔と契約した右手を封印された彼女は無力であり、何度かもがくのだが、悪魔の魔力なしでは幼い彼女の抵抗など無意味である。舌を嚙かみ切きらないように口内にも拘束具がつけられているが、あれがなければ彼女はとっくに自殺していただろう。その点は教会に感謝したいのだが、正直見ていられない。

　時折獣のような声を上げ、綺き麗れいだった顔は涎よだれや涙でぐしゃぐしゃだ。極めつけは、彼女の顔。怒りや憎しみ。それが全て顔に現れており、まるで──悪魔のようだった。

　生き残るために悪魔と契約までしたのに、結局待ち人は来なかった。それだけでなく、帰りを待っていろと言った俺は、変わり果てた姿で彼女の元へ帰る事になった。

　──ダメだ。

　このまま蒼音を一人残して逝くなんて出来ない。

　遠い昔に家族を失って心を閉ざしていた孤独な少女。心が死に、全てに絶望していたあの子は、最近になってようやく心を取り戻したんだ。笑えるようになったんだ。泣けるようになったんだ。怒れるようになったんだ。

　──死ねない。

　このまま俺が死ねば、アイツは憎悪に心を奪われて、それこそ世界を壊しかねない。




『可哀想にな』




　オロバスが嘲るように言った。

『大好きな神父の帰りを無事で待つために悪魔と契約してまで生き延びたのに、その神父は焼け果てた姿で帰ってきて……』

　あの時の俺の遺体は半ばまで火に侵され、ほとんど朽ち果てていたそうだ。その時の記憶はひどく曖昧だが──今でも目を閉じると目前に迫る熱を感じる。

『なあ。人間が、罪を犯すのはいつだと思う？』

「絶望した時、だろ。全てに絶望した人間には失うものがない。まさに、今の蒼音だな」

　俺を失った大きすぎる絶望が、彼女の心に復ふく讐しゆうの炎を燃やした。放っておけば、彼女は全てを壊してしまうだろう。だからこうやって捕らえられているわけだが。

　そして、そうしてしまったのは……

『お前のせいだな』

　俺の心を読んだように、彼女は笑う。

『今、あの子を傷つけているのはお前との思い出。お前を喪うしなった女童はお前を奪った世界を憎み、神を呪った。現に、悪魔の他に祓魔師にも数名怪我を負わせている。このままだと処刑されるか、調教して兵器として扱われるか。ああ、それともぶっ壊れたあの子に逆に喰われるか』

　咄とつ嗟さに、否定する言葉が出てこなかった。

　──俺はあの子を一生涯護るって約束したんだ。男だろ。約束を護れよ。

　──どうすれば……どうすればいい!?

　ふいに、とある最悪すぎる案が出てきた。それは許されない行為であり、俺の今までの人生そのものを否定する行為に近い。しかし──死んでしまったら、そんなものどうでもいい。自分の今までが否定される事よりも、蒼音のこれからの方が大事だ。

　たとえ悪行だと嘲あざ笑わらわれても、今の俺にとってこれが最良な選択だと信じて──

「なあ、オロバス。俺と契約してくれないか？」

『内容にもよるが、お前はいい男だから特別サービスで受けてあげてもいいぜ？』

「そうか。なら……蒼音の中から俺を消してくれ」

　その言葉が予想外だったのか、彼女はひどく驚いた顔になった。

「今のアイツを苦しめているのは、俺の記憶だ。だから、俺と出会った、俺と過ごした、俺が……死んだ。その全ての記憶が、アイツの中の〝瑠璃崎一弘〟が消えれば、アイツは何も恨まなくていい、何も憎まずにいられる」

　嫌だ……。

「だから、俺が消えれば……、アイツは絶望しなくて済む。このままじゃアイツは死んでしまう。心が、死んでしまう。だから、初めて俺と出会った事も、今まで過ごした事も、全部消えれば……」

　嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。

「大丈夫さ。アイツはああ見えて強したたかな娘だ。翠咲さんだっている。きっとアイツを支えて……くれ……」

　嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。

　消えたくない。消えたくない。消えたくない。消えたくない。消えたくない。

『本当に、それでいいのかい？』

「当たり前だろ。これで、いいんだ……」

『お前も聖職者だったのだから、悪魔との契約は一度結ばれれば解除出来ない事は知っているな？　だから、もう一度だけ聞こう。本当に……それで、いいの？　それが本当の願いなのかい？』

「だから、いいって……！」

　そうオロバスに怒鳴ろうとした刹那──、捕らわれている蒼音が何か呟いていた。口内にも拘束具が取り付けられているため、何を言っているのかはっきりとは分からないが──

「……さ……ま。しん……ぷ、さ……ま……あお、との……ゴッド……ザー……」

　刹那──とある記憶が俺の中で駆け巡った。




　──『ねえ、神父様。神父様は、神様なんだよね？』

　──『え？』

　──『だって神父様は蒼音の世界の、唯一の神様だもん。聖書に書いてあったよ！　お父さんは神様だって！　だから、神父様は蒼音の神様！　ゴッドファーザーなんだよ』

　──『んー、それはちょっと意味が違うような……』

　──『いいの！　今日から神父様は蒼音の神様で、決定なの。だってこの世界は蒼音のものなんだもん。蒼音が神様だって思えば、神父様は神様なんだよ』

　──『そうだったな。よし！　じゃあ、ゴッドファーザーになってみるか。さあ、俺の可愛かわいい天使ちゃん。もし何か困った事があったらいつでも空に向かってゴッドファーザーって叫べ。お前だけのゴッドファーザーがいつでも駆けつけるからな。なんたって……』




　──『この世界は蒼音様のもの！　蒼音様の言葉は、絶対だからな！』




「アイツ、あの時の事を……」

　孤児である事をからかわれて泣いているアイツを慰めるために言っただけの、他た愛あいもない言葉。それをアイツは今も大事に思っていたのか。

「ごっど……ふぁ……ざ」

　ごめん、ごめんな、蒼音。どんなに呼んでも俺はもうお前に触れる事すら出来ないんだ。

　慰める言葉すら、もう届かない。俺に出来る事なんて、もう何も……

『かっこつけずに言ってごらん』

　貼り付けたような笑みをやめ、オロバスは真顔で言った。彼女の眼差しには一種の威圧感のようなものがあり、死んでいる筈はずなのに俺は芯が冷える感覚に襲われた。

『誰も見ちゃいないんだ。お前の可愛い娘だって、もうお前を視みる事はない。気取る必要なんざないだろ。だから、本心をさらけ出しても困る事なんて何もないだろ』

「本心？　何を言っているんだ。今、蒼音を苦しめているのは俺の記憶だ。だから、俺は、俺が……」

　キエル？　オレガ、キエル──

　全部なかった事に、なる？　あの子の中から──いなく、なる？

「嫌だ……」

　続く言葉は、心が弾けとんだように──

「やっぱり、嫌だ！　消えなくない！　消えたくないよ！　俺はもうあの子の一部なんだ。消える事なんて出来ない。いや、違う。俺が嫌なんだ！　俺が、消えたくないんだ！　だってしょうがないだろ。俺はあの子のゴッドファーザーなんだ！　消えたくないんだっ」

　たとえあの子が苦しむ結果になろうと、ひどく悲しんでも──俺はまだあの子の中にいたい。なんて酷い男だ。彼女のため、とか言いながら結局は自分のためじゃないか。

　──だけど、それでもいいよな？

　悪魔と契約を交わすのだから、最低なくらいがちょうどいい。

「アイツはまだ幼い。誰かが傍にいなくちゃダメなんだ。その誰かは他の誰かじゃダメなんだ。俺じゃなきゃ！　俺がいいんだ！　だって、しょうがないだろ。俺は、あの子のゴッドファーザーで、アイツは俺の……」

　そうだ。蒼音に、俺が必要なんじゃない。俺に、蒼音が必要なんだ。

　──だって、あの子は、俺の……




「アイツは、俺の……生いき甲が斐い、なんだよっ……！」




『そう。それがお前の願い。無償の愛。聖女も合掌する程の、深い愛。いいぜ、その本当の願いを叶かなえてやろう。その代わり……お前の未来を寄よ越こせ』




　そして、俺はオロバスと契約を交わした。俺が死んだという事実は蒼音だけでなく、その事実を知る人間全ての記憶から抹消された。

　そして、今に至る。俺の肉体は焼け焦げる前の状態へと巻き戻され、オロバスの魔力の八割を注ぎ込む事で体内の時間を常に逆戻りさせた。そして、俺の時間は過去へと進んだ。

　だけど、これは黄よ泉みがえりでもなければ、死がなかった事になったわけでもない。

　砂時計の砂がいつか全て落ちるように、必ず滅びの時はやってくる。

　しかし、それは今じゃない。

　今終わるには、俺はゴッドファーザーとしての役割を何一つこなせていない。

　──だから、死が二人を分かつ時が来ても、せめて今は……今だけは……
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　魔法陣の前で、俺は佇たたずむ。その中心で丸くなって「死なせて」と訴える小さな少年。

「円堂誠二……」

　彼の名前を呼ぶと、魔法陣の中で反応を示した。その彼に、俺は言う。

「よく幽霊はこの世に未練がある、とか、未練を晴らすと成仏出来る、って言うけど。俺、あれは違うって思うんだ。だって、未練を抱かない人間はいないから。そして、人生ってのは未練を残すためにあるんだ。こいつを残して死ねるもんかってくらいの未練を幾つ残せるか。それが人生の醍だい醐ご味みで、未練はその人が生きた証あかしだ。憎しみや復讐も、愛も哀かなしみも。全部その人が生きた証だ。なくす必要なんてない。なくさなくて、いい」

　そう──未練はなくすものじゃない。

「未練は残すものだ」

　蒼音には未練がない。俺を喪った彼女は未練をなくし、全てを破壊した後自分も死ぬつもりだったろう。そんなのは、可哀想だ。

「世界は、常に変化しているんだ。不変なんてありえない。人を深く憎めば、世界はその通りになる。人を深く愛せば、世界もまた輝く」

　アイツはまだ幼いから、そういった未練を知らないでいる。俺以外にもアイツを慕う奴や心配している存在に気付けないでいる。それが生涯大切な宝になる事を、アイツは知らない。それを作っていく事が出来る事も、そういった未練がいずれ自分の中の哀しみや絶望、憎しみを、愛しさや希望へ変えていく事を。痛みを負った心を癒すのは、そういった未練だという事を。そして、哀しみから這はい上あがる強さになる事を。

　だから──




　──『オロバス。俺の願いは、アイツが未練を残すところを見守る事だ。そのためにも、俺はあいつの傍にいなくちゃいけないんだ！　俺を、アイツの傍にいさせてくれ』




　覚えていなくていい。憎まれてもいい。いつか別れが来る時も、全て分かっている。

　それでも、俺は傍にいたい。傍で──見ていきたい。




　そして、俺は蒼音の未練を作るために契約した。時間を巻き戻した際、思った以上に巻き戻ったため若返ってしまい、蒼音は俺だと気付かない。だが、その方が都合が良かった。アイツは俺が俺として帰還すれば、また俺しか見えなくなる。俺だけが世界だと思い、何も知らないまま──未練一つ残せない。それじゃあ意味がない。俺が死んだ後、他の未練がアイツを支える。だから俺は、アイツの未練を作る事にした。アイツがこれを残して死ねるもんかって思える程の数多の未練を抱くまで──一番近くて遠い場所で見守ろう、と。

　それが、俺のゴッドファーザーとしての役目だから。

「ごめんな、少年。おじさんはお前を助けに来たんじゃない。お前を、殺しに来たんだ」

　水野さんにとって歪ゆがんでいたとしても彼は未練だった。その彼が死に、彼女には未練がなくなってしまった。かつての蒼音も水野さんと似たような事をしようとしたから分かる。

　オロバスの魔力を纏まとった右手で、思いっきり魔法陣を引き裂く。

　途端、中にいた円堂少年が痛みで苦しみ始めた。通常の解除ではなく、強制的に壊したのだから当然中にいる彼にも影響が出る。それを知った上で、俺は魔法陣を壊した。完全に壊す事は出来ず、小さな穴を開ける程度だが。

　それでも十分足りる。小さな穴が塞がる前に右手を突っ込み、俺を怯おびえた目で視る円堂少年に、小さく微笑んだ。俺の企みに気付いた円堂少年は、最初はひどく狼ろう狽ばいして魔法陣の中を暴れ回ったが、次第に落ち着きを取り戻した。

『そっか。ようやく……終わ、れる……んだね。よか……た』

　円堂少年が目を閉じた。瞼まぶたの端から涙が一滴溢あふれる。

「なあ、一つだけ聞かせてくれないか？　どうして復ふく讐しゆうしようと思わなかったんだ」

『恨んでいない。そういったら噓うそになる。だけど復讐するには、僕の敵は多すぎた……ううん、僕は途中で恨むのに、疲れちゃったんだ。ずっと絶えず憎み続けるのに、疲れちゃったんだ。次第に何をされても何も感じなくなって……死んじゃって。僕の人生って、散々だったな』

　今にも消え入りそうな程円堂少年の身体は透け始めた。元々死んだ魂が無理やり呼び戻されたのだ。長くは持たなくて当然だ。

『だけど、それでもいいんだ。たくさんの人に嫌われていたけど。全く愛されていないわけじゃない。ちゃんとお父さんとお母さん、お姉ちゃん、おばあちゃん。みんな僕をちゃんと愛してくれていた。だって僕のために、泣いてくれたんだよ？　だから、それだけで、僕はもう……』

　本当に、いい奴だったんだな。出来れば生きている時に蒼音と友達になってほしかった。

『それに、僕が復讐なんてしたら……僕がそんな事する筈ないって信じてくれている人達を裏切る事になるから。その方が、僕には辛いんだ。だから、最後まで大切な人達に誇れる自分でいられた事に関しては、良かったと思っている』

[image: ]

　ああ、そうか……。

　ようやく俺は理解した。人を傷つけてはいけない、本当の理由。それは──

「そう、だよな。自分の事を強く信じてくれる人がいたら、その人にとって誇れる自分でありたい、よな。だから、いじめなんて……人を傷つける姿なんて、そんなかっこ悪い姿、見せたくない、よな」

　そして、彼は──傷つけられる対象であった彼はそれをより理解し、同じ痛みを持っていた水野さんは、屈してしまった。

　これが、その差か。

「全く。おじさんが、ボウヤに教えられるとはな……ありがとう、円堂少年」

　俺は、彼に手を伸ばす。徐々に体内から熱が這い上がる。

『よか……た』

　一度だけ薄く笑い──、

『これで、やっと……』

「業をもって罪を討つ。それが、俺の罰……さあ、地獄の業火よ！　焼き尽くせ！」

　小さな穴から侵入した炎が全てを焼く。彼のネームプレートや遺骨。そして、閉じ込められていたたくさんの霊魂や、円堂誠二の魂の欠片を燃やす。燃やす音と彼の悲鳴が合わさり、まるで俺を責めているように聞こえた。

「一つ約束しよう。俺は、お前を殺した。だから、お前の命は俺が背負う。俺の期限は少ないけど、それでも殺した分の命くらいは生きてみせるよ。だから……」

　やがて魔法陣の中では黒い煤すすだけが残った。

「アレルヤ──」

　まだ炎が消えず、ゆらゆらと揺れる炎は弔いの炎のようだった。

「メメント・モリー……君を、送ろう」

　彼の魂が砕け散る瞬間──俺を見て笑った気がした。







「こ、れ……は」

　嘆きの通信が切れた悪魔は、自分の魔力が徐々に失われていく事に気が付いた。元より催眠をかける程度の力しかなかった低級悪魔。力の差は、歴然としていた。

「あらあら、どうやらウチのペットがうまい事やってくれたみたいね」

　右手から数多の悪魔の手を生み出しながら、蒼音は近付く。

「えん、どう……くん？」

　水野マイが呟つぶやいた。悪魔の底のない魔力が切れた事で、彼の魂が砕け散った事が分かったマイの精神はひどく不安定である。

『待て、マイ。集中し……』

「円堂君、円堂君、円堂君、円堂君！　円堂がいない!?　どうして!?　ずっと魔法陣の中で、ずっと私と一緒で、円堂君はずっと傍で、消えたりしなくて！　円堂君の代わりに復讐をして！　円堂君が、円堂君……ああああああああああああああああああああ」

　マイが狂ったように叫んだ。もし憑ひよう依いしているだけだったらすぐに身体から出ていけば、逃げられただろう。しかし、融合してしまったため、彼女の動揺はそのまま悪魔に影響を与えた。

『やめろ。落ち着け……』

　こんな事なら早く魂を喰くらって乗っ取れば良かった。悪魔が後悔した時には遅く、目の前に黒い手がかざされる。

「やり方自体は間違っちゃいないわ。魔力を上げる方法も、不安定なその子を自分の依より代しろにするのも。お前の間違いはただ一つ。蒼音様の……目の前に、許可なく立った事。雑魚風情が調子に乗っているんじゃねえよ」

　蒼音の蹴りがマイの腹に放たれる。融合している悪魔にもその痛みが伝わった。

　──こいつ、本当に女の、力……か。

　あばらが折れたかも知れない。呼吸する度に痛みが走った。そのマイの顎を摑つかみ、蒼音は自分の顔をぐっと近づける。長い睫まつ毛げが大人っぽく、人間の女にしては美しい、とすら思った。こんな状態でもそう思えずにはいられない魅力が、彼女にはある。

「平伏しなさい。この世界は蒼音様のもの。蒼音様の世界に許可なく立ち入った罪は、その身で償ってもらいましょう。だから……」

　黒い数多の手が視界を覆った。嚙かみ砕くだく音や啜すするような音が響く中、悪魔は──自分が欠落していく感覚に襲われた。

　──引ひき剝はがされる。こいつ、人間の魂から俺だけを……。

「あら勘違いしないでくれる。その子にはまだ報酬を貰もらっていないのよ」

　直接肉を抉えぐられた痛みが、全身に走る。侵食は徐々に拡大し──もう欠片しか残っていない。蒼音の中の「悪あく食じき」に吸収されているとき、蒼音が薄く笑った。

「光栄に思いなさい。蒼音様の中で蒼音様の一部になれる事を。そして、歓喜なさい。これが、堕ちていく快楽ってやつなのよ。死ねない悪魔にとって、死は最高の快楽でしょう？　その快楽を与えてくれた蒼音様に感謝なさい。そして、そんな蒼音様からの最初で最後の命令よ。そのまま無様に逝け」

『食われる？　俺が!?』

　肉を喰われる痛みはついに骨を砕かれる痛みへ変わった。早く終われ、と願う中、初めて味わう「痛み」に悪魔は動揺した。その時、闇の奥で救いを与えるように少女が手を差し出す。

『この痛みから、解放してくれ！』

　悪魔は夢中で手を伸ばした。そして悪魔は気が付いた。自分には──もう手がない事を。




「〝ごオ馳ツ走テイ様モ〟！　小物のわりに、なかなかだったわ」




　闇の中で、少女が哂った。





＊






　俺が戻ると、それを待っていたかのように旧部活棟から火が出た。地獄の業火のせいか、それとも誰もここには来ないように、という「彼」の警告か。

「あら、随分と遅かったわね。もう終わったわよ」

　そういう蒼音の前には、水野さんが倒れていた。水野さんの頭を覆うように無数の黒い手が覆う形で蠢うごめいており、時折脈打つように動いている。

　地面に座り込みながらも蒼音はまるで君臨するようにそこにいた。彼女の右手から伸びる悪魔の手は蜘く蛛もの巣のように複雑に絡み合いながら水野さんの身体へと集まる。さながら茨いばらの中で囚とらわれた姫、或あるいは蜘蛛の巣に囚われた蝶ちようのようだ。

「さあ、お前の哀かなしみを教えて」

「あ……あ……わた、私……」

　意識がないまま、水野さんの口から声が溢あふれる。

「ああ、そう……そうだったの」

　一人納得したように、蒼音は呟つぶやく。蒼音の中に、彼女の感情が──「哀しみ」が流れ込む。喉を鳴らしながら蒼音が瞳を伏せた。途端に黒い手は蒼音の右手へ戻り、白い手袋で素早く蓋をする。水野さんを支えていたものがなくなり、彼女の身体が地面に落ちる。まだ息はあるようで、やがて彼女は目を開けた。

「円堂、く……ん？」

　よろよろ、と水野さんは燃え上がる旧部活棟に近付く。悪魔の気配のない彼女には何も出来ない。俺は地面に座り込む蒼音の元へ移動する。

「ありがとう、蒼音様。水野さんの魂から悪魔の魂だけを取り除いてくれて」

「勘違いしないでほしいわね。あの子からはまだ報酬を……」




「円堂君、円堂君！　どこ？」




　なおも彼女は円堂少年を捜す。その彼女に、俺は一歩近付く。

「円堂少年は死んだよ。魂が砕け散って、生まれ変わる事も二度とない。消えた、んだ」

「噓うそ……円堂君が、えん、どうくん……」

「いい加減に現実を見ろ！　円堂少年はお前らが殺した！　その事実を認めろ！」

　今回の事件はそれを彼らに教えるにはもってこいだ。後は水野さんが認めれば、全員が円堂誠二に対する罪を知る。

「あら、それはどうかしら」

　俺の心を見透かした蒼音が言った。

「いじめは、なくならないわ。人が人である限り。何故なら、人はそういう生物だから」

「そういう、って……」

「分からない？　蒼音様から見れば、彼らはみーんな同じ。違う奴なんていない。みーんな正確に、平等に……正しくありたいだけ。何故なら、人っていうのは……みんな自分が正しいの。自分が正しくなくちゃ、嫌なのよ。そして、自分の正しさを証明するには、同志と、共に討つべき敵が存在しなければならない」

「自分の正しさの証明のため、関係のない他人を貶おとしめるのか？　それが、人間なのか？」

「そう言っているじゃない」

　傷だらけの少女は、当然のように哂った。

「対等なんて、噓。頭脳、運動能力、容姿……人は必ず、他人と自分を比べる。そして、勝手に勝負して勝手に負けて、勝手に嫌うんだよ。あの子は好き、あの子は嫌い。好きな子が酷い目に遭うのは可哀想、嫌いな子が酷い目に遭うのはざまあみろ、ってね。つまり、いじめている人間に悪気はない。それこそが、最大の問題。これから先、彼らは幾度となく人を傷つける、人に傷つけられる。いじめる、いじめられる。人はね、傷つける事に慣れてしまっているの。傷つけられる事に、慣れてしまっているの。だから、それすら気付かず、被害者顔ヅラしたクズだけが増えていく」

「それは……」

　確かに、こいつの言う通りなのかも知れない。

　しかし──円堂少年が悪意に屈しなかったように。いつか哀しみに溺れた少女が、もう一度人を信じ、世界に参加出来たように──人は、変われる。そう、信じたい。

「確かに、お前の言う通りなのかも知れない。人は、みんな自分が正しいと思っている。だから、自分が〝特別〟に正しくあるために……人は、平気で他人を犠牲にするのかも知れない」

　モブが主人公を引き立てるように、見下す誰かが必要だった。

〝悪〟がなければ、〝正しさ〟が存在出来ないように──。

「自分にとっての正しさなんて、誰かにとっては間違いなのかも知れない。だから、俺達は傷つけ合う。正しくあるために、傷つけ合う。だったら……〝正しさ〟って、何だよ？　何が正しいんだよ。人を傷つけて平気で笑っていられる正しさなんて……」

「納得出来るか、出来ないか……じゃないの？」

　さも当然かの如ごとく彼女は答える。

「自分にとっての正しさなんて、結局は自分が納得出来るか出来ないかに過ぎないって事。納得出来る結果が、そのままその人の真実となる。だから、みんな自分が悪い事している自覚なんてない。だって自分は正しいのだから。傷つけている自覚もなければ、罪だとすら思わない。その結果が、あれ」

　と、蒼音は水野さんを指さした。

「だから、なくならないよ……それ。人は人を傷つける。それが、人と関わるって事だもの」

「そうかも知れない。だけど、誰かを傷つける事は、やっぱり悪い事なんだ。だって……誰かが俺の事を信じてくれたら、その想いに応えたい。その子にとって、誇れる俺になりたい。信じて良かった、って胸を張って言ってもらいたい」

　──お前に、誇れる俺のままでいたい。

「理想を追求する事や信念を貫く事が悪いわけじゃない。だけど、それのみを盲信し、あまつさえそれを他者にまで強要し、その結果誰かを傷つける事は、悪い事なんだ」

　そして、正しくあるために誰かを犠牲にし、それが当然だと思うその身勝手な考えそのものが〝悪〟なんだ。

　もし蒼音の言う通り自分にとって納得のいく答えがそのまま真実となるのなら、これが俺にとっての〝悪の定義しんじつ〟。俺自身が信じる、俺の出した答えだ。

「だから、水野さん……」

　魂の抜け殻のように、しきりに「円堂君」と呟つぶやきながら徘はい徊かいする彼女を呼び止める。まだ俺の声が届くのか、彼女はゆっくりと振り返った。

「君達は、悔いるべきなんだ。君達は、あまりにも人を傷つける事に慣れてしまっている。そして、傷つけられる事に慣れてしまっている。その無責任さが、彼を殺したんだ」

「円堂君……」

「だから、もう彼はいないんだよ！」

「じゃあ、こんな世界……私、いらない」

　狂喜に満ちた笑顔で、水野さんは蒼音が使っていた簪かんざしを拾う。先の戦いで彼女が落としたものを見逃さなかったのか。水野さんは簪を両手で握ると、自らの心臓に突き刺した。

「やめ……！」

　俺の声は、遅かった。胸元を紅あかく染めた水野さんの身体は、ぱたりと倒れた。近付いて脈を測るが、手遅れだ。貼り付けたような笑顔のまま、水野さんの身体が動かなくなった。その時、彼女の身体から半透明の物体が飛び出した。黒い烙らく印いんを持った魂が宙へ浮かぶと、それを待っていたかのように、蒼音の簪がそれを貫いた。振り返ると、予備の簪を投げた蒼音が、立っていた。だが足取りが危うく俺はすぐに蒼音を支える。

「彼がいない世界はいらない？　ふざけんなよ、縋すがる事しか出来ない牝めす豚ぶたが。そんな軽々しく捨てられるほど、命は軽いものじゃない。命を、バカにするな」

　蒼音にしては珍しく言葉に熱がこもっていた。その瞳はどこか憂いを帯びていて──彼女には絶対にありえない筈はずの哀かなしみの気配がした。

「ねえ、弘青。蒼音様が、酷い女だと思う？」

「なわけねえよ。だって、お前が言ったんだろ？　納得出来る結果が、その人の真実だ、って。お前がそれが正しいと思ったなら、それが答えだ。だから、そんな顔するな」

　蒼音は、最初キョトンとした顔だったが突然花が咲くように笑った。

　ほんの小さな笑みだが、俺にはとても輝いて見えた。

　──ああ、そうか。俺はずっとこれが見たかったんだ。

「よく頑張ったな」

　支えながら、俺は彼女の頭を撫なでる。昔、一弘がしていたように。最初心地良さそうにしていた蒼音様だったが、ハッと我に返り、鉄製のブーツで俺の足を踏んだ。鬼畜だ。

「そ、それより蒼音様……どうだ？」

「どうもこうもないわね。最悪よ。彼女は円堂少年に随分とご執心だったから、少しは美味しいかと思ったら、期待外れ……っていうか、哀しみの欠片すらなかったわ」

「え……？」

「あの子は円堂誠二が死んで哀しかったわけじゃない。それどころかその感情すらなかった。あの娘はただ、〝娯楽〟を得るために動いたに過ぎなかった。釣りをするために釣つり竿ざおを買いに行くように、お菓子を食べるためにコンビニへ行くように、ゲームをするためにゲームセンターに行くみたいに……当たり前に、彼を欲していた」

「だろうな。あの子を突き動かしていたのは、歪ゆがんだ愛」

　それも円堂君に向かったものではなく、自己へ向かったものだ。欲望はあっても、そこに蒼音が求める「哀しみ」がある筈がない。

「だけど、収穫はあったわ。あの悪魔、死んだ直後の人間を唆して結構な数を悪霊に変えていたようね。そのエネルギーを自分の魔力に変換していたようだから、結果としてそれごと取り込んだ私の魔力も急激に上がったわ。しばらく魔力不足には困らなそうね」

　蒼音は、喪うしなったものをもう一度取り戻したい。「悪食」の飢えを超える程の悲劇を喰くらい、喪った哀しみを得る。そのためには、悪魔の魔力を喰らい、契約した悪魔より強い力を手に入れなければならない。そして、契約した悪魔が納得する祓エク魔ソシ師ストとしての力を示すために、蒼音は魔力をその身に蓄える。悪魔ごと魔力を喰らって、自分の魔力の糧としているのは知っていたが、これでは本当に悪魔だ。他人のものを喰らい、奪い、それを自分のものだと言い張る姿には──もうかつての泣き虫だった幼い少女の面影すらない。

　──今回の依頼を受けたのだって、きっと悪魔の、〝餌〟の気配を察したからだ。

　ふいに、蒼音はレースの手袋越しに自分の唇をなぞった。

「〝ごオ馳ツ走テイ様モ〟。今回のは……ちょっと、しょっぱいわね」

　そういった彼女はどこか寂しさを宿していた。
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　事の終しゆう焉えん。退魔組合には悪魔絡みの事件をもみ消すために暗躍する部隊があり、今回の事件は彼らが公には「通り魔の仕業」という事で片付けた。旧部活棟も、その通り魔が放火したという事で事件は終わった。鈴すず風かぜ町の警察に祓魔師がいるお陰で思いのほか簡単な事務処理で済んだ。

　そして、水みず野のさんは──、自分で簪を使って心臓を貫いており、そのまま自殺という事で片付けられた。一応少しの間とはいえ関わった俺は葬式に顔を出した。彼女のクラスメイトや両親達が葬式で泣いている姿を何度も見た。その中には彼女に好意を抱いていた男子生徒もいたようで、激しく泣いていた。

　──もし蒼音あおとも〝未練〟を残す事がなかったら、こうなっていたのかな。

　水野さんの危うさは蒼音のものに似ていた。俺が死んだと思った彼女は世界そのものを壊そうと考えたのだから。もし水野さんが、自分に向けられた好意の一つに気が付いていたなら、こんな結末にはならなかったのかも知れない。

　もし彼女の周囲の人達が彼女の歪ゆがみに気がつき、それでも傍にいると言っていたら──

　そして、それが彼女の未練になっていたら──

　──なんて、全部今更だよな。







　俺が彼女のマンションを訪れると、相も変わらずだだっ広いリビングのソファで乙女とは思えぬ姿で寝ていた。足の怪我は悪魔を右手に宿している影響で通常よりも回復が早く、完治はしていないが、あと数週間もすれば完全に傷も塞がるだろう。既に痛みは引いているようであり、包帯を巻いた状態で彼女は寝返りを打った。

　ソファの周辺にはかじりかけのフランスパンや果実酒があり、まるでＯＬ、いやサラリーマンの朝の風景に近い。それも一人暮らしの寂しい男の。

　一体一人でどんな騒ぎ方をしたらこうも散らかせるのか、彼女の周辺にはゴシップ誌や週刊誌、ゲーム機等が散乱していた。中には手錠つきの鎖や首輪があり、その鎖の先を彼女が握り締めており、一体何に挑戦しようとしたのか。聞けば前回の少年の二の舞になるのであえて触れずにいこう。

「んー、弘こう青せい……」

　寝言で、俺の名前が呼ばれた。不覚ながら期待してしまった。

「あと五十万出せば、一時間お茶ぁ……もう躾しつけ……トイレは、これから猫用……」

　待て待て待て！

　今可愛かわいい寝顔でとんでもない内容が聞こえたのだが。最後にいたっては俺の人権完全に無視じゃねえか。しばらく見つめていると、唐突に蒼音が上半身を起こした。そして、カッと目を見開いた。ゾンビみたいで怖い。

　最初は寝起きで俺の存在に気が付かなかったが──俺を見た途端、蒼音様は驚いてのけぞった。足の痛みはもうないようだ。いつもなら「ただ見禁止」と拳の一つでもくるのだが。今日の彼女は年頃の乙女のようにしおらしい。いつもそうしていれば可愛いのだが。

「ねえ、弘青。弘青って、神父様の使い魔みたいなもんなんだよね？」

「え、あ……うん」

「そのせい、か」

「え？」

「あの時、一瞬だけど弘青が神父様に見えた気がしたの」

　まさか気付いたのか──

　しかし、すぐに蒼音様は「ありえないけど」と付け足した。

「神父様は蒼音様のゴッドファーザーよ。弘かちく青やろうなんか、似ても似つかないわ。そもそも神や天使ならともかく、雑魚悪魔と見間違えるなんて、蒼音様反省……するわけないけど」

「俺と書いて家畜野郎って読むのやめてくれない？」

「ねえ、弘青。お前が私の傍にいるって事は、まだ神父様はこの世界のどこかにいるって事なのよね？　だってお前は神父様の命令で私に仕えているのだから」

　その質問に、俺は躊ちゆう躇ちよした。本当なら真実を伝えるべきだ。親としてそれが最良なのだろうが──俺はいつも通り彼女の求める真実を噓うそで上書きする。

「いるよ。一かず弘ひろさんは、今も世界を廻まわりながら悪魔に困っている人達を助けている。そして、全てが片付いた時……必ず蒼音様の元へ帰ってくる。俺が、保証する」

　ふいに、ポッと蒼音の頰ほおが紅あかく染まった。

　──何だよ、この反応……。こっちが照れるじゃねえか。

　無意識だったが、結構蒼音との距離が近く、長い睫まつ毛げが誘惑するように揺れた。

「弘青……」

　互いの吐息が肌に触れた。時間の経過が分からない間、視線が絡み合った。蒼音の瞳がどこか熱っぽく感じるのは俺の気のせいか──。

「神父様……」

　彼女の手が、俺の胸元の服を強く摑つかんだ。怪我が完治していない事もあり、蒼音の体重がそのまま俺に乗っかった。このまま勢いに負けたら愛まな娘むすめに押し倒されるという何それおいし……失礼。何とか勢いに負けないようにぐっと耐えると、思ったよりも寂しそうな彼女の顔があった。

「神父様、早く帰ってこないかな」

　そう呟つぶやいた彼女の声はどこか憂いを秘めており、瞳の奥に透明な滴が光った。

　──そんなに、俺の事を……。

「だ、大丈夫だ！」

「こう、せい？」

「だから、大丈夫だ。お……じゃない、一弘さんは絶対に大丈夫なんだ」

「大丈夫って……何が大丈夫なのよ？」

「えっと……ほら、一弘さんって強いし！」

　自分で言うのもアレだが。

「それに……誰かに大丈夫だ、って言ってもらうと、何か本当にそんな気がして……どこか、安心しないか？」

「……っ」

　ほんの一瞬だが蒼音は目を大きく開き──、そしてあからさまな態度で目を逸らした。

　泣き出しそうな──しかし、それを必死に耐えるように、そして零こぼれ落おちそうな滴を無理やり瞳の中へ押し込むように、ギュッと目を閉じた。

「し、知っているわよ。神父様の事、一番分かっているのは、蒼音様なんだから。そのくらい、お前に言われなくたって……」

　本当に泣き出してしまいそうに蒼音の声が震え始めた。

「あ、あお……っ」

　何か言わなきゃ、と思った時。床に落ちていた雑誌を手で擦すってしまったようで、くしゃり、と小さな音を立てた。たったそれだけの音がやけに大きく響き、俺達を現実に戻した。互いに顔を合わせると、思ったよりも近付いており──、少しの間視線を交わした後、どちらが先か分からないが、俺と蒼音はバッと身体を離した。

「と、当然よ。神父様が約束を破るわけないんだから」

　身体を離した蒼音はいつもの小生意気な口調だが、少しだけ声が上ずっていた。

　──こいつも、意識していた……なーんて、あるわけないか。

「あ、蒼音様も堕おちたものね。アシスタント如ごときに慰められるなんて」

　蒼音はぷいっとそっぽを向いた。ほんのりだがまだ耳が紅あかい気がした。

「神父様は忙しいの。まだ帰ってこられる状態じゃないだけよ。そして、神父様が帰ってきたら、きっともうどこにもいかず、ずっと蒼音様の傍にいてくれる」

「そうだな。一弘さんは、そういう男だ」

　いいや、蒼音。いるよ。ここにいるんだ。

「お前なんか、神父様の足元にも及ばないわ。まったく、どうして神父様は弘青なんかをよこしたりしたのかしら。だけど……」

　と、彼女はソファに乱雑に散らかされていた紙袋の一つからタイヤキを取り出す。珍しく明めん太たい子こやカラシの塗られていない、普通のタイヤキだ。そもそも大食いの彼女が好物のタイヤキを取っておく事自体珍しい事であり、俺は思わず二度見してしまった。

「褒美よ！」

　と、蒼音は俺にタイヤキを押し付ける。わざわざ食べずに取っておいたようであり、俺はおそるおそるタイヤキを受け取る。

「褒美？」

「今回の仕事は、アシスタントとしてはまだまだだけど、それなりには……役に立ったと言えなくもなくもないわ」

「どっちだよ……って、今、アシスタントって言った!?」

　驚いて蒼音を見ると、彼女はフッと笑った。

「蒼音様のアシスタントを名乗るくらいは許してあげなくもなくもないわ」

「どっち!?　いや、今はそんな事よりも、ついに俺をアシスタントと！」

　どれだけ訂正しても、家畜やら豚やら家具やら文房具やら言われ続けて苦節十年。ようやく一弘以外の他人を受け入れるまでに成長したんだな！

　俺はてっきり成長したのは胸ばかりかと──

「ぐはっ」

　いきなり辞書が顔に投げつけられた。

「セクハラよ。今すぐ蒼音様の口座に三十万振り込みなさい」

「脳内でもダメなの!?」

　そして、金額がリアルすぎる。いつの間にか興味をなくした彼女は鎖や首輪などを回収し始め、タイヤキを頰ほお張ばりながら「どんどん★調教シリーズ」という分厚い本を読み始めた。一体どこでそんな本を手に入れたのか。お父さんはお前の先行きが心配だ。




　──だけど、とりあえず俺は見守るよ。

[image: ]

　俺の期限は十年もない。きっと彼女の花嫁姿を見る事もその相手をぶん殴る事も出来ないまま消滅する。

　その時間は刻一刻と迫り、祓エク魔ソシ師スト稼業の彼女の傍にい続ける限り、その時間は加速する。

　別れの時は必ず訪れる。真実を知った時、蒼音は泣くだろうか。怒るだろうか。俺を憎むだろうか。それでもいい。思いっきり泣いて怒って恨んで──最後に、立ち上がってさえくれれば、それでいい。だから、せめてその時が来るまでは、このまま──。





＊






　彼女は哀かなしみを知らない。ゆえに、彼女は哀しみを求める。

　それがいつか彼女の未練を作ってくれるように──




　──いつか死が二人を分かつとも、今はまだ……。




　今日も、俺は一番近くて遠い場所で見守り続ける。











あとがき






　どうも。お初にお目にかかります。霜月セイと申します。

　この度は「エス・エクソシスト」をお手に取って頂き、ありがとうございます。スニーカー大賞特別賞受賞時は「悪魔調教師・瑠る璃り崎ざき蒼音あおと」などいかがわしい（？）感じなタイトルだったものを「エス・エクソシスト」とラノベっぽい（あ、ラノベだ、これ）タイトルにグレードアップし、担当さんを中心とした多くの方の助けを頂いて無事刊行する事が出来ました。こんな豚野郎を助けて頂いた多くの方々、本当にありがとうございます。

　いつ頃か、「あー、作家になりてぇなー」と思い、幾星霜。

　僕の数少ない友人の「新人賞に出せばええんやで！　あんたなら、出来る……多分」というエール（？）に背中を押され、何度か新人賞に応募して一次、二次、入賞、と徐々に王冠に近付き、「受賞さーん？　どっこでっすかー？　あっそびましょー」と追い詰め、追いかけ、追い詰め、を繰り返し、ようやく観念したのか、「やっと僕のものになってくれたんだね」と今に至るわけです。

　無意識に僕のヤルキスイッチ（意味深）を押してしまった友人よ、ありがとう。

　タイトル通りＳ系ヒロインが色々やらかす感じのオカルト？　ホラーアクション？　サディスティックギャグ？　うん、とりあえずそんなフワフワした感じで生まれたものです。

　蒼音様を中心とした登場人物の暴言の数々、本当にすみませんでした！　正直書いている本人が「やべぇ。やりすぎたかも」と思いましたけど、「書きたいものを書いていいのよ」と昔誰かが言っていたような、言っていなかったような。うん、とにかく決して真似しないように。そしてＰＴＡには内緒で……って、ちょっやめて！　石投げないで！

　今回はいじめがテーマとなっていますが、ぶっちゃけ実体験に基づいてるシーンがちらほら。何故か高確率でいじめの現場に遭遇しやすく、通っていた小学校や中学校に留まらず、昔の勤務先でもいじめが問題視される事件に遭遇し、その際にいじめについて深く考える機会がありまして。その時に何が正しいか分からないなりにも答えを出そうとした経験が蒼音様と弘こう青せいのいじめに対するアンサーに繫つながったりしたのかも知れません。おそらく。




　最後に、イラストを担当してくださった、七しち和わ禮れい様、担当のＳさんを中心としたスニーカー文庫編集部の皆様方、及びデザインや印刷関係の方々。そして、ここまで読んで下さった無限に広がる宇宙のように広大な心を持ったそこのあなた！　ありがとうございます。本当にありがとうございます。


霜月　セイ




























本作は第21回スニーカー大賞特別賞受賞作「悪魔調教師・瑠璃崎蒼音」を改題・改稿したものです。
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